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は じ め

本年報は東京都立衛生研究所の昭和37年度における歩みと業績について報告するものであ

る。

昭和37年にはポリオの多発と本疾病に対する与論の力と相まって，ポリオ生ワクチン接種

が大規模に行われた画期的事業が行われ，インフルエンザの流行が見られたほか，フィリピ

ン，ジャワ等南方地域に流行していたコレラがついに台湾にまで広がったため，わが閣でも

緊急警戒態勢に入るという事態も発生した。また，異常の渇水のため，きびしい制限給水が

行われ， 8月末頃には鯨ベーコンによる食中毒事件が多発し，更に12月に入つてはスモッグ

の発生が続き，大きな問題として取り上げられた。

当所に沿いてはとれらの， 日常業務以外の事件の発生に伴って，その原因究明，病原検索

及び将来に処するための調査研究等の業務が著しく増大し，多忙を極めたととはいうまでも

ない。

機構の面では，微生物部を廃止して新たに細菌部とウイルス部を設け，時代の要求と病原

微生物学の進歩に応じ得る態勢を整えた。

多岐に亘る調査研究の論文も，出来るだけ本報に収録するように努めたが，全部を掲載す

ることが出来なかったのは残念である。

なj's-，長年の懸案宿願であった統合庁舎の建設も，その第 1期工事が完成し，近代的試験

研究機関の理想の姿に一歩でも近づくととが出来たということは当研究所の歴史に特筆すべ

き事項の一つで、あろう。

昭和 38年 12月記

東京都立衛生研究所長

辺野 正夫
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第一章序

1 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公衆衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境衛生試験，水質試験，食品誌験，

栄養試験，獣疫検査，製品誠験，医薬品試験，化粧療

品誠験，その他の衛生試験および乙れらに関する研究

調査などきわめて多岐にわたっている。

ζれらの試験検査は衛生行政の裏付けとなる収去誠

験，中毒試験などの行政試験を中心として行なわれて

いるが，都民からの依頼誠験にも応じている。

その他，全国地方衛生研究所，各種検査研究機関お

よび関係各方面との技術交流を行ない，技術の向上，

検査成績の確実を期するとともに学術的基礎的調査研

究にも多大の努力を払っている。さらに衛生関係各種

委員会，協議会などを通じて，衛生誠験検査基準の設

定，衛生思想の向上指導などについてもまた大きな役

割を果している。乙とに都内保健所の検査室職員，保

健所配属の食品，薬事および環境各監視員などを対象

として，日進月歩する誠験検査技術の指導講習会を開

催し技術指導につとめている。

2 沿革

本研究所の設立以前には，東京都には，衛生試験所，

衛生検査所，細菌検査所，獣疫検査所，血疑研究所お

よび製薬研究所の6機関があり，それぞれの目的に従

って業務を行なっていたが，昭和24年3月ζれらを統

合して東京都立衛生研究所が設立されたので、ある。

設立当初の組織は 6部17課で、あったが，時勢の変選

にともない改廃され，現在は2諜10部（別表参照）と

なっている。

3 本年の状況

腸管系病原菌の検査件数は441,273件と36年より約

20,000件の増加をみせているが， 陽性率では， 35年

1. 25 %, 36年0.91%, 37年0.63%と減少している。梅

毒血清反応は， 105,335件（9.5%）で， 36年の122,229

件（9.3%）よりは多少減少しているが，腸性率はや〉

t~力日した。

食中毒は，年々増加の傾向にあり，公衆衛生上の重

要問題の一つである。 37年は 2,100件を取扱ったが，

原因菌として，病原性好塩菌が目立っており，鯨べ｛

( 1 ) 

説

コンによる患者数1,548名，死亡者1名の事例がある。

また近年各地に発生をみている急性灰白髄炎（ポリ

オ）花関する検査研究の重大性にかんがみ，ウイルス

部を新設（37.7）し，乙れに対処せんとしている。

寄生虫関係は約215,700件であるが陽性率は減少を

みせ， 36年5.01%, 37年3.92%を示した。

都市公害問題は近年各方面の関心の的で、あるが， 29

年末からの継続事業である， 「東京都のばい煙と屋外

空気に関する調査j を引続き行なっている。また都内

の大気汚染研究主要機関をもうらする東京都大気汚染

調査会の一員として諸種の調査測定を行ない貴重な資

料を得た。

水質試験関係はほぼ例年のとおりであるが中性洗剤

による井水の汚染調査， 5月～6月の渇水期比は， 6 

ヵ所の保健所に現場出張検査を行ない約6,700件を処

理した。

食品試験関係では，特筆すべきことはなかったが，

食堂，国体宿泊旅館等の細菌学的検査では，大腸菌に

よる汚染は86.3%，ブドウ球菌汚染は31.5%，とくに

従業員の手指検査では54.5%が検出された。

狂犬病検査のための受理検体は年々減少し37年には

78頭であるが，厳密な検査の結果では，陽性のものは

なく， 31年以降引続き，東京都では狂犬病の発生をみ

なかったζ とになる。

例年行なっている衛生試験技術指導講習会は， 37年

も実施し，細菌試験，臨床検査，水質試験，食品誠験，

牛乳乳製品の試験などの技術指導を行ない，乙の講習

を終了したものは 434名であった。

なお，都人口の増加に伴なう業務量の増大と，科学

の進歩に伴なう誠験検査技術の複雑化に対処するとと

もに，従来の細菌部門（文京区大塚）と理化学部門

（新宿区百人町）に分れて業務を行なう不便さを解消

するため，施設の近代化と能率化を計り， 35年K綜合

庁舎建設計画が決定され， 36年着工， 38年1月には第

1期工事として，新庁舎（鉄筋コンクリ｛ト建，地上

4階，地下1階，延1677.7坪）の竣工をみ， 4月から

新庁舎で業務を開始すると／とになったが，さらに第2

期工事として細菌部門の業務を行なうべき，旧本館の

改修を引き続き施工し， 39年中に完成の見込である。



第二章機構および事業の概要

1. 機 構 試験部，食品部，栄養部，獣医衛生部，医薬品部，化

本研究所は所長の下K，庶務課，経理課の2課と， 粧療品部の10部がある。細部の組織，担当業務の概要

細菌部，ウイ Jレス部，臨床誠験部，環境衛生部，水質 および配置人員は別表のとおりである。

職員閤畳表

（昭和38年3月31日現在）

＼課＼部＼癖＼名＼瀬＼＼名

主｜技 主 技 看 事 技 工 作 用 Ii; 

事 師 護
務 手町

業 務
時

助 助 職

事 師 補 ネ南 婦 手 手 員 員 員 員 計

課 I11 I ry I 81 2 I I 31 I I 1 I 41 I J p 

課I~ 2 I 3 ¥ 31 -I s I -I 1 I l -I -I 23 
五一薗 部 I-121 I 131 -I Iイ31 s I 1 I , I 39 

イルス部1I 1 I I I -I I I 1 I 1 I I I 9 

験部I-I s ¥ I 31 -I I 31 I 2 I I I 16 
ヒ生部lI 1 I I I -I -I I I I , I , I 9 

誌験部1I 61 -I 31 I I I 1 I 1 I I I 11 
部 I-I 161 I 1 I I I I 1 I 2 I I I却

部I-I 81 I 1 I I I I I 1 I I I 10 
生部lI 81 I I I 1 I I I 1 I I -I 10 

薬品部II IO I -I 31 -I I -I 1 I 1 I -I I 15 
療品部1 61 I I I I I I 1 I I I 7 

所I11 sl 11 11 -I 41 1l 11 61 11 -I " 
fコ~ 

計 I21 I 1品）｜バ 361 -I 131 s I 91 2s I 71 2 I ~品
住 （ ）内の数字は結核休養者数（再掲）を示す。
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東京都立衛生研究所の組織と事業

所所属職員の人事および給与
公文書の受発，編集保容
公印の管守
所内他課部K属しないζ と

一｜経理課ト｛；：

-I~ιス~Iーは

予算，決算，会計事務
物品の調達，工事の契約

各種伝染病原菌，食中毒の検査
血清学的反応検査
衛生細菌学的調査研究
そ族，昆虫の検査
消毒剤，予防剤の効力試験
他の部K属しない微生物に関する ζ と

ウイ Jレスの検査に関する ζ と
リケッチヤの検査に関する乙と
電子顕微鏡検査に関する乙と

－｜水質試験部 I-{

血液，し尿，悩脊髄液等の生化学的検査
基礎および応用医学の生化学的研究調査
寄生虫の検査および診定
原虫の検査および診定
その他臨床検査に関する乙と

日光，空気，温度，ばい煙，騒音花関すること
じん芥，し尿，その他汚物に関すること
建築物および衣服の衛生K関する ζ と
その他環境衛生花関すること

水質および温泉検査

飲食物の誠験および検査
食中毒の化学誌験および検査
製品検査
規格基準検査
飲食器，調理器具の検査

-I栄養部卜｛l 栄養の調査研究
栄養分析に関する ζ と

-1 ：~生主ト（；： 乳肉，魚介に関する検査
狂犬病その他獣疫検査

1. 医薬品の試験および検査
2. 毒物，劇物の詰験および検査
3. 毒物中毒の化学説験および検査
4. 製薬原料の試験
5. 生薬およびその原料の試験
6. 他の部lζ属しない化学識験

-l日 療品市トd.
化粧品およびその原料の詰験および検査
医薬部外品の誠験および検査
医療用具および衛生材料の試験および検査
がん具類の誠験および検査

立川出張所
荒川出張所
小石川出張所
板橋出張所
杉並出張所
荏原出張所
深川出張所

l 5. 麻薬，阿片および大麻の誠験および鑑定

( 3 ) 



予算および決算

( 1) 昭和37年度決算

1）才 出（事業別）

2 

額

166, 162 

359,645 

379,933 

455, 46111 

9, 797 

7,688 

1,290,601 

2,669,287 

用不額．

17, 257, 

10,379,047 

16,469,387 

33,048,564 

2,597,437 

2,061,162 

261, 801, 669 

343,614,971 

算決額

17,423,867 

10, 738,692 

16,849,320 

33,504,025 

2,607,234 

2,068,850 

263,092,270 

346,284,258 

算予

置

理

査

験

項

管

試

措

検

調

指

整

所

学

防

菌

究

術

設

究

化

事

予

研

細

理

研

技

施
備

計

入（決算見込）

区 分 予 算 額 決 算 額 増 ム 減

使用料 及手 数料 47,517,000 47,353,285 ム 163, 715 

国 庫 支 出 金 10, 497, 917 8,999,467 1, 498, 450 

雑 J[J( 入 63,856 126, 148 62,292 

計 58,078,773 56,478,900 ム 1,599,873

才2) 

昭和38年度予算

才 出（事業別）

事 項 本年度予算額 前年度予算額 士宮 ム 減

予 杭 f告 置 25,213,035 17,423,867 7, 789, 168 

研 究 所 管 理 12,432,504 10, 738,692 1, 693, 812 

細 菌 検 査 12,357,674 16,849,320 ム 4,491, 6461, 

理 イ七 学 誠 験 38,007, 142 33,504,025 4, 503, 1171 

研 究 調 査 2, 119,234 2,607,234 488, oom 

技 術 指 導 2,068,850 2,068,850 。
施 設 整 備 91,287,000 263,092,27( ム171,805,270

計 183,485,439 346,284,258 £>162,798,819 

(2) 

1) 

入

区 分 本年度予算額 前年度予算額 増 ム 減

使用 料 及 手 数料 60,220,857 47,517,000 12,703,857 

国 庫 支 出 金 10,822,778 10,497,917 324,861 

雑 j灰 入 65,049 63,856 1, 193 

計 71. 108, 684 58,078,773 13, 029, 911 

( 4 ) 

才2) 



3 施設

本研究所の施設は次のとおりである。

課 部 府ミ 名 所 在 地 棟数 建延坪物数 敷地坪数 摘 要

庶 務 課

経 理 課 新宿区百人町4の539 鉄筋コンクリート建

環境衛生部 電．代（361)7161 地上4階，地下1階

水質誌験部 (371) 1669 （所長） 地上2階，地下1階

食 ロロロ 部 (368) 4141 6 2,482.65 3,524.05 付属建物4棟

栄 養 音E

獣医衛生部

医 薬 ロ口ロ 音日

化粧療品部

分 庁 dにコ~ 
鉄筋コンクリ｛ト建

文京区大塚辻町18
細 菌 音E 地上3階，地下1階 i

電，代（941) 8141 ' 81 44 8 675.53 l, 067. 77 
ウイ Jレス部 付属建物7棟

臨床誠験部

立 川出張所 立川市柴崎町3の155電（0425)(2)2858 30.50 立川保健所内

荒 川出張所 荒川区荒川町6の2 電（891)8214 16. 50 荒川保健所内

小石川出張所 文京区小石川水道町6 龍（811)0909 15.00 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町5の961 電（961)1727 15.50 板橋東保健所内

杉並出張所 杉並区荻窪3の145 電（391)4832 14.06 杉並西保健所内

荏原出張所 品川区平塚4の23 電（781)3209 16. 50 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3の51電（641)3488 14. 50 深川保健所内

コ 河島分室 荒川区町屋8の22 電（891)4981 2 113. 0 249.00 鉄平筋家コンクリート建

計 116 I 3，叫 4吋

( 5 ) 



第三章業

1. 庶務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項のほか，検

査物の受付，各種統計の作成などを行なっている。ま

た本研究所の機関誌として事業月報，研究報告および

年報を発行している。本年は保健所配置の衛生試験検

査技術者434＿名lζ対する技術指導講習会を開催した。

また地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍

した。

2. 経理課

所の会計事務及び物品の調達，工事その他の契約事

務を担当している。

A 業務状況

1. 衛生研究所試験検査手数料（理化学誌験）の改

訂（4月）

2. 衛生研究所統合庁舎建設第 1

工（4月）

3. 儒生研究所総合庁舎建設第2期工事改修工事基

本設計（10月）

なお第1期工事は38年1月竣工，施設調整完了の上

3月移転， 4月1日業務を開始した。

B 主な工事

1. 第 1期工事関連工事（ 6件） 275,384,000 

建築主体工事 154, 700,000 

電気設備工事 29,359,000 

給水衛生設備工事 25,160,000 

空気調和工事 55,960,000 

エレベーター工事 7,350,000 

内線電話工事 2,855,000 

2. 板橋出張所修理工事 247,000 

3. 研究所舗床工事 295,000 

4. グ 恒崩恒湿設備工事 297,000 

5. 他32件 1,944,000

計 278,167,000

C 物品調達

1) 家兎発熱自動温度記録装置 1台 310,000 

2) 低温恒温器 1台 305,000 

3) 循環冷却恒温水槽 1台 385,000 

4) ガスクロマトグラフ（島津） 1台 1, 725,000 

5) 超高圧遠心器 1台 1,040,000 

6) 冷却除湿装置 1台 346,000 

務

他 191件 15,516,040

3. 細菌部

従来の微生物部の業務のうち，ウイルス， リケッチ

ャ関係業務を分担するウイルス部の新設に伴ない，微

生物部は細菌部と改められた。

業務の大半は法定伝染病病原留の検査，研究であり，

ほかに，免疫血清学的検査，衛生乙ん虫に関する検査，

消毒剤，予防剤の効力説験，医療・衛生機器の殺菌効

力・無菌誠験，および薬剤の毒性誌験などを行なって

（，＇＼る。

37年中の総検査件数は563,999件で， ζのうち441,273

件は飲食物取扱業者，各種団体の賄人，上水道事業従

事者，学校給食従事者，保菌者，注意患者，患者家族

などに対する腸管系病原菌検索で、あって，とく lζ夏の

伝染病流行期をひかえた 5, 6, 7月には都民の食生

活と密接な関連のある飲食物営業者，集団給食従業員

に対し，腸管系病原菌保菌者の一掃を期して 260,078

件のふん便検査を行ない，赤痢菌361件（陽性率0.13

%）を検出した。

なお本年はコレラ侵入の危険を考慮し，つねK大量

の菌検索ができるようにコレラ検査態勢の整備を行な

うと共に，台湾をはじめコレラ流行地からの入国者に

ついて17件の菌検索を行なったが，幸にも陽性者は認

められなかった。

梅毒血清反応は，緒方法，ガラス板法を併用し

105,335件（緒方法37,819件，ガラス板法67,516件）

を処理したが，その陽性率は9.4%で36年の9.3%に

比べ大差はなかった。また両法併用による定量検査は，

3,303件であった。

食中毒関係は急激に増加し， 37年Kは， 2,100件を

処理したが，最近食中毒起因菌として注目されている

病原性好塩菌によるもの58件，分離菌株数356件にの

ぼっており，特筆すべきものとして鯨ベーコンによる

患者数1,548名，死亡者1名の事件例がある。

調査研究の主なものは，海洋（大島沿岸）および都

内店舗の魚介類における病原性好塩菌の分布状態の調

査，さらに本閣の感染，病原性の問題，輪送培地や菌

型分類等の基礎的研究を行ない成果をおさめている。

またコレラ防疫対策のために分離培地の考案，スミ

ス培地などの検討を続けている。 ζのほか従来の梅毒

( 6 ) 



( 1）業務成績年報（その 1) （昭和37年 1月～12月）
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血清反応で＼しばしば問題となっている偽陽性反応の

除去のために， トレポネーマ・ライター株蛋白を用い

る補体結合反応、（RPCFTest）および鐙光抗体法を

応用した，梅毒トレポネーマによる特異診断法につい

て，基礎的研究を行なっている。
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微生物部取扱件数（最近3年間）

註：細線は陽性数を示す

前年からの継続研究としては，抗生物質多剤耐性ブ

ドウ球菌の感染症の病理と免疫学的予防法および治療

面の検討，食中毒病原性ブドウ球閣のファ｛ジ型との

関連などがある。

4. ウイルス部

従来微生物部で、行なって来た，ウイ Jレス， リケッチ

ャ関係業務の検査態勢を整備拡充し，主主衆衛生上重要

度を増しつ〉ある乙れら業務の確立を期するため， 37

年 7月，当部が新設された。

取扱件数の大部分は，公衆衛生行政上の要請に基づ

いた検体と，流行予測調査の検体で， 37年7月には，

ウイルス分離925件，血清学的検査5,907件を処理した

が昨年同期のウイルス分離558件，血清学的検査4,946

件に比較するとかなりの増加である。その主なものは，

37年2月のインフルエンザ流行に際し，いちはやく A2

型ウイルスの分離に成功し。防疫対策の樹立に貢献し

た。また流行予測の一環として，ここ数年来行なって

きた都民のインフルエンザ抗体保有状況の逐月消長調

査の結果は今次流行の早期発見および流行経過の分析

把握に役立った。

11月から12月Kかけて行なったインフルエンザ予防

接種にあたっては，衛生局予防部と協力して，都内小

中学校の児童生徒および予防部職員から，接種前と 2

回目接種3週後の血清1,000件の抗体上昇状況から，

ワクチンの予防効果を検討し，同時にワクチン接種量，

皮下，皮内の接種法による比較検討も行なった。

6月初めから12月にかけて，都内各小中学校を中心

に発生した集団下痢症については， 190件の検査を行

ない，ポリオE型ウィルス，アデノウィ Jレスをそれぞ

れ1例ずつ分離した。また， 5月， 9月および10月比

おζったアデノウィ Jレス感染症の集団発生時には 136

件の検体から13例のアデノウィルスを分離した。さら

に2月から 4月にかけ，血清128件についてポリオ抗

体調査を行ない，また弱毒生ポリオワクチン研究協議

会のポリオ監視東京部会の一員として活躍した。

研究調査では，第29回衛生局学会民インフJレエンザ

に関する業績2題を発表し，小ilJ賞を受賞した。また

インフルエンザ型A2株のうち足立株（1957）と森山株

( 1959）では，抗原的lζ特異性のある ζ とについて，

第9回日本伝染病学会東日本地方会iζ発表した。

5. 臨床試験部

医師の診断に必要な血液，し尿，脳脊髄液などの臨

床試験および原虫，寄生虫の検査を行なっている。

しかし， ζの生化学的試験法も年々高度化し微量分

析になりつ〉ある。

37年の臨床詰験件数は6,066件で， 36年の6,732件に

比べ多少減少しているが，誠験内容は，残余窒素，血

糖等の複雑な誠験が増加し，さらに成人病と関係のあ

る分析が中心となって来ている。

寄生虫検査は例年のとおり学童の蝿虫検査が大部分

で， 37年は215,741件（36年は211,601件）であった。

乙れらの陽性数，率をみると， 37年は 8,455件（3. 92 

%）で36年は10,131件（4.79%）に比べ相当な減少と

なっている。

ζの乙とは学謹lζ対する定期検査の効果とみられる

( 7 ) 
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( 3） 業務成績年報 （その 1) （昭和37年 1月～12月） 臨床試験部

＼検＼体別ア＼目別＼ 血球計卓 液学的血検笠 事量定 量性定
血検 化尿学検査的

島区度妊検:1:IHc1::1!!1:1i口融究1l11::li
よじ』ゴ

液

型査

血液｛型: 
液 174 524 - 40 44 - 50 1 6, 587 116 2,255 48 9,389 

清 ll l, 990 - 3, 124 11, 227 3,684 28 - 20, 064 

援
一（103) (103) 

尿 363 242 28 - 129, 679 129,679 104 - 260, 244 149 
(225) (225) 尿 ーし 176 54 94 7 l, 492 l, 390 2, 107 42 
709 7,071 

胃腸十二指腸液 2 - 59 61 

脳脊髄液 - 28 28 

そ の 他 - 874 - 166 9,394 l, 684 3,061 110 193 350 118 48,423 48,675 113, 231 

よロ』 117ヤ35¥1, 990[ 401州川61 541 2sJ（閣（務j94¥ soj 23料960¥

H
C
 

(4) 業務成績年報 （その 2) （昭和37年 1月～12月） 臨床試験部

｜ ＼種＼＼ ~ ＇ト噴所査＼ 別
大分 庁 塚d主主 立出 張

j所[[ 荒出 張
所ff[ 

出 石張 j所I! 板出 張 橋所 杉出
張

並所 荏出
張

原所 深出
3長

所JI! ｛－コ">.. 計
検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十 検査数 十

原
赤痢アメ
』－J>

マラリア

その他 2 2 
虫 3 4 

~ 
虫思 虫 180,373 !, 943 7,260 4,237 49 4,268 97 5,256 78 3, 735 47 5,205 10 5,325 45 215, 659 2, 729 

主お 虫 54 3 10 67 
生 その他 78 30 8 16 22 3 18 78 5, 659 

虫 180,451 7,559 7,260 490 4,237 57 4,268 97 5,256 97 3, 735 69 5,205 13 5, 326 73 215,738 8,455 

計｜一17，サ 7,2601 731出向218，必5
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臨床試験部取扱件数（最近3年間）

（臨床試験）

が，また一般の関心のたかまり Kよるものと思われ

る。

また本年は特lと，衛生局予防部虫疫課の要請によ

り，青ケ島のフィラリヤ調査に協力し大きな役割を果

した。

このほか当部では長年にわたり， カノレシウムおよび

マグネシウム代謝の研究を行なってきたが， ζの研究

の進むにつれ，最近では健康のあり方について新しい

考察が得られるようになった。しかしなお多くの研究

が残されている。本年は乙れに関連して，東京陸科歯

科大学柳沢文徳教授と共に中性洗剤の毒性に関する研

究を行なった。

6. 憲境衛生部

諸種の環境衛生学的検査および調査研究を行なって

いる。その中心は空気l乙関する試験であるが，主な項

目は， 室内外空気， 日光， 照度lζ関するもの， ばい

煙，塵挨，騒音，紫外様，空中細菌，その他となって

し、る。

37年中lζ行なった主なものは， 29年末からの継続事

( 11 ) 

業である「東京都のばい煙と屋外空気に関する調査J

で都内27カ所の観測定点（おもに保健所屋上）で，気

温，湿度，降下じん量および成分，放射能，炭酸ガス

量，紫外線強度，天候，風力，風向などの状態を把握

しようとするものである。しかし乙の調査は東京都の

全域的な水平分布に関するもので汚染の発生機構，都

民の健康への影響等を間接的に推測する資料を得るに

とYまり，直接に把握することは困難であり，調査方

法，範囲等を拡大する乙とは，本調査発足以来の念願

であったが，昭和34年度にいたり，都内大気汚染主要

研究機関を網羅する，東京都大気汚染調査会が成立発

足し，都の大気汚染調査に大巾の進展が行われた。そ

の第1年度調査は東京タワーを利用して大気汚染状態

の調査，自動車排気ガスによる汚染状態の調査を行な

い，また第2, 3年度は，これらの汚染が都民の健康

に及ぼす影響に関する調査，汚染物の測定法に関する

研究，大気汚染の現状と機構I乙関する研究調査の3班

に分けて調査研究を実施し，より詳細な資料を得てい

る。

昭和37年12月，東京都に発生をみたスモッグについ

ても，その対策の一環として，気中有害ガスの調査を

2 3 11 5 6 7 8 9 10 11 1 '2J~： 

臨床試験部取扱件数（最近3年間）

（寄生虫）

註：細線は陽性数を示す



( 5）業務成績年報（昭和37年 1月～12月）

｛牛 取 扱 件 数 試 験

依 調 研 在〉く三~ j毘 そ温 E召 紫｜騒

種 ト数 計
の熱

ク十
他条

車頁 査 究 ？昆 度 の件 明 前〈 コ臼主エ

事工デパ ー務ト 商所場店！I 
117 117 93 
142 142 150 150 220 31 19 

書 寄串映そu 
画

翼席他
の

ノ号 一

:1 ！園？の iI 
接客業 浴理旅 髪

:I f晶君1~11 12 I, 298 
12 13, 174 7,680 6, 

35 35 - 17 

3181 18，吋山281 14, 1601 129 

(6）業務成績年報（昭和37年 1月～12月）

件 取 扱 件 数 誌 験

依 調 物理的検査 イ七

委文 ？昆 濁 比 硬 反 残

3重
計 応 査

色
試 試

Jjlj 
頼 査 度 度 重 度 験 験

13,385 124 13,509 I, 387 39,229 一 10,066 10, 183 10,073 
5,609 23 5,632 20 5,458 68 7,051 2, 799 

303 303 56 I, 073 275 288 283 
203 10 213 161 75 234 90 
14 14 28 28 15 

327 4 331 4 31 17 5 
504 4 508 424 239 240 

2,996 7 3,003 81 191 
151 11 162 21 115 242 

7 7 7 7 

一
2 2 

2 

I 23. 4911 判 23,78 1, 9221 46, 300J 1¥ 10, 4851 1山 91 川 17

( 12 ) 



環 境 衛 生 部

検 査 件
T

2
4
1
 

数

塵 炭 一 有

理化学誌験

細説 動

放射能測定 空気染度汚測定 語集
そ

酸
化酸炭素

主にコ主主 菌 物
の 言十

ガ ガ 学 言式

挨 ス ス 的験 験 他

1, 582 l, 505 28 7 一 1, 505 一 18,228 
70 31 9 91 30 36 一 837 

一 一

一 ー

一

一

l, 248 624 4,040 

叶吋
73,650 

一 26,893 
2 16 35 

山 oj42, o77j 14, ssoJ 119,643 

水質誠験部

検 査 件 数

学 的 試 j験 細菌及び生物検査

酸

窒素化l物口~ 
陽 陰イ 残 放 酸 そ 一 大 水中検 菌試 プン

素 イ 留 イ七
般細菌数

腸 名 フそ 計

誤日
オ オ

塩
射

試
の

菌
物生名索

検 ジのン ン
定 類 類 素 官自 験 他 数 索験 ト他

9,515 30, 198 30,295 10,279 7 - 10, 238 24,901 一 - 186, 371 

2, 779 8,237 l, 315 3,491 20 8, 700 14,762 - 54, 700 

288 835 840 285 一 4,223 

108 216 147 151 24 3 320 1, 529 

72 69 一 一 214 

52 68 23 36 4 110 9,905 - 10, 256 

239 268 222 212 142 2,320 4,307 

3, 132 3, 194 97 4 35 一 一 6, 736 

115 160 297 12 962 

7 21 
103 103 

一 2 4 

一 一 4! 

16，判 43，州 32,854¥ 14, 927¥ 一｜川97¥ 52, 243¥ 

( 13 ) 
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理境衛生部取扱件数（最近3年間）

都内において実施するとともに大気市染物中の発癌性

炭化水素（3, 4ベンツピレン）の定量をも継続実施

中である。

また近時都市における自動車運行台数の増加は著し

し排気ガスによる大気汚染が多くの人の関心をよび，

当部では排気ガス中の有害ガスならびに有害物質（鉛）

等の調査を進めるため器材の整備を急いでいる。

近年米ソ等の先進国による核実験が相続いて行なわ

れ，そのために生じた放射性物質による空気汚染（放

射性空気汚染）の増加を懸念し， 36年8月から大容量

集じん機を使用し伊紙法により，地表付近の空気中に

持遊する麗（放射性物質）を採取し，放射能の測定を

開始した。 37年8月からは，さらにガムドペーパ｛法

；（午前9時から翌日 9時まで24時間放置）を採用し，

:10月からは57型大型水盤（ 1カ月間放置）を使用し，

空気汚染の資料を収集している。

7. 水質試験部

一般飲料水，水道水，工業用水，水泳プ~；レ水，海

水浴場，水泳場，浴場水などの理化学的，細菌学的試

験，温泉法による温泉試験，清掃法によるし尿浄化槽

の放流水，水道法による簡易水道，専用水道の水質試

験などの一般依頼を主に取扱っている。

37年中l乙処理した「般飲料水の検査件数は8,700件，

工業用水は275件で，一般家庭からの依頼および食品

衛生法K基づく営業許可関係のものが多い。

なお，井水について，排水，下水からの汚染源の調

査に関連し，洗剤とくにAB S等の中性洗剤による汚

染の調査を実施し，約200件を扱った。また乙れに関

連し，都内地下水の一般的傾向について統計的調査を

行なった。

水道法民基づく化学試験は専用水道，簡易水道の増

加にともない著るしく増加し 1,870件を処理した。ま

た清揖局からの依頼による浄化槽，消化槽の放流水の

試験3,000件，下水道局からの工場排水試験180件を実

施した。

温泉，鉱泉についても受理件数を増加するよう一般

から希望されているが， 37年には療養泉適否詰験74件

を取り扱った。

本年5月から 6月にかけて行なわれた渇水対策とし

て，都内6カ所の保健所において出張検査（簡易化学

試験）を実施し，約6,700件（不適4,150件， 61.9%) 

を処理した。

水中細菌誠験関係では，一般飲料水の飲料適否試験

2,500件を行ない，不適は1,550件（ 62%）を数えた。

乙のほか水道法Kよるもの1,920件（不適125件， 6.5

%），河海水の汚染試験 268 件。プ~；レ水および公衆浴

場水試験270件などがある。

( 14 ) 

生物試験関係の調査事項としては，都民および保健

所等からの依頼により井水または配水管中の地下水生
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水質試験部取扱件数（最近3年間）



物，鉄パクテリヤその他いわゆる水垢生物等の調査

(103件）を行なった。

また放射性物質による汚染調査は科学技術庁の委託

により継続実施しているが，ソ連の核実験以来調査対

象が増加し，天水（伊豆大島），水道水，下水，河JII水，

井水等52件を検査したが，天水を除いては放射能汚染

は認められず，また天水も36年10月以降減少しつ〉あ

るが， なお lOcpm/l以上の値を示しまだ放射能汚染

が考えられている。

8. 食品部

乳肉魚介を除く一般飲食物について，行政訴験，食

中毒の理化学的，細菌学的検査ならぴ1ζ…般からの依

頼検査，合成着色料その他の食品添加物，器具容器包

装料の試験などを行なっている。

37年中の取扱総件数は40,074件で，理化学的試験

29, 188件，細菌学的検査10,886件である。行政試験の

うち，理化学的試験では，衛生局公衆衛生部および各

保健所と協力のもとに行なった，夏季飲料氷の一斉検

査1,700件（不適510件， 30%），年末一斉取締検査7,783

件（試験理百 20,877，不適2,750, 13%）があり，年

末検査の不適で目だったのは，クリスマスケ｛キ用ド

レンチエリーの漂白剤であった。その他，かんぴょう，

あめ，煮豆，ジャム，菓子類の防関剤，漂白剤が主な

ものであった。細商学的検査は10,250件で主として，

食堂，学校給食，団体宿泊施設等の集団給食施設，駅

構内売店，すし屋などに対しての他叉夏季食品衛生対

策として主食類，惣菜類，菓子，飲料氷，清涼飲料水

および食器，まないた類の使用器具，従業員の手指な

どを対象化検査を行なったが，検査の結果は，夏季対

策2,289件中，生菌数では検体1グラム中 104以上の

ものが約90%，大腸菌による汚染は86.3%，とくにま

ないたは 100%であった。またブドウ球菌汚染は31.5 

%で，とくに従業員の手指からは54.5%検出された。

食中毒は 667件で陽性数は77件あり，特別のものは

なかったが，小児用駄菓子のポリエチレン袋入あんず

に不適防関荊を使用していた。

一般依頼は理化学関係 1,273件で，一般食品567件，

添加物283件，容器包装393件，菓子類425件，清涼

飲料水262件があった。細菌関係は698件あり，主とし

て製造業者からのもので，そのほとんどが，惣菜類，

菓子類，清涼飲料水である。また今度清涼飲料水の成

分規格が定められたので，その依頼がかなりあった

が，規格外のものはなかった。

製品検査では，中華めんの材料である，かん水6,970

件（不適26件），とうふ凝固剤の硫酸カルシウム170件

( 15 ) 
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食品部取扱件数（最近3年間）

註：細線は不適件数を示す

（不適2件），着色料製剤257件，合成甘味料製剤3,748

件（不適8件）で， ζれらの不適品中，かん水は製造

方法の不適と思われる異物検出， リン酸塩の検出され

たもので，硫酸カルシウムでは，炭酸根を検出したも

ので，原料の粗悪なものの使用に起因すると考えられ

る。

饗器包装，食器具等では， 1,531件中97件の不適が

あり，その92件は鐙光物質を検出したものであり，他

はホJレムアjレデヒド，重金属を検出したものである。

科学技術庁の委託児より継続実施している食品の放

射能汚染調査では，農作物，魚介類，牛乳等72件につ

いて測定したが，著るしい汚染を示したのは，山東菜，

大根葉，ホウレン草などの葉菜類で，ホウレン草52.7

土2.4cpm( 38年1月），大根葉52.7土1.6 cpm( 37年10

月）た Yし根部では1.7士1.7 cpmで，他は異常値を示

すものはなかった。

調査研究では，即席しる乙中の異物試験法の作成，

ドレンチエリ｛中の二酸化イオウの消去法，清涼飲料

水中のデヒドロ酪酸の定量法についての研究その他が

ある。



(7) 業 務成 績年報（その 1) （昭和37年 1月～12月）
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( 8）業務 成績 年報（その2) （昭和37：年 1月～12月）

件 取 扱 件 数 誌

数

製検査品 査研究調

，譲 確

種
Jt!., 会主，.

宝ロJ刃"' 

融溶状点
計 誌 誌

類 験 験

成l一料味口甘"-
｜サッカリン製剤 123 一 123 123 456 615 3671 

ズルチン製剤 192 192 192 768 960 573, 

サッy カリ J、混合製剤 3,425 8 120 6 3, 545 14 3,559 13,800 17,275 70, 198; 
ズルチン

メci 成 着 色 料 236 472 51 708 51 759 2, 708 2, 189 1, 285 

か ん す し、 5,996 15 140 6,011 187 6, 198 25,340 26,005 12,731 

硫酸カ Jレシウ ム 180 一 60 180 60 240 698 753 434: 

110. 15 州問91 叫 11, 07訓川0的m叫7引ぺ1¥ 4仏3払，叫 47仏引7，口，＇7円叫9
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(9） 業務成績年報（1)（昭和37年 1月～12月）

1~1: 
扱 件 数 試 験 検

送 調

覚感試験

水 蛋 目旨

炭素合水

繊 灰 石

計 白

付 査 分 質 肪 維 分 灰

穀 150 178 130 458 300 190 82 86 84 70 72 62 

旦 類 73 32 8 83 62 48 46 42 58 42 48 22 

4担
野 菜 類 32 13 193 238 219 240 97 79 106 88 228 92 

J性
果 実 類 26 8 129 163 138 172 95 81 78 62 127 63• 

食
菌 輩 類 2 2 2 2 2 2 2 2 4' 

ロロ口

海 藻 類 11 5 17 17 12 14 12 6 8 15 17' 

動 獣 烏 類 109 26 30 165 120 67 102 58 40 38 60 52! 

物
魚 貝 類 45 24 162 231 203 116 927 98 45 22 91 49'. 

i性

食 手L 類 50 6 3 59 43 44 30 28 22 12 36 24.i 

ロロ口 卵 類 32 2 35 30 18 18 18 16 4 16 101 

稽
菓 子 類 167 7 14 188 186 152 64 72 56 52 60 281 

好

ロロ口
飲 料 286 100 31 417 343 96 BO BB 94 72 194 1 !B 

調 ？由 日旨 類 5 4 9 9 4 4 6 4 2 2, 
味

料
調 昧 口口口 I07 4 17 !2B 112 54 50 48 3B 34 40 20 

そ 滋 養 ロロ口

調 理 用の 60 60 60 601 

他 そ の イ也 12 12 12 2 2 2 2 2 2: 

計 l, 100 381 785 2, 266 1, 79711，小613 720 651 508 1,053 625 

(10）業務成”績年報位）（昭和37年 1月～12月）

件
T

’ean－
a
 

数 4, 109 !, 878 

項 目 数 栄養実態調査

注 1 調理科学実験は Ca,Mg,PK関するものが大半である。

2 その他は，リジン及び無機質の誠験が主である。

( 18 ) 
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9. 栄養部

食品の成分分析，栄養価の測定，栄養調査，特殊栄

養強化食品（普通には強化食品といわれる）の試験な

どを行なっている。

37年中の依頼詰験は 245件で，噌好飲料58件，菓子

類 46件が主なもので，他民獣魚肉の加工品，インスタ

ント食品が乙れに次ぐものである。また強化食品とし

ての許可を得るための依頼が28件あり，漸次増加の見

込みである。

収去検体は295件で，強化食品の基準適否誠験を主

としており，晴好飲料，穀類加工品，インスタント食

品，調味料，強化米などがその大部分で，基準量不足

のものに，晴好飲料97件中 10件（V.C)，パン25件中2

イ牛（V.B1），ソ｛セー汐，ハム，マーガリン類49件中

3件（V.A），インスタント食品中ラーメン44件中31

件（V.B1およびV.B2）などがあった。

調査研究としては，科学技術庁の依頼による日常食

中の放射能調査（Sr・90および Cs・137）があり，目下

資料を収集，測定中である。また都教育庁，都薬剤師

協会の協力のもとに行なわれた学校給食用パンの品質

調査の結果では，規格基準K適合するものは67検体中

わずかに4検体にすぎず，また， V.B1, V. B2の不足

するものが多かった。

健康保持上，食餌と体液の酸塩基平衡の関係は重要

λ 
JO i 
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栄養部取扱件数（最近3年間）
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な問題であり，日常食中の頻度数の高い食品を種類別

にわけ，また調理加工品を料理体型別にして，酸価，

壇基価を測定し献立作成上の資料とするため研究中で

ある。

10. 獣医衛生部

乳および乳製品，食肉魚介類およびその加工品など

の検査，狂犬病，その他の獣疫の検査を行なっている。

乳，乳製品の検体は，都公衆衛生部，都内各保健所

から送付される収去品と会社，団体ならびに一般都民

からの依頼品で， 37年中の受理数は収去品2,499件，

依頼品1,052件，計3,551件である。牛乳，加工乳，粉

乳，アイスクリ｛ムおよびアイスクリーム類が多く，

乳酸菌を利用したはつ酵乳，乳酸菌飲料がとれについ

でいる。 36年6月，はつ酵乳および乳酸菌飲料の成分

規格の制定により含有乳酸菌数が規定されたため，製

造業者からの検査依頼が増加している。

食肉魚介類およびその加工品の検査も向じく収去品

と依頼品であり， 37年中の受理数は収去品 1,840件，

依頼品1,273件，計3,113件で，収去品は年間数回にわ

たって実施されている一斉検査の食肉加工品（ハム，

ソーセ｛ジ），魚肉加工品（ねり製品，魚ソーセーツ）

がその大部分を占めている。

各種検査の結果からみると，収去品では前年比比し

特に向上もみられないが，ねり製品（とく l乙つみれ）

は不良品も減少し，若干品質向上が認められた。真空

包装のスライスハムではなお不良品が多いが，都条例

により食品製造業等取締条例が一部改正され，小売店

での乙れら加工品の取扱いは，すべて冷蔵ケースに保

管する乙とになったので，かなり鮮度が保持されるも

のと思われる。

依頼品では，食肉加工品の他に加工原料としての香

辛料の検査が増加している。

狂犬病関係では， ζ 〉数年間狂犬病の発生がないの

で，校傷犬の受理検体は逐次減少しているが， 37年に

は78頭（畜犬23，無届犬32，野犬21，猫， リス各 1)

で，検査の結果狂犬病とみられるものはなかった。野

犬および無届犬の合計53頭は総検体の68%にあたり，

乙れらはいずれも狂犬病予防注射を受けているとはみ

られず，充分注意しなければならない。

調査研究としては，新型牛乳用紙キャップの衛生学

的検討，はつ酵乳，乳酸菌飲料中の乳酸菌測定用培地

の研究，脱脂乳中における各種乳酸菌の消長に関する

研究，市販スライスハムの保在中における細菌数の変

化，肉種鑑別法，ハムの緑変l乙関する研究，狂犬病野

外毒の毒性試験（前年より続行），トキソプラズマ診断



液の研究などがある。

一斉収去検査状況（昭37.1～12)

月日 種類 件数

1.30～ 1.31 駅売加混乳，乳飲料 39 

3. 5～ 3. 9 はつ酵乳，乳酸菌飲料 54 

4.21～ 4.25 アイスクリ｛ム・ミックス 32 

5.21～ 5.31 アイスクリーム及びアイスク 619 
リーム類

6. 1～ 6. 4 同上 142 

6. 5～ 6. 17 ハム，ソ｛セ｛ジ類 342 

6.18～ 7. 2 アイスクリーム及びアイスク 678 
リーム類

7.16～ 8. 1 乳，乳飲料，はつ酵乳，乳酸 711 
菌飲料

9. 4 生クリーム，チ｛ズ，バター 56 

9. 8～ 9.11 乳製品用容器包装材料 38 
（鐙光染料）

11. 1～11. 13 ハム，ソーセ｛ジ類 270 

11. 13～11.14 はつ酵乳，乳酸菌飲料 31 

12. 1～12. 14 食肉，魚介類年末一斉 888 

12.28 生クリーム 14 

11. 区薬品部

薬事法に基づいて薬事監視員が収去した医薬品，都

薬務部の補給業務に伴なう医薬品，一般からの依頼品

および衛生局その他の部局，各区役所が購入する医薬

品，殺虫剤などについて試験検査を行なっている。

イ4
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医薬品部取扱件数（最近3年間）

一般医薬品関係では，収去検体は1,015件で，各種サ

Jレファ剤， v.c剤，内液アンプJレ剤，総合栄養剤等が

大部分である。とくに総合栄養剤では錠剤崩壊度試験

で， 35件中21件（60%）が不適であった。

薬務部補給業務による検体はエタノーノレ，逆性石鹸

液等32件，不適7件であった。

また薬務部検定係の依頼により，都内血液銀行10社で

採血の際使用する血液比重測定用硫酸銅液の比軍測定

を毎月行なったが， 4月以降8月までの80件中 19件

(24%）が表示の 1.052と甚だしく異なるものであっ

た。

一般依頼は，蚊とはえ駆除のため，衛生局予防部，

各区役所で購入する20%マラソン乳剤その他各種殺虫

剤の規格基準試験431件，殺虫剤主薬定量，総合ピタ

ミン剤の各種ピタミン定量を主とする定量試験194件，

各種乳剤の乳化性試験，特殊塗装ドラム躍に保荏した

アJレコーJレ中の金属溶出の確認等の定性誌験77件な

どである。

また昨年同様都薬務部の依頼により，注射薬製造工

場の注射薬製造室内の落下細菌試験848件，注射薬の



(11) 業務成績年報（昭和37年 1

取扱件数 誌 験

イ衣 送 調 F目4ー， 品目 菌 学 的 言式 験

l目、レ巳勺 一 大 手L ブ 腸 芽 好 球十 カ そ

計 般 腸 酸 ド 気 ピ
頼付 試 よド

菌 菌品 ウ J5J 1包 塩
J性

の

＼＼ 菌 球 酵

適｜否適｜否査 験 数 群 数 菌 菌 菌 菌 商 母： イ也 ' 

手L 1231 291 321 -I -I 1841 一I1841 1841 一I-I -I -/ -I -/ 
ク 一 J,., 17 5 33 II 

' 
66 63 63 2 -

手L れ ん 乳 15 - 15 14 14 9 - 一一

手L 粉 乳 180 - 23 7 - 210 48 209 205 - 103 108 
及 乳 飲 料 6 2 151 47 - 206 - 204 204 ら一 一一

ぴ
アイスクリーム 198 58 809 612 一I,677 -1, 676 I, 676 一一
)'¥ タ 一 2 17 6 26 26 25 - 25 一一 25 

製
手L チ 一 ズ 3 4 17 - 24 21 21 - 17 一一 20 

lま －－：：ノ『、 酵 手L 51 6 81 20 - 158 11 156 164 
製 手L 酸 菌 飲 料 64 15 81 I 12 29 301 5 262 301 

ロロロ
てr 一 ガ ./ 7 - 7 7 7 ヲー 一一ロ口ロ

シュークリーム 106 - 107 '07 107 - 88 一一 10 

検 そ の 他 - 2 2 

査 乳酸菌 lζ 関する研究 - 152 152 一 l09 

研調査究

】' 

乳 酸蔚培地の研究 - 409 409 -I, 8 

その他の 研究 12 l 31 44 12 12 43 11 -

そ の 他 141 10 29 12 - 192 - 216 256 '."' ι 

食 生 肉 4 - 4 19 27 9 25 24 

食肉
力日 工 ロロ口 304 45396 272 104 I, 121 25 I, 003 I, 003 84 

肉 原 料 728 26 - 754 - 675 675 506 78 

魚介及ぴ
魚

鮮 魚 介 類 22 25 26 7 3 83 79 79 - 2 - 7 

力日 工 口口口 61 6328 83 - 478 3 96 252 一一 6 42 - 5 

加工 介 原 料 5 6 5 5 

検査
調研査究

魚肉加工原料研究 55 25 IO 25 -

その他の研究 260 50 130 50 - 50 50 -

その他 13 24 37 37 37 一一

畜 犬 26 

狂 無 届 畜 犬 - 19 19 

野 犬 22 - 22 

犬 猿 一一

病 j苗 一
ス

検

研調査究 狂そそトキ犬のソ病プ他毒のラ毒ズのマ性研の試研究他験究
56 56 

査 450 450 
330 330 

49 一

計 同 313，州 1,8咋吋昨叫，4221川 1¥2671中7¥491 1！判
( 22 ) 



獣 医衛 生部

検 査 件 数

理 イ七 学 的 試 E負 動物実験及び病理検査

鮮｜比｜成 力日 添 肉 異 有 そ病
病理組織検査

補反 動 毒 検

分 種 物 ヨ仁コョ 理
ネヨリ一一組

体応 物 力 集｜計
検氏 、体査 織

分
及 力E

鑑 誌 金 の 解 結検 言式 誠 反 の
力日

片切 ｜｜ 押捺 般検査度｜霊｜析 叡b 物 日リ 験 属 他｜剖 合査 l験 験 苦目人ラ 応 ｜ 他

18511831吋
56 - 59 2431! 

5 - 67 4 113 

118 - 253 5 160 一 ーし 2091

- 15 - 428 

4 - 105 

9 89. 

36 21 18 18 4241 

174 - 46 - 45 45 878 

21 l 

21 314, 

2' 

56¥ 865 

ーし 518

-1 931 ：｜サ =I 1j 

226 

一11 602 

一

=1 3:1 =148~1 19 - 2,653! 

- 1, 937! 

一 181 i 

825・ 

6 一 16! 

1151 

80 410 

一 74 

一26 26 26 26 145 275 

19 19 19 19 19 100 195 

22 22 22 22 22 115 225 

一
5 10 

5 tj; 56 36 322 1, 060 300 346 
100 200 530 83 

50 1, 050 1, 10 
50 60 1, 300 60 300 2,420 

叫判州 -I叫 一｜判判 41 判吋叫，刈叫，0601 3601 6461 叫 一！2s.4841: 
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(12）業務成績年報（その 1) （昭和37年 1月～12月）

項目 取 扱 ｛牛 数 誌 験

依 送 補 調

解剖鎮剤痛 各種殺量 殺菌消剤毒

チ

剤強肝解毒 健消化剤胃

軟 抗ン

消斉化酵素~ 
高区 賦

歯科
査 ン ヒ

研
計

キ
菅 ス 虫 形

剤腔口
種

タ
l:IU 頼 付 給 究 斉4 斉日 ミ剤 斉日 斉日

｜適公定否書誤基験準 431 431 一一

確認試験 23 304 9 268 604 l, 008 2,578 274 -1, 300 148 6 - 12 

i 純 度誌験 54 19 10 348 431 476 4,858 287 -1,297 196 102 

1定量誠験 169 546 12 783 !, 510 1, 108 9,331 487 -2, 896 230 20 - 28 

；発熱性物質試験 207 s 212 

；無菌誠験 25 865 890 240 

： 恒数測定 12 126 11, 145 1, 284 442 4,750 573 -3, 553 840 52 8 

Hトよ尽ー’ 壊 度

封 か ん (17,186) 一（17,1飴） 一（34,372)]

計
I (t1]s~JIL 師51 中441,rd~f la.引判iベート叫41411801 -I 481 

(13） 業 務 成 績年報（その2) （昭和37：年 1月～12月）

項目 取 扱 件 数 試 験

依 送 調 J性 鏡 比 融 酸 (} コニ 水 不け
ヨ 確 五竜

査 ん ス 酸 ウ きp刃＂＇」、 度

研
計 pH 

化
ア

基 イ価ん七 素 設 試

種
Jレ

l:IU 頼 付 究 状 検 重 点 ｛酉 価 価 化 ｛面 験 験

｛公定書基準適否

！確認 誌 験

純度話験

1定量誠験

↓生 薬 28 4 9 41 59 69 - 85 94 

1由 日旨 6 6 50 6 6 10 8 - 11 13 15 58 

1生薬製剤 7 21 29 28 30 - 155 55 

製薬原料 26 14 40 57 10 2 2 - 155 62 

l輸入医薬品 24 24 66 6 2 6 10 6 6 8 11 69 

王辛E位主 彦リ 物 25 2 27 33 

l 薬 用植物 105 105 

計 1091141 61 181 161 1171 2114211338 

( 24 ) 



検 査

滋 輸 液血硫 眼

害軍各無里最射各重苦発物試射薬注メ落下カl葡誠

各ピ

強養 入
薬科用

タ

薬医
比 酸

ミ

壮 重銅 ン
斉1 ロ 用液 斉日 液質験 l細験 1霊剤ロロ

- 320 80 一I589 

一 - 805 

- 552 276 一，ー3, 152 

-22, 953 - 443 

- 120 750 - 8, 835 180 

- 824 157 -1, 949 

一

ロロ口

代血液用

溶 サ 糖 鎮桧
jレ

解 フ
た

ア ん
斉リ 斉り 剤 剤 咳剤

4 8 216 10 123 

8 42 60 32 75 

6 4 852 12 20 

110 

30 - 120 

9テ 8 180 8 96 

避 皮

妊 庸

斉日 剤

- 12 

50 12 

4 12 

5 IO 

医薬 Iコ
口口 音E

日

診薬剤断用

抗 収 そ

結 去
の 計

核 薬
剤 口口口 他

14 - 10 - 148 7, 860¥: 

25 150 12 - 125 8, 612'1 

50 70 20 一 77 1,9, 207 

一23,506

- 10, 275 

10 20 - 107 1.3, 597; 

一一 34,3叫

＋・白州 1sol22，沖83518,11811631 6211, 4281 6213141 591 461 9912401 421 ド571(:l'(34, 

検 査

成 枇 童 異 乾 強 灰

分 燥 銀h

定
鉛 金

減 残
量 素 属 物 量 分 分

97 63 40 3 

20 

165 

162 42 38 18 18 14 

51 2 4 6 7 

件

コ二 精 廃 そ 栽

長分
キ 棄 培

処
の

管ス

分 ？由 分 他 理

33 12 17 76 

- 20 

12 6 20 

6 

- 150 

511 181 371山｜
( 25 ) 

医薬 ロ
口口

数

栽 生 住 標

tft 口 態 工同拭

“試 調 調

験 査 査 本

- 390 75 25 

13901 751 ぉ｜

部

計

II 

64811 

1971 

45311 

6181 

2661: 

1831十

490 

2,8551 



(14）業務成績年報（昭和37年 1月～12月）

感 物

そ

の

他

験

一

洗

下

試

験

一

伸

長

誌

験

三
百
店
閣

一

一

曲

げ

試

験

一
的
両
同
同
市

一
一
耐
熱
耐
寒
説
験

；
一
一
ペ
ー
パ
ー
誌
験

吾
丘
一
存
ι
一

気
密
度
読
験

党｜光｜加 i~ 
学 l 熱 I~：

試｜詰｜誌｜霊
験｜！験｜験｜験

＂麻

思 l原料その他 11391 211161 361 121 

用
歯科材料 5 

医療器械器具 10 260 270 - 27 - 26 17 20 - 10 100 ーし035

具
衛生用品｜ -I 6s41 -I 1801 8851 一I3, 852 

医 療品容器 51 140 191 - 43 42 - 40 - 16 724 

繊維衛生材料 19 336 411. 766 - 172 95 337 - 218 - 49 2,350 

具 12 38 50 240 

試 薬

そ の 。也 72 407 479 - 241 - 41 4 273 - 3, 112 

計 ド3311，ベ 2,4い 3871 4218191川 70511,1601 401 Is＋邸｜相［19，卿

( 26) 



化 粧 療 品 部

検 査 件 数

化 学 的 誠 験 古田 そ

溶 凝 溶 洗 呈 染 拍 臭

E酸フイ還反む包ロ

誘 解 融 定 ペク そ 菌

解 固 融 澱 色 色 出 覚 導 裂 点 量 ロ lロ の 計

試 反 反 誠 説 試
体

誤 試
品伊与h フマ の 誠

説 反 試 反 パマ

験 ！験 応 応 応 験 験 験 ！験 応 験 験 験ムト lト 他 験 他

53~ !, 39 ド411 131 55113QI 521 751 -164013321 -Iイ 4, 701 

209 30 30 471 7, 155 26 637 - 99 - 217 52 60 2,650 796 一780 16,088 

686 320 ア， 689 2 389 5 153 - 294 86 258 2,390 743 - 685 16,530 

761 92 81 344 6,571 1 519 27 83 - 107 302 24 20 2,002 1,405 - 750 15,976 

4 一 一 10 23 

187 一 194 850 - 49 - 93 - 235 10 620 3,473 

12 - 906 6,519 

101 80 492 1 269 2 54 一 4 80 - 284 - 246 2,479 

422 3 2, 840 1,660 390 - 115 - 340 62 -1,001 560 1,513 12, 127 

10 64 240 - 81 一 - 31 一 一298 40 - 118 1, 122 

980 20 20 797 8,672 44 627 111 300 104 56 43 255 115 75 2,280 978 一1,823 21, 004 

131十｜ド2川刷｜トドお吋5山蜘付｜卜1間卜川叩2031伽l川おベ4…トいい川6“叫1日3卜 刊0,2601州5刊45町吋7
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発熱性物質試験は216件で，一般依頼はアミノ酸注射液

(Lメチオニン， Lトリプトファン， Lパリン等）が

多く，発熱性物質陽性と判定されたものは20件（10.2 

%） である。その他日本薬局方収載の注射薬ではブ

ドウ糖注， リンゲ、Jレ液，注射用蒸溜水などがある。

生薬およびその原料，製薬原料関係では，不良ロ｛

トエキス散の誠験，不明生薬の鑑定，青酸カリその他

毒物劇物の無害処理など 60件の行政誠験があり，一般

依頼では，生薬，薬用植物，製薬原料，生薬製剤およ

び輸入医薬品などについて局方試験14件，定量試験44

件，定性誌験27件，鑑定12件を行なった。乙れらの主

なものは，輸入品ではアラピヤゴム，石松子，コリア

ンダー，メ｛ヌ，オリーブ油， MenisperumFenes” 

tratum （印度産，メギ科，ベJレペリン資源）などで

ある。

調査研究としては，東京パイロヲエン研究会と協力

し，高体重家兎，低体重家兎のパイロジェン感受性の

共同研究を行ない，パイロジエンテストの実際につい

て指導講演を行なった。また海人草エキス中のカイニ

ン酸の定量法の研究を行ない，生薬および酷葉標本を

調製し，約3,500種を分類しつ〉ある。

12. 化粧療品部

化粧品，美容材料，医療用具，衛生材料，玩具，麻

薬およびこれらの原料の試験検査研究を行なってい

る。

行政誠験取扱数は 1,608件で，特色のあるものとし

ては，新fこに基準の制定された生理用紙綿があるが，

約70%が鐙光染料使用の不適品であったr。女性生理の

必需品である点からも品質の向上が望まれる。また従

来から不良品の多いコンド｛ムの一斉検査（ 2月およ

び11月）では 1,704検体中ピンホールによる不良品25

(l.5%）を検出した。 ζの他ペッサリ｛，脱脂綿，

ガ｛ゼ等の繊維衛生材料，一般化粧品，美容材料等が

あり，麻薬の鑑定も行なった。

依頼誤験では美容材料のヘヤ｛ローション，ヘヤ｛

ラッカペ香料，合成樹脂製品等があり，ヘヤーラッ

カ｛，ヘヤーローションは36年に行政検査を行ない，

多数のメタノーJレ合有不良品を検出したものであるた

めか依頼数が増加している。また香料には皮膚刺戟性

イ牛

開

1500HI ＼~ IH川十f
1H~If11 ¥IH三二

11 I 1l  

¥I I ~ 

介寸 I I II げ，＇ ¥ 

~シ仰心ム I i ." 
1 'L~t－~~r--r 1 ¥ 

o・ 
1 2 3 4. 5 6 ワ 8 9 10 11 12月

化粧療品部取扱件数（最近3年間）

や色素沈着を起すもの，有害性物質を爽雑するものが

あり，添加物公定書等にも基準が制定されている乙と

などから依頼が増加したものと思われる。また合成樹

脂の発達は近時めざましいものがあり，合成樹脂製の

新しい医療用具，衛生材料が出現しつ〉あるので，こ

れらの試験も多くなるものと思う。

( 28) 

調査研究には，薬物の生体内変化に関する研究ータ

~Jレ色素の体内変化，金属タリウムの吸収と排泊およ
び毒性に関する研究。化粧品の特殊成分の試験法の研

究を行ない，レゾJレシンの誌験法を完成し，薬学会協

定法に採用された。さらに化粧品に関係ある基礎研究

として，汗のグルクロニダ｛ゼの活性および投与グ、Jレ

クロン酸の排出に関する研究を行ない，成果を学会に

発表した。



第四章調査研究事項

1 Vibrio parahaεmolyticus，赤痢菌及びサルモネラ

検索用ふん便保存液に関する研究

病的材料からの病原菌の検索は可及的速かに行う ζ

とは論をまたないと乙ろであるが，腸管系伝染病や食

中毒発生時におけるように，一時に多数の検体を採取

し輸送する必要に迫られる場合は，時日の経過にとも

なう病原菌の死滅・減少を防ぐために必らず検体保存

液を使用しなければならない。

ζの目的にそって，ふん便を検査対象とする腸管系

病原菌検索には各種の保序液あるいは輪送培地が考案

されている。1-4）その中でも，赤痢菌・サJレモネうを対

象としたグリセリン保存液5）がわが国では広く常用さ

れ，これらの集団検索には一応の効果をあげている。

しかし食中毒起炎菌として近年注目されてきた v.
parahaemolyticus の検索には， この菌の性状から

みて， 従来のグリセリン保容液の使用には難点が多

く，当然この菌に適合した保容液の検討が望まれる。

もちろんζの菌のみを目的とするときは保序液に代っ

て令増菌培地として好適な 3%食塩加ぺプトン水を当

初から使用する乙とが理想的であるが，腸炎発生時に

は赤痢菌をはじめ V.parahaemolyticus, サJレモ

ネラなど多目的な検索が進められるのであるから，検

査時の増菌以前のふん便保存液は乙れらの病原菌のす

べてに適したものでなければならないし，乙のζ とに

よって検体採取が簡易化され，より広範な検索が可能

となろう。

そこで，各菌の増菌をかねた保評液の検討は今後の

研究にまち，最初に，赤痢菌・サルモネラなどを目的

とする保存液として秀れている現行のグリセリン保存

液について， V.parahaemolyticus k対しでも適合

するよう改良を試みた。その結果日常の検査に応用し

うる成績を得たので報告する。

実験材料および方法

1 供試保存液

＊東京都立衛生研究所 細菌部

坂井千ー＊

斉藤クラ＊

養寺 i舌＊

工藤泰雄＊

塚原 秋＊

( 29) 

(1) グリセリン保存液5)

食塩4.2g, KH2P04 1. Og, K2HP04 3. lg，グリ

セリン 300ml, 精製水700m1, 0.2%ブロムチモ

ールブルウ 5.Oml, 15ポンド（121°C) 15分高圧

滅菌。

(2) 食塩加グリセリン保事液

供試保存液（1）の組成のうち食塩濃度のみ 1%, 

2%および3%の割合に添加し， 15ポンド（121。

C) 15分高圧滅菌する。

侶） 3%食塩水

食塩30g，精製水lOOOml, pH7. 21ζ修正し， 15

ポンド（121°C)15分高圧滅菌する。

2 供説菌株

赤痢菌は，わが国で、最も検出頻度の高い， Sh.flex-

neri 2a （田子株） を， サルモネうは食中毒の半数を

占める S.enteritidis （松永株）を，それぞれの代表と

して用いた。両菌株とも当所で分離後2～ 3代継代し

たものである。 V.parahaemolyticusは剖検例より

分離した生物型1，血清型 0-2K-2である中津川株

を用いた。

3 V. parahaemolyticus陽性患者ふん使

昭和37年7～ 9月に食中毒の疑いで当研究所iζ送付

された後，グリセリン保存液を約4倍量添加し，密栓

できる試験管に同量づっ分注， 5。Cおよび、 25°CI乙

保在した。

4 実験方法

保存液の病原菌生存効果の検討は，被検菌を保容液

lml中l乙1Q6～108個の割lζ浮遊させたものと， 5 

人の健康者便を等量に混じたものuζ対し保存液4の

割合l乙混合したものに被検菌を前者と同じ率に加え，

乳鉢でよく混和したものとについてつぎの如く行った。

試験管に供試菌液を 2mlあて分注し，スクリ品ーキャ

ップで密栓したものを菌種別化. 15本あて作り， ζれ

を25。C,5°Cおよび－25°CI乙保存しておき，培養直



後， 12,24, 48, 72および、96時間経過後ごとに， 1本

づっ取りだし分離培養した。 ζの場合サJレモネうおよ

び赤痢菌の菌数算定は，被検保子子液を生理食塩水で、10

倍希釈し， その O:lmlをマツコンキー寒天平板に平

等に塗沫して生じた集落について行なった。 V.para-

haemolyticus については， pH7.2の3%食塩水で

10｛古希釈し， 4%食塩加BT B寒天平板を用いて、前

記同様菌数を算定した。

実験結 果

1 グリセリン保荏液における V.parahaemolytic幽

usの消長：

現行のグリセリン保荏液がふん便内の V.para-

haemolyticus l乙対しでも保存効果があるか否かを予

め検討する必要があるので， V. parahaemolyticus 

の生寄が確認されてし、る患者便28件について，その各

々をグリセリン保在液に通常の如く混入して 25°Cお

よび5°CK保序し，各条件の同一保在試験管から24U寺

間ごとに一白金耳あて 4%食塩加ペプトン水に移して

増菌後，それより 4%食塩加BT B寒天平板に分離培

養して，菌の生死を判定した。 ζれを10日間観察した

成績は表1の如くで，表中の日数は本産lが生寄しえた

最終日数を示している。

表 1
グリセリン保存液の患者ふん使内

の V.parahaemolyticusの消長

患者No便ふん． 
保存温度

検出菌
2s°C j s°C 

検出菌
2s°C I 5。C

；日 ！日 9日 15 0-5群 ア日 6日

I// >10グ 16 // j// iグ

3 // 3グ >10グ 17 // 2グ 3グ

4 // 4// 4β’ 18 // も／／ 4グ

5 // >10グ >10グ 19 // 2グ 3ノグ

6 // 1 // 8グ 20 能群別不 4グ >10グ

ア // 1 // 3グ 21 // >10グ >10グ

8 // 1 // lグ 22 // 4// 4グ

9 // 7 // 7 // 23 // 2グ 4グ

10 // 61/ 2// 24 // 4グ 4グ

11 0-4群 2// >1011’ 25 // 1 ノゲ iグ

'12 // 3グ >10グ 26 // lグ ］β’ 

13 // 4グ 4// 27 // 1 ノグ lメグ

14 // 10// 10グ 28 // >10グ >10グ

註：日数は最終生荏日数を示す。

ζの表にみられるように，通常保在i輸送が行なわれ

る25°C以上の温度程度では含有菌量の多寡に差があ

るにしても，約50%において 3日以降本菌は証明され

ずー ζの保序液ではかなり早急に V.parahaemoly働

ticusは死滅して行くことがうかがえる。乙れに比べ

て同一検体の 5°C保序では幾分保存効果は良好であ

る。

そこでζの点をさらに詳細に検討するため中詩川株

を用いて 25°C, 5°Cおよび－25°Cの保荏温度におけ

る菌の消長を定量的にみると，表21乙示す如くグリセ

リン保存液単独ならびにふん使添加例のいずれにおい

ても 25°Cでは急激｛ζ減少し，両者とも481時間で全く

消失するが， 5°Cおよび－25°C保寄では著明な減少

は認められなかった。

表 2
グリセリン保存液における V.para困

haemolyticusの保存温度と菌の消長

グ保

観察時間
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2 グリセリン保存液の食塩濃度と V.parahaem” 

olyticusの消長：

赤痢菌，サJレモネラなどの保存液として禿れている

グリセリン保荏液も，前述の如く， V.parahaemoly“ 

ticus の場合は， ｛呆序温度が5°C付近であれば保序

液としての効果はかなり認められるが， ζの菌の食中

毒が多発する夏季の気温に該当する 25°C以上の条件

では，本菌の死滅は，赤痢i蓄などに比べて急速であっ

て，実際l乙保荏液を 5°CR:（：呆荏し， ま1こ輸送す一ること

が困難な現況からすれば， V.parahaemolyticus を

目的とする検索には現在のま〉のグリセリン保寄託更を

使用することは危険である。

V.parahaemolyticusは赤痢菌などと異なり食塩耐

容性があり，著者らは経験的に 3%食塩水に菌を濃厚

に浮遊させ 5°Cまたは室温に保管しておくことが菌株

保序には簡便であることを認めているので，まず 3%

食塩水に一定量の菌を浮遊した場合菌がどのような消

長を示すーかを確認する目的で，温度条件を加味して検

( 30) 



温保存度 接種菌数

12 

2s°C 5.4×i 07 

3 %食塩水 5°C 6.3×107 3. 8×107 

-2s°C 1. 1×1 07 

13%食塩水 l乙
2s°C 3.0×1 07 

5°C 4.3×1 07 2.8×1 Q7 

ふん使添加 -2s°C !. 5×104 

そζで，現行のグリセリン食塩水の食塩濃度を変え

る乙とによって V.parahaemolyticus の保荏液と

しても使用できるか，問時l乙赤痢菌，サJレモネラなど

は，どの程度の食塩濃度まで，保荏効果に影響を与え

観 察 fl寺 間

24 48 72 96 

3.8×1 07 2.2×1 07 3.4×1 06 2.4×1 06 

1. 1×107 !. 6×107 1. 4×106 1. 8×1 06 

3. 7×106 4.2×!06 2.6×106 !. 5×1 06 

1. 9×107 3.2×107 2.8×107 1. 7×1 07 

2. 8×1 07 3.0×1 Q7 !. 9×107 9.2×1 06 

4.6×1 03 3. 1×1 03 7.8×1 02 7.5×1 02 

ないかを検討し，乙の点の改変によってζれらの菌の

すべてに適合した保荏液となりうるかについて実験し

た。まず最初に， V.parahaemolyticusの消長とグ

リセリン保在液中の食塩濃度との関係をみた。

表 4 グリセリン保存液の食塩濃度と V.par・ahaemolyticusの生存との関係

温度保存 書数
観 祭 時 間

12 

1%食塩加グリ
2s°C 1 0×1 04 

s°C !. 6×1 07 4.0×1 06 
セリン保存便

-2s°C 1. 0×107 

同 上 l乙
2s°C 1. 1×106 

s°C 8.0×106 3. 1×1 06 

ふん便添加 -2s°C 2.4×1 06 

2 %食塩加グリ
2s°C 1. 8×106 

5°C 2.0×i Q7 1. 0×1 07 

セリン保寄液 -2s°C 1. 5×1 Q7 

同 上
2s°C 4. 3×1 06 

5°C 7. 7×1 Q7 5. 1×1 06 

ふん使添加 -2s°C 4.4×1 06 

3 %食塩加グリ
2s°C 1. 7×1 06 

5°C 1. 8×107 4.0×1 06 

セリン｛呆在液 -2s°C 1. 2×107 

同 上 lとJ

25。C 3.4×106 

s°C 2. 1×1 07 5.2×1 06 

ふん使添加 -2s°C 8.6×106 

結果は表4iと示した如く，各濃度lζ食塩を添加した

グリセリン保荏液のみでは，食塩濃度1～3%のし寸ミ

れの場合も， 25°Cにおいては， グリセリンの作用化

( 31 ) 

24 48 72 96 

7.3×1 03 。 。 。
1. 4×1 06 5.2×106 2.8×106 !. 2×1 06 

3.2×1 06 6.3×1 06 2.3×106 8.5×1 05 

1. 4×1 05 2.8×104 5.8×1 04 2.2×1 04 

3.5×1 05 2.0×1 05 3.6×105 1. 5×1 05 

2.5×i 06 2.0×1 06 1. 3×1 06 5.6×105 

6.5×103 。 。 。
1. 0×1 07 1. 3 x 107 3.4×1 06 2.8×106 

1. 5×1 07 !. 4×1 07 1. 0×1 01 3. 7×10.6 

1, 5×1 06 3,0×1 05 2.0×1 o~ 3. 7×1 05 

3.9×106 3.3×105 8,0×155 5.0×105 

5.0×106 2.2×106 2.0×1 06 1. 5×106 

]. 5×103 。 。 。
!. 6×1 07 2.5×106 9.6×1 oo 2. 7×1 ou 
1. 6×1 07 1. 4×1 07 2.0×1 06 ]. 7×106 

6.8×1 05 5.2×1 05 3. 7×1 as 3.0×1 05 

6.3×1 06 9.5×1 05 9.5×1 os 4. 3×1 05 

5.0×106 5.2×1 05 5. 7×1 05 5.3×105 

よるためか，菌数は急速に減少していく。しかしふん

便の荏在する場合は 25°Cにおいていずれの食塩濃度

でも大差なく菌は96時間まで住存しており，それで、も



概して 2%, 3%の方が 1%よりも保容効果は良い傾

向を示している。

3 2%食塩加グリセリン保仔液における赤痢菌，サ

ルモネラの消長

グリセリン保容液の食塩濃度を2～ 3%に増量する

ことによって， 実際面に近いふん便添加例において

V. parahaemol yticusが 25°Cにおいても 5°C並

び比一25°C保容と間程度に生容する乙とが判明し

た。そ ζで乙の保寄液について赤痢菌，サルモネラは

どのような態度を示すか，保荏株を用いて検討した。

その結果を表 51乙示した。

表 5 2%食塩加グリセリン保存液における赤痢菌，サルモネラの消長

保存1度ili!. 接種数菌

12 

2加リ出1クン。食保リ塩存セ
2s°C 2.2×JQ7 

Shigella s°C 2.6×107 I. 1×1 Q7 

I flexneri 液 -2s°C 2.5×107 

2 a 
同 上 2s°C 2.3×107 

田子株 ふん便添 s°C 2. 1×107 !. 6×107 

力日 -25aC !. 7×1 Q7 

液2加リ出グン食保リ塩存セ

2s°C 3.2×1 Q7 
Salmone-

s°C 4.4×107 4.9×107 
lla 

-2s°C 3.9×107 

entent1・

dis 間 J二 2s°C 6.9×107 

ふん便添 s°C 8.0×107 7.3×1 Q7 

松永株
｜ 力自 -2s°C 6. I×107 

まず赤痢菌についてみると，保主F液単独例では25°C

において接種菌数26×107個のものが 48時間で8.0×

105個， 96時間で 2.6×105個とやや減少する傾向がみ

られた。 5°Cおよび－25°Cでは96時間まで明らかな

減少は認められない。と ζろがふん便添加例において

は保荏温度に影響なく， 接種菌数 2.1×107個に対し

96時間で 25°Cl.4×106個， 5°C2. 3×106佃，－25°C

5.8×106伺であり長く生産する。

次l乙サJレモネラの場合は，保存液単独およびふん便

添加例両者とも保事温度比影響なく96時間までの観察

では明らかな減少は認められない。

考 察

増菌あるいは輸送培地は検体中の病原菌数が少ない

か，抵抗性が弱いために容易に死滅する菌などの検索

に必要となるが，保事液の目的は，検体の乾燥などの

物理的影響による菌の死滅を紡ぐとともに，圧倒的に

共在する他の細菌の代謝を抑制して，その代謝産物に

よる病原菌の急速な死滅を防止し，目的菌にそう選択

分離培地による検出を確実にする点にあるので，保存

液では病原菌の増菌効果まで考慮されていない。

と乙ろで＼腸炎を細菌性のものに限ってみても，そ

観 察 時 間

24 48 72 96 

6.4×106 8.0×1 05 6. 3×1 05 2.6×1 05 

6. 1×1 06 l. I×i 07 6.0×1 06 3. 1×106 

5.9×106 4.0×1 06 2.5×106 3.0×1 06 

9. 4×106 3. I×1 06 !. 8×1 06 !. 4×106 

8.0×106 !. 1×1 07 3.9×106 2.3×106 

5.6×1 06 7.8×106 5.8×1 06 5. 8×1 06 

5.4×106 1 9×106 !. 5×1 Q6 !. 2×106 

4.0×107 I. 0×1 07 8.0×1 06 !. 2×106 

!. 3×1 07 I. 1×i 07 7.0×i Q6 2. I×1 06 

4. 7×107 2.2×i 07 5.9×106 I. 4×106 

3. 2×107 2. I×1 07 I. 6×1 06 2.3×106 

3. 9×107 I. 5×107 6.0×J06 I. i×1 06 

の症状は酷似しているにもかかわらず，起炎菌は多種

にわたっているので＼予め原因閣を推定して検索する

ζ とは許されない。したがって腸管系病原薗すべての

増菌に適した培地が使用できるなら問題はないが，そ

れが不可能な現段階では，すべての病原菌に対する保

在性能が安定しているものであれば，日常の集団検索

もその保存液の使用によってかなり良好な結果が得ら

れるものである。 ζの目的に叶う保在液として現在広

く用いられているのはグリセリン保容液である。

乙の保寄液も，V.parahaemolyticusが腸炎の起炎

菌として登場する以前は，かなり目的を達しえたであ

ろうが，夏季，下痢症の原因菌として赤痢菌と同等かむ

しろそれ以上に重視8.9）され，また軽症化しつつある赤

痢にくらべればより症状も激しく，患者数も夏には赤

痢と匹敵するであろうといわれるV.parahaemolyti-

cusの下痢症検索に際しでも，現行のグリセリン保評

液が他の病原菌lζ対して充分使用しうるものだけに，

ζの保寄液が応用できるか否かを検討しておくことが

必要であろう。 それと同H寺lζζの保存液を V.para-

haemolyticusを含めてすべての腸管系病原菌の保存

液として適合したものに改良する乙とが，腸炎の疫学

( 32 ) 



が示唆するように，急務といえる。

乙の立場に立って，既述の拡lく従来のグリセリン保

存液の検討を加えてきたが，現在のままの保寄液では

V. parahaemolyticusの死滅が，他の病原菌よりか

なり速かでその自的にそわないことを知ったので，乙

の菌の好塩性状から食塩の影響を考慮して検討した結

果，保存液の食塩濃度を2～3%にする ζ とによっ

て，ふん使内の本菌に対して安定した保存効果を示す

ζ とを認めた。

しかしζの2～ 3%食塩加保序液が，食塩耐容性の

低い（也の病原菌l乙対しでも同様に保容効果を示すか苔

か疑問である。そ ζでj場炎起炎菌の代表として赤痢産i

およびサルモネラ K対して保在実験を行なってみた。

その結果では食塩濃度を 2%にした場合，保奇効果が

V. parahaemolyticusと同等に良好である ζ とを

認めた。とくにふん便内に荏在する場合は，その成績

はより安定した傾向を示してし情。普通ふん便を入れ

た保寄液は低温に保持するのが最も効果的であるが，

ζの保存液について温度条件を変えて検討した結果で

は， 25°C付近でも， 96時間以内では低温保寄と大差

のない成績が得られている。したがって，この保序液

を使用しでも検体採取から分離培養までの時日は可及

的に短縮するのが当然であるが，本実験の成績からみ

て，多数の検体を処理する場合，検査までに3～ 4日

程度の余裕は許されるであろう。

もちろん， 2%食塩加保在液が現段階では日常の検

査に充分応用しうるとはし、え，赤痢菌・サルモネラi乙

対する従来の保存液の効果忙なお批判される余地が寄

在するし， 山口9）は V.parahaemolyticus k対し

現在の保在液のような高濃度グリセリンは生率抑制的

に作用する傾向があると指摘している点からも，グリ

セリンを基調とする保：序液l乙代る，より秀れた保荏液

の検討がさらに続けられねばならない。

以上私共は V.parahaemolyticus を含む腸管系

病原菌検索用のふん便保荏液，さらに増菌をもかねた

保在培地の研究にさきがけ，現行のグリセリン保容液

について検討し，それに 2%1ζ食塩を加える乙とによ

って赤痢菌・サJレモネラ・ V.parahaemolyticusな

どの保寄液として集団検索に使用できることを認め報

告した。

結 呈4
日間

現行の腸管系病原菌検索用グリセリン保寄液につい

て V.parahaemolyticusの保存性能を検討するとと

もに， V.parahaemolyticus を含む腸管系病原菌の

保寄に適するよう改良を加え，つぎの成績を得た。

1）現行のグリセリン保容液l乙 V.parahaemoly-

tic us患者使を投入，保寄効果を検討した結果小室温

においては， V.parahaemolyticusは急速に減少す

るが， 5°CK保持した場合は，乙の菌の減少速度はか

なり抑えられた。

2）グリセリン保寄液の食塩濃度を 2%1ζ増量する

と，ふん便添加例では，室温でも V.parahaemolyti・

cus の明らかな減少は認められず， 5°C, 25°Cと同

程度に生存する。

3) 2%食塩加グリセリン保荏液では，赤痢菌およ

びサJレモネラは保存温度lζ関係なく長く生在する。

4）以上の成績から， V.parahaemolyticus を含

む腸管系病原菌検索用R., 2 %食塩加グリセリン保在

液を応用できると考える。

( 33) 
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2 ブドウ球菌に関する研究

（第5報） • Coagulaseの精製について

ブドウ球菌の産生する毒素・酵素のなかで＼病原性

となんらかの関係を有するであろうと考えられている

ものに，溶血毒・コアグラーゼ（以下「コ Jと略）

フィブリノヅン・ロイコチジン・ヒアJレロニダ一、ゼ、な

どカ；ある。

しかし invitroで認められる ζれらの毒素・酵素

の活性が，感染の場でそのま〉の姿で働いていると結

論するのには更に多くの実証が必要であろう。たとえ

ばある型の肺炎において， α－溶血毒が重要な役割を

演じていると推論されたにしても， ヒトの血球を溶血

しない乙の毒素が，どのように障害的に作用したか不

明である。他の活性物質についても同様であって， ζ

の菌の感染の成立については生化学的に解明されてい

る段階ではない。

そのなかにあっても，病原性を有する Sta.aureus 

を分類学的に特徴づけているものは「コ」である。

Smithら1）をはじめ多くの研究者の報告によれば，

「コ」は病原因子としてもかなり重要な意義を有して

し、るとし叶コi/1,る。

そこで私どもは2ぺ）， ブドウ球菌感染の機序を解明

するために，まずこの fコJの検討を行ない， 「コj

は抗原性を有し，その特異性によって現在7型に分類

し得る ζ とを報告した。

一方「コj の病原的役割あるいは型別の検討におい

ても， ζれまでの研究にもらいられている「コj はい

ずれも粗製のものであって，他の抗原性物質をかなり

含んでいるために，その意義については結論が得られ

ていない。しかし「コ」の精製については，未だ結品

化の域に達していないとはいえ，これまでに Tager5)

Duthie6）および Blobelら7）の報告がある。

私どもは今回「コj の化学的性質と病原的意義およ

び免疫原性の相関を追究する目的で，最近蛋白質等の

分離精製lこ非常lこ有効なものとして注目されている

DEAE-Sephadex をもちいて 「コj の精製を試み

たので報告する。

＊東京都立衛生研究所 細菌部

善養寺 i告＊一言 広＊

寺山 武＊工藤泰雄＊

実験方法

1 使用菌株

Staphylococcus aureus No. 104 （コ， I型）， St 

-213 （コ， E型）， Newma.n, （コ， 班型） , 'Stp--:28,. T 

ι －2 （コ， IV型），.No.55 （コ， V型） , Stp-]2. （コ， VI

型） , St'-1125 （コ， VII型）

2 使用培地，培養方法，稀釈液および、「コJ力価

測定法は前報2）の方法によった。 r

3 イオン交換樹脂

DEAE-Sephadex A-50 および A 25 Medium 

(Pharmacia Uppsala Sw'eden）を N/2HClとN/2

Na OH で処理後‘ 中性になるまで蒸留水でよく洗縦

したものを，さらに Verona！緩衝液（pHS.6,p= 

0. 01）または各種 Mor濃度の食塩水・（pH8.6）に浮守

避させて使用した。

実験成績

1 精製過程

上記条件下で培養した培養液から 8,OOOxg, 10分間

の遠心沈澱により菌体を除去し， その上清を 5NHd  

で pH4. 0 IC.補正， 4°C Iこ一夜放置した。 この操作

によって生じた沈降物を，ふたたび18,OOOg, 10分間遠

，心沈澱して集め，蒸留水で2間洗ii慌し，その後 pH8.6 

の Verona！緩衝液または PH8.6の蒸留水lこ浮遊さ

せた。以上の精製過程l乙よって，表1iこ示したように

培養原液の「コJ力価が418.4 MCD/mgNであるの

に対し， pH4.0によって沈降した分画の 「コ」力価

は18雪 285.7 MCD/mgNを示し， 43. 7倍の濃縮物を

得， さらに飽和硫安50%分闘では 23.272 MCD/mg 

Nを示し55.6倍の活性増強が認められた。 この濃縮

［コJについて，さらに「コ」活性，へモリジン活

性，蛋臼態Nおよ｛）＼＇ Folin蛋臼呈色反応と 260mp

280mpの各吸光度を測定しつつ，硫安分画，塩化バリ

ウム処理および DEAE-Sephadex をもちいた Co-

( 34 ) 



製

N 
l1Moc;mgNI総誌性｜検rvi!nii I精製率mg 

C A M 
1音 養 上 清 !. 53 418.4 3,932,960 9,400 

p H 4,0 
酸 主七 降 分 画 !. 40 18,285. 7 3,657, 140 200 43. 7 

硫 安 分 函

25 % 査包 和 0.43 7, 441. 8 372,090 50 17.8 

50 % 飽 手口 。.0「dh 23,272.7 1, 163, 635 50 55.6 

75 % 飽 来日 0. 35 9, 142. 8 457, 140 50 21. 9 

I 100 % 2告 和 0.20 4,000.0 200,000 50 9.6 

精のゼ一つグ
同？
) コ第 1表

当多量の「コ」の損失を認めた。以上のように，等電

点沈降物による沈降率は「コ」の型により異っている

乙とがわかった。

3 菌株による（NH.1)2804飽和度と「コj沈降率

との比較

硫安分画するにあたり，硫安の飽和j支と「コj洗i嘩

率を検討した成績を図 21ζ示した。すなわち「コj IV 

型，紅型以外の他の「コJ型では 60～ 100%飽和で沈

降物中lζ100%「コ」を沈降し得た。しかし「コj 11I 

型では 100%飽和ではじめて完全に沈降させることが

できた。「コ」 IV, VI型では， v•ずれの飽和域でも完

全回収は不可能であった。

イオン交換樹脂による精製

a 溶離にもちいた食塩水の至適 Mo！濃度の検討

先に述べた精製過程において，酸沈降によって得ら

れた Newman株由来の精製「コJlmlを1.2×30cm

のDEAE...,SephadexA-50medium約1gを充填し

た columnk吸着させ，溶離にもちいる食塩水の至

適 Mol濃度を検討した。すなわち0.38～1.5 Molの

各種食塩水各 lOml をもちい， 溶離してきた各分画

の Folin蛋白呈色反応を 750mμ の吸光度で測定し，

「コ」活性を clottingtimeで測定， 両者のー至し

た分l菌は 0.38 Mol 食塩水溶離分画である ζ とがわ

1ume chromatographyで精製をすすめた。

2 菌株による pHと「コ」沈降率との比較

「コJ濃縮にあたり， 「コj の等電点が菌株または

fコJの型の違いによって異なるのではなし、かと考え，

すでに発表した2～4)7型の「コj について各 pHにお

ける fコ」の沈降率を検討した。すなわち密 11乙示し

たように， 7型とも至適 pH3～ 4で， 「コj型お3 よ

ぴ

し’他の型のものでは ζの pH域においても，なお上

清中にかなりの量の「コJが残害した。また「コJTI 

型においては，上清中にも沈降物1*11こも寄在しない相

4 
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かった。

そこで，別の columnをもちいて 0.38Mol食塩水

30mlで同一条件で溶離をお乙なったところ，第4図

l乙示したような結果が得られた。従って同様操作の繰

返しによって精製を進めうる ζ とがわかった。

図 4 単一Mol濃度食塩水による溶離
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そこで別の「コj W型のT 2株由来の粗製「コ」

を20%飽和硫安分間し，その除去上清について，同一

条件で溶離を詰みた。その結果 260mμ および280mμ

における吸光物質は peal王を作らず， またどの分画

にも「コ」活性は認められなかった。

すなわち菌株の差による至適溶離食塩水の Mal濃

度の違いを認めた。そ乙でζのT 2株由来の「コJ

の溶離条件を検討したと乙ろ， 0.7～ 1.5Mの各濃度

のうち， 1. 25および 1.5Mが至適濃度である乙とが

わかった。また同物質の硫安分画で50%および75%・分

間に「コj 活性の peal王を認めたので＼以後の「コJ

精製にあたり， 20%飽和硫安分画の除去上清を出発材

料として使用することにした。

以上の結果を基にして， 2.5×50cmの columnを

使って DEAE-SephadexA-50Medium によるや〉

大量の精製を試みた。すなわち図 5K示すように，

T-2株由来「コj 出発物質 15mlを Veronal緩

衝液 20mlを通した後， 1.5M食塩水 60mlで溶離

を行ない，各分画の「コ」活性と260mμ, 280mμ お

国 5 DEAE-Sephadexによる連続精製
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〉ヘ
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表Gの活性会面を吸着

よぴ Falin蛋白呈色反応による 750mμ の各吸光度

を測定した結果， 「コ j活性分画と 3つの吸光度曲線

の peakが一致した。 ζの 「コ」活性の大量に存在

する分画をまとめ， 4°Cで一夜流水透析後， さらに

別の新らしい DEAE-Sephadex A-50 Mediumの

column l乙吸着させ，同一条件で溶離した。しかるに

図61乙示したように 3つの吸光度曲線と， 「コJ活性

分画は各々の peal王がよく一致したが， なかでも

260mμ の peal王は他のそれに比べ，著るしく高い値

を示した。この ζ とはかなりの量の核酸が蛋白と混在

する ζ とを示すと考え，核酸除去の目的で＼ 「コ j 活

性分画を前同様条件で流水透析した後， A-25のSep”

ad exの colum l乙吸着させ，前同様の条件で溶離を

試みた。その成績は図7K示したように，櫨端な

「コj 活性の低下とともに，相当多量の 260mμ, 280 

mμ および 750mμ の吸光物質流出分画を認めた。

また間じ目的で， 「コJ活性に影響のないζ とを確か

めた上で，出発物質を BaCh処理したのち， DEAE-

Sephadex A 50 Medi um l乙吸着， Veronal緩衝

液と 3M食塩水等量混合液で溶離を行ない， ζの溶出

した分画を， さらに A-25colmnnをもちいて同一

条件で溶離を行なったと乙ろ，図8. 91ζ示したよう

に3つの吸光度曲線から，それら吸光物質の溶出は認

められたけれども， 「コJ活性物質の溶出は認められ

なかった。

そ乙で A-25における溶離条件が A-50と異なる

ものであるとして，前述の万法にしたがって， 0.07～

3Mの各種食塩濃度で検討し，図101乙示したように

0.38Mおよび1.0Mの分間に「コJの大半が溶出する

乙とをg;2めた。

( 36 ) 



ぴ 750mμ の三者とも高く，かっ「コJ活性の全くな

い分画を得た。 ζの乙とからこれらの分画の除去によ

り「コj の爽雑物除去に役立つ乙とが認められた。

さらにたまたま，検体の吸着処理量の測定のために

凍結乾燥した DEAE-SephadexA-50を使用したと

ζ ろ， Veronal緩衝液分画l乙 260mμ,280mμ およ

BaClz処理物質の溶離曲線

図 8 図 9 察

ブドウ球菌の産生する諸種毒性物質のうち「コ」に

ついては， Duthie6）が freeの「コ」と bound「コJ

に区別したが，その free 「コj の精製については既

に Tager5),Du thie6）および Blobel等7）が報告し

ている。なかでも Duthie等6）は低 pH域で硫酸カ

ドミウムと硫安をもちいた分画法で精製をお乙ない，

叉 Blobel等7）は等電点法と Ethanol処理によって

集めた flocculer をゾーン電気泳動法， 炉紙電気泳

動法および DEAE-celluloseをもちいた。 column

chromatographyで精製を行なっている。 しかしい

まだに純品として得られていない。なお従来数多くな

されてきたブドウ球菌の感染および免疫に関する実験

にもちいられた，いわゆる精製「コjは，いずれも免疫

化学的K不純なものばかりである。私どもも「コ」を

精製する ζ とによって，ブドウ球菌の病原性の要因と

しての「コj の作用と， 「コ」の化学的性質ならびに

現在までに探知しえた「コj型別とその免疫原性の相

関等多くの問題の解明を目的として精製を行なった。

すなわち Blobel等7）の方法に従がい，等電点沈降法

によって生じた沈降物を蒸留水で、2回洗糠後， pH8.6

の蒸留水に溶解した。 ζ れを DEAE-SephadexA 

50をもちいて精製をすすめたが，硫安分商法をこ

れに併用することによって容易に精製がすすめられた。

まず20%飽和硫安分画を除き，その上清部分を出発材

料とし， ζれを columnchromatography にかけて

精製をすすめた。

「コ」活性の自然低下および操作過程における損失

は， pH8.6, 4°Cの条件を保つことによって防ぐこと

ができ，乙の条件下では「コ」活性は比較的安定であ

るζ とが認められた。なお等首点洗降法あるいは硫安

分間法によって集めやすい「コj が，はたして精製が

容易であるものなのかどうか，また完全に沈降しなか

った残余「コ」について， 「コJそのものが失活した

ためか，または破壊されてしまったものか，さらに私

どもの実験万法で証明できない他の形に変化したもの

か等， なお不明の点が多い。またゾーン電気泳動で、

「コj は陽極側に移動するが，私どもの実験からは，

これを精製操作のーっとして利用する ζ とは不可能の

ように忠われた。次l乙硫安分画lとよって得られた粗製

の「コj について，相当量混在すると思われる260mμ

考
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吸光物質は DEAE-SephadexのA 50および、A-25

の組合せと BaC]z処理の併用によって順次除去でき

ると考えられる。

等電点沈降法によって集められた「コJは対応する

抗血清との闘に寒天ゲ、Jレ内沈降反応で、4本の沈降帯を

作ったのに対し，さらに50%飽和硫安処理をした「コj

はそのなかの 1本を減じたのを認めた。

今後は以上の条件をさらに検討し，上述の方法の組

合せによって，さらに精製をすすめる予定である。

弘士 呈4
れ口 宙開

等電点洗降法，硫安分画法ならびに DEAE-Sep・

hadex column chromatographyをもちいて「コJ

の精製を行ない．次の結論を得た。

1）等電点における「コj の沈降率は「コJの型の

遣いにより ζ となる。

2）硫安飽和度と「コj の沈降率は「コJの型の違

いによってことなる。

3) pHと温度条件を一定lζ保つことにより，「コ」

( 38 ) 

の自然活性低下は容易lζ防ぐことができる。

4）イオン交換樹脂吸着精製法において‘ 「コj 型

の違いおよび DEAE-Sephadexの種類lとより， j容離

食塩至適 Mol濃度がζ となる。
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3 昭和37年度都内にbける腸管糸病原菌保菌者

検索成績bよび分離赤痢菌の薬剤耐性について

諒年ill菌が発見されてからすでに60年以上も経過して

いる今日になっても，わが国においては，蒜痢はなお

法定伝染病のなかで王座を占め，死亡者数ζそ，第2

次大戦前とくらべるまでもなく，最近10年間の統計を

みても，昭和28年の10,851名に対し昭和37年では1,079

名と激減しているが，患者数では統計に示さ打た数は

7～10万lζ達仏潜在患者を加えれば，その数は数10

万を越えるとさえいわれる。 ζれほど多数の患者をだ

す赤痢予防対策としてはワクチン予防を早急に望む ζ

とは困難である現況からみて，i環境整備を主とする感

染，汚染経路の遮断と患者・保菌者に対する伝染病対

策が重点的に採りあげられるべきである。

そのために， とくに赤痢菌民主眼がおかれτ全国的

に夏季における阪管系病原菌の検索が行なわれてい

る。東京都においても主K食品業者を対象に同様な検

索が進められており，過去11年間の成績については浜！

田ら 1）が報告した如くである。今回は，それに引続い

て昭和37年におζなった保菌者検索について，検出率

および分離菌型の傾向等について述べる。

またちかつては赤痢菌に対し卓越した効力を示した

サJレファ剤が治療目的を失い，それに代って登場した

秀れた抗生物質でさえ，近年では30匁もの耐性菌が出

現し，予の治療効果はかなり限定されてきた。 ζのよ

iうに耐性菌が近年増加するのにともなって，耐性菌に

よる集団発生も各地で報告され，その対策は急務とな

ってし泊。そ乙で赤痢集団発生の重要な原因と思われ

る飲食業者および食品販売業者の保菌者検索に際し分

離した菌株について，薬剤耐性試験を行った。 ζの結

果についても併せて報告する。ただ今回の検索結果で

は，赤痢頭以外の病原菌としては， 6月にSalmonella

typhiが1~朱分離されたのみであったので，本報告は
赤痢菌の成績に限られている。

＊ 東京都目立衛生研究所 細菌部

( 39 ) 

主に主コ j告本

ドコ ーrムYーオ

会三 回 建 爾ホ

村＝ 回 毎文 夫ネ

実験方法

腸内病原菌の検索は，衛生検査指針にしたがい，所

定の保ぞ子液を使用して採便し，大体4日以内に分離培

養を行なった。

lなお薬剤耐性試験は，近年サルファ剤lと対する赤痢

菌防感受性はわずかに10%程度といわれ，ほとんど投

与；されていない現況から， ζの薬剤についての耐性誌

験は省略し，現在；も治療の主流を占め，一万多剤耐性

発現の機序lζ多く jの鍵を与えている Chlorampheni蝿

col (CM）を中心に Streptomycih(SM）および Tet酬

ra~ycline (TC)の3剤についてのみ試験を行なった。

新Lく登場した Kanamycin 等についてはほとんど

の赤痢曹が感受性であるため今回は耐性試験は行なわ

なかった。

試験に使用したSM,CMおよびTCの各薬剤は“日栄”

の感受性キットである。試験万法は腸菌加法に従った。

実験成績

1) 病原菌検出状況

昭和37年5月より 9月にわたって検査した飲食業者

表 1菌型別検出状況とその率

菌 型 % 

1a 、つJ ( 0. 9) 

Jb 47 (12. 9) 

2a 155 (42. 7) 

21コ 25 ( 7. 0) 

3a 48 (13. 2) 

3b 8 ( 2. 2) 

4 4 ( I. 1) 

V－）ζ 17 ( 4. 6) 

v-y 18 ( 5. 0) 

sonne1 38 (10. 5) 

計 363 



ほぼ80%に達している。一万昭和34年までは少数なが

ら検出されている Sh.dysenteriae群は過去2年間

と同様に 1株も検出されていない。

つぎに季節目日に赤痢菌検出率をみると，表2の如く，

温暖な 5月と酷暑の7・8月との間には検出率lζ大差

はなく，採便より検査までの期日中にうける気温の影

響は，保子液を使用している条件では、全くないもの

といえる。なお期間別iとみた検出茜型の差も認められ

なかった。

2) 分離菌の薬剤耐性試験

以上の保菌者より分離した 363株について行なった

薬剤耐性試験の成績は，表3,4および5の如くである。

および食品販売業者の総数は260,078名で， ζのなかの

15%前後が2回の検便をうけている。 ζの検便の結果，

363株（赤痢菌検出0.14%）の赤痢菌と 1株の Salmo帽

nella typhiを検出した。赤痢菌検出状態は表1の如

くである。

すなわち最も検出率の高かったものは， Sh. flex. 

2aで， ζζ数年間の傾向と一致し 42.7%に達してい

る。ほぽ10年まえは Sh.flex. 2aより検出率が高く，

25～35%を占めていた Sh.flex. 2bは以後漸減し，

本年は 7%の検出率にとどまっている。 Sh.flex. 

2a kつづいては Sh.flex. 3a Sh. flex. lbおよび

.. Sh. sonneiの順忙なっており， 以上の菌型株のみで、

布
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la 

lb 

2a 

2b 

3a 

3b 

4 

v-x 

v-y 

sonne1 

363 15 70 107 138 33 計

験（SM)

~~＝11 >o. 78 I. 56 3. 12 6.25 12.5 25 50 100 

1a 2 3 

lb 13 2[ 8 3 47 

2a 33 65 38 2 2 4 10 155 

2b 10 11 2 2 25 

3a II 19 4 12 43 

3b 5 2 8 

4 2 4 

v-x 4 7 5 17 

v-y 8 6 3 18 

sonロe1 10 16 5 4 8 38 

計% 
91 154 66 7 4 2 4 31 363 

(25. 1) (42. 7) (18. 2) (!. 9) (I. I) (0. 6) (1. 1) (I. I) (8. 5) 

( 40) 

試性同
.x匂

J或’u，、高1薬表 3



験（CM)

~~i:'I >o. 78 1. 56 3. 12 6.25 12. 5 25 50 100 

1a 2 3 

1b 35 ら 2 2 3 47 

2a 126 13 8 2 4 155 

2b 21 3 25 

Ja 27 7 2 2 9 48 

3b 4 2 2 8 

4 2 4 

v-x 16 17 

v-x 13 4 18 

sonnei 4 υ 「 21 2 2 4 38 

% 
249 41 37 7 4 23 363 

(68. 6) ( 11. 3) (10. 2) (1. 9) (o. 3) (0. 3) ( 1. l) (6. 3) 

試性,m. 
Jら

I議’山、斉1耐表 4

薬剤感受性試験衰（TC)表 5

計100く100 50 25 12.5 6.25 3. 12 1. 56 >o. 78 

3 

47 

155 

25 

48 
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17 

18 
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124 
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16 
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Ja 

Jb 

2a 

2b 

Ja 

3b 

4 

v-x 1

4
‘

に

υ 6 4 3 

v-y 

sonne1 3 

よ
l

／。
尚一一一口
O／

363 
(9. 1) 

3 
(o. s) 

5 
(1. 4) 

7 
(!. 9) (o. 6) (3. o) 

9 
(2. 5) 

47 
(12. 9) 

246 
(67. 8) 

菌型別耐性分布表

届註＼ 低濃度中濃度 耐性 計

Ja 2 3 

lb 42 4 47 

2a 131 12 14 155 

2b 23 2 25 

3a 35 12 48 

3b 6 2 8 

4 3 4 

v-x 16 17 

v-y 17 18 

sonne1 26 3 9 38 

言%十 299 20 44 363 
(82. 7) (5. 2) (12. !) 

表 7

高度薬性菌の交叉耐性

〉：（ SM CM TC SM十CM十 SM－＋：「~~！計I 

CM TC TC TC 

1a 

lb 3 4 

2a 4 4 2 4 14 

2b 

3a 10 12 

3b 2 2 

4 

v-x 

v-y 

sonne1 3 6 9 

計 6 9 2 26 44 

( 41 ) 

表 6



各薬剤の100γ／ml以上の濃度で発育しうる菌株は表

・6 Iζ示す如く，単剤，多剤耐性株を合せて 44株（12.12

%）であり，大部分は 6.25r/ml以下で感受性を示し，

中等度耐性株（12.5～50r/ml）は極めて少なかった。

ζれを各薬剤Cとに菌型別lとみると， SMについて

は表3のように， 87.9%の菌株が 6.25r/ml濃度以下

K感受性を示し， 9.5%が lOOr/mlの高度耐性で＼

12.5～50γ／ml濃度の中等度耐性株はわず、かに8.6%で

あった。 CMでは実に70%近くが 0.78r/mlに感受性

を示し， 6.25r/ml以下の感受性株は 92.1%に達して

おり， lOOr/ml以上の高度耐性株は7.3%とSM,TCよ

り幾分低かった。中等度耐性株は他の2剤にくらべて

少数であるのが自につく。 TCでも低濃度感受性の傾

向は大体CMR.似ており， 86.2%が6.25r/ml以下に感

受性を示しているが，仁｜コ等度耐性株はSMIζ似て3.8%

：序在し，高度耐性株は9.1%であった。

との成績からみると，保菌者から分離された菌株は

比較的薬剤感受性が高く，薬剤によって多少異なるに

しても， 6.25r/ml以下に感受性を示すものが 86～90

%寄在し，高度耐性株は約12先程度であった。

薬剤耐性分布を菌型別にみたのが表7であるがも分

離菌型が Sh.flex. 2a lと著るしく高く，ついで， Sh.

flex. 3a, Sh. flex. lb のj碩となり，菌型分布が－－~：遣

でないので結論を下すζ とはできないが，。耐性菌の出

現は菌型によってとくに高いという ζ とはできない。

つぎに高度耐性441朱について単独，多剤耐性株の出

現率をみると，表6の如く，単独耐性株は15株（34%)

で，とのなかには CM耐性は 1株も在在しなかった。

ととろが多剤耐性株では 3剤交叉耐性株が26株（59匁）

も寄在し， 2剤耐性株が少ないζ と，またととでも，

・CMとの2剤耐性がみられないζとは注目に値する。

考 察

わが国の赤痢は風土病とまでいわれるほど広く深

く淫浸しでおり，その抜本的対策が急務とされている

が，対策の第1にあげられる環境整備が一朝に期待で

きえない現況では，第2の保菌者対策ζそ，現段階で

は最も強力に推進されなければならない施策であろう。

ζの線に沿って進められている東京都における腸管系

病原菌とくに赤痢保菌者の検索成績をみると，昭和37

年 5～ 9月に亘って，食品販売業者ならびに飲食業者

260,078名を私どもが検便した結果では赤痢菌陽性者

363名に達し，保菌率は 0.145百であった。この数字は

近年の全医！平均 0.5%，最近10年間の都内平均0.4%1乙

くらべればやや低い数宇となっているが， ζれは ζの

時期の都内における集団赤痢の発生が例年より幾分低

率であったととの反映であると思われ， ζの減少が今

後も進行して行くと考える ζ とは困難である。それは

昭和38年には 0.3%を越える状態となっている ζとか

らも首肯できる。

ζ うした保菌者の荏在は，赤痢は夏に流行するとい

う従来の概念を訂正し，四季を選ばず発生する可能性

を内包するもので，その意味からも，保菌者検索は夏

季対策というー断面的検索にとどまらず，繰返し行う

必要性が痛感される。

きて昭和37年の赤痢菌検出菌型の傾向をみると，戦

後の赤痢菌型の変遷そのままを反映し，最も高率に検

出されるのは Sh,flex. 2a (42. 7%) でついで Sh.

flex. 3a, Sh. flex. 1 bのj眠となり，欧米で流行の主

流をなす Sh.sonneiは都内過去10年間の検出率と大

差なく 10.5%にすぎない。

つぎに，六都市伝染病院の検出赤痢菌の薬剤耐性分

布2）によれば，昭和37年度では，約35%が抗生物質耐

性で， とくにその 80匁が SM,CM, TC 3剤交叉耐

性を示しているという。 ζの耐性菌の増加が，一般保

菌者にもみられるとすれば，今後耐性菌によって，し

ばしば集団発生のおζ る乙とが想像される。 ζの点を

考慮して，分離菌363t朱について薬剤耐性試験を行な

ったと ζろ，高度耐性株は 12.12%と病院株より低率

であった。しかしとの耐性株の59%が3剤耐性である

ζとは，過去3年間の傾向と大差ないにしても，赤痢

予防対策上重要視すべきととといえる。また乙の耐性

菌保菌者の処置は，健康保菌者とはいえ，完全治ゆま

で隔離監視する ζ とがとくに大切であろう。
ψ→司墨6.
いロ 吉岡

1) 昭和37年 5～9月にわたって都内食品販売業者

ならびに飲食業者260,078名の腸管系病原菌の検索を

行い，赤痢菌363株（保菌率0.14%）およびSalmonel”

la typhi 1株を検出した。

2) ζの363株の薬剤（SM,CM, TC)耐性試験の

結果，単独耐性， 3剤耐性を合せて44株（12.12%）が

高度耐性であった。その円訳は， 3剤耐性株は 26株

(59%）で，他は単独または2剤耐性である。しかし，

CM単独耐性株は検出されず，僅かに SM,CM 2剤

耐性株が1株荏在したに過ぎなかった。

文献

1) 浜田！fft辺野喜正夫：者J）衛研年報， XI, 1～12 

(1961) 

2) 淳生省医療研究班，六大都市伝染病院薬剤耐性

共同研究班昭和37年度報告，昭和38年 7月発行
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4 昭和37年度臨床試験部の研究業績

昭和37年度において当部の行った業績は東京医科歯

科大学匿学部農村厚生医学研究施設と共同で行った中

性洗剤の研究が主なるものである。中性洗剤は日常家

庭で使用されているが，その生化学的研究ならびに毒

性については，ほとんど研究されていなかった。と ζ

ろがζの研究が進むにつれて今まで誰もが額保してい

なかった毒性はもちろんのζ と，皮膚，野菜への浸透，

d酵素阻害など色々の問題が明らかになり公衆衛生など

柳沢 文正＊

から見ても重要な問題を提示した。ために都食品衛生

調査会，参議院社労委員会において説明した。さらに

衆議院科学振興特別委員会が開催され合成洗剤の科学

的調査に関する決議案が採択され，厚生省ならびに一

部の大学において追認されたが，その結果は私どもの

実験とほぼ同じであった。その研究要旨を次l乙列記す

。。
＊ 東京都立衛生研究所 臨床試験部

4-I ドデνノレベン’ゼンスノレブォ Y酸ソーダの研究

主として生化学的研究（第 1報）

お茶の水医学会発表（東京医科l商科大学 1月24日）

中性洗剤として用いられるドデシルベンゼンスJレフ

方ン酸ソーダ（DBS）は， SoaplessSoapと呼ばれ，

我が国に輸入されたのは昭和25年で，翌26年より洗剤

として市販された。ついで昭和31年比野菜，果物，食

器などの洗剤として ζの万商の使用は急速に延び，広

く利用されるにいたった。

しかし ζの DBSは堅牢な化学物質で微生物によっ

て分解されず，そのために飲用水に侵入する可能性が

あり，上下水道処理の問題，さらに経口および経皮か

らの影響があると考えられる。しかし我が国において

は DBSの生体におよぼす影響についての研究は行わ

れていなかった。私どもはそれらの点を考慮して，

DBSの生体Kおよぼす毒性，皮脂への浸透などに関

する研究を行ったので報告する。

1. 洗剤の効果

ドデシルベンゼンスルフ斥ン酸ソーダ（以下 DBS

と略記する）の洗浄効力については，油脂汚染の洗浄

試験および間虫卵除去試験を行った結果，油脂汚染の

洗浄効果は優れ有効である ζ とを認めた。回虫卵除去

＊ 東京都立衛生研究所 臨床試験部

料東京医科歯科大学農村厚生医学研究施設

*1ffll沢文正，荒川良;111,小笠原公，渡辺学，秦賢翠，

門野義雄， 佐々 木破ー， llJ岸達典1）明〕10~13) •• 

＊＊朝日沢文徳・．．．．．
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率は 100～87%を示した。

2. 洗剤投与による動物の発育試験

実験動物はW系シロネズミならびに dd系ハツカネ

ズミを用い発育試験を行った。 DBS洗剤を投与した

群の動物は対照群に比して投与後短期間で体重増加が

緩a盟になり明らかに発育阻害を認めた。

3. 洗剤投与の生体におよぼす影響，特に電解質代

謝について

先ず DBSが生体にいかなる影響があるかを知るた

めに20%DBS水溶液0.lml (20mg）と間濃度の 1.Oml 

(200mg）を各ウサギの皮下に注射した。 O.lml (20 

mg）注射の場合は 2～ 6時間後に血清総Ca，透析性

Caが著明lζ低下し，乙の時聞に血清総Mg，無機Pが

逆l乙増加する。血清総Mgをi徐き他の物質は24日守関で

注射前l乙戻る傾向があった。また， 1.Oml (200mg) 

注射の場合は血清総Ca，透析性Caの低下，血清総Mg,

Z誌協Pの増加はDBS0. lml (20mg）の場合と同じ傾向

であるが，注射後2～ 6［！寺閤に低下する度合が 0.1 

ml (20mg）注射に比較して多く，かつ注射後2411寺問

にいたるも回復しない。なお1ll~処置のウサギにつき同

様の採血を行って各電解質の時間的変動を観察した結



果，血液 pHおよびし、ずれの物質にも変動がみられな

かった。とのように DBSが急速に体内に注入された

とき，血清電解質にかなりの変動があり，しかもそれ

は注入量にある程度の関係がある ζ とが判明した。そ

ζで種々の濃度の DBSをウサギに経口投与したもの

について実験を行った。 9mg/kg( 2 %DBS水溶液）

を経口投与すると血清総Ca，透析性Caは著明に減少，

同時に血液pHが低下し，血清総Mgならびに無機Pは

増加した。なお低濃度の場合1.9mg/kg ( 1 %DBS水

溶液）を経口投与・すると前実験同様血清総Ca，透析性

Caは低下し，血清総 Mgおよび無機Pの一時的増加が

みられる。さらに0.8mg/kg (0. 2% DBS水溶液）経

口投与においても血清総 Ca，透析性Caは低下がみら

れた。しかし DBS溶液K卵白を加えて投与すると血

清総Ca，透析性Caの減少は認められなかった。

4. DBS塗布の生体におよぼす影響，特に電解質代

謝について

アJレキルベンゼン系洗剤が皮脂より浸透した場合，

血液 pH，血清電解質にいかなる影響を生ずるかを，ウ

サギを用いて実験した。まずDBS水溶液をウサギの大

腿部に6×IOcmの広さに約5mlあて塗布し血液 pH

と血清電解質の変動を調べた。 5%DBS水溶液では，

血液pHが酸性に傾注，血清透析性Caは時閣が経過す

るとともに低下する。 10%DBS水溶液塗布でもまっ

たく同様の変動を示し， 1%DBS水溶液ではCaの一

時的増加，無機Pの上昇がみられた。ハ γプ剤である

ローテルについても ζれとまったく同様の実験を行っ

た。すなわちローテルを身体各部位の皮j討に塗布する

と，洗剤を塗布した場合と異り，いずれも血液 pHの

上昇，血清総Caおよび、透析性Caの増加がみられ，血

清総Mgおよび無機Pが逆相関を示して減少した。

5. 酵素阻害作用について

DBSが生体におよぼす影響の II今味の一環として，

：.／アスターゼ、およびペプシンなどの消化酵素活性を阻

害するか否かを調べた。

i ：.／アスターゼlと対する影響は Wohlegemufh 

法を用い，試験管内の酵素阻害作用を行った。そ

の結果，阻害作用を認めた。

ii Van slyke 法でペプシン酵素活性に対する影

響を調べた結果 DBSの濃度に比例して蛋白消化

力の阻害を認めた。

6. 中性洗剤製造会社従業員の尿検査について

さらに合成洗剤を製造しているM社従業員203名に

つき尿検査を行った。その中 92名がウロピリノーゲン

反応が陽性であった。ウロピリノーゲン反応のみで直

ちに肝機能の障害を考える ζ とは早計であるが，今ま

での私どもの集団検診の成績などに照し合わせ，また

との会社で DBS混合洗剤の製造を禁止し， 6カ月後

における尿検査において，ウロピリノーゲン陽性者が

著しく減少した ζ とから，一応 DBSの影響であるも

のと考えられる。

4-TI ドデνノレベ γゼンスノレフォン酸ソーダの研究

野菜への浸透性について（第2報）

お茶の水医学会発表（東京医科歯科大学 1月24日）

DBSは外国では食器，洗濯に用いられているが，

我が国では野菜に寄生虫卵が多く付着しているという

理由で野菜洗浄に用いられてきた。しかも ζの洗剤が

浸透性を有する ζ とが理論的lζ 考えられるので DBS

の野菜への浸透性について実験を行なったので報告す

る。

従来 DBSの微量定量法は操作が複雑で測定が図難

であった。そ ζで私どもは DBSの強い溶血作用を応

＊ 東京都立衛生研究所 臨床誤験部

料 東京医科歯科大学農村厚生医学研究施設

吋卵、沢文正，荒川良雄，小笠原公，渡辺学，秦賢寿，

門野義雄，佐々木敬一， 山岸達典2）明）か川

＊吋加沢文徳
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用し， ζれによって間接K測定する方法を考案した。

すなわち DBSの生理食塩水溶液（pH7. 0）の溶血反

応は 6ppmの濃度まで溶血作用を示した。又市販さ

れている L合成粉状洗剤（主成分20.14%含有）につ

いて吟味したと ζ ろ，同様に 5～6pprnで溶血反応を

認めた。かつ合成配合剤ので硝， トリポリ燐酸ソーダ，

C.M.C.，珪酸ソーダ， 査を光染料および香料などの溶

血反応を調べたと ζろ， ζれらの配合剤は 5,OOOpprn 

以上の濃度でなければ裕血反応を呈しなかった。いい

かえれば合成洗剤に含まれているピルダーはほとんど



溶血反応に関係がない。さらに白菜，キャベツおよび

イチゴなどの野菜組成分中には溶血性物質が荏在しな

L、。
そζで被検野菜lOgを0.59五洗剤水溶液に一定時間浸

演した後，蒸留水500mlの中で20秒間振盤水洗を行な

った。その被検野菜は、肝紙で充分水分を除去し同様な

水洗を何回も繰り返した。その後生理食塩水を加えて

ホモ：；：－ネートし全霊50mlとした。 ζの伊液を原液と

し， ζれを倍数稀釈した。なお判定はあらかじめ調製し

た赤血球浮瀞液の1滴を加え， 38°Cの恒温槽にて 30

分間加担し，溶血の有無を判定した。ζの被検野菜の浸

演時間と水洗処理の関係を求めると， DBSの野菜へ

の浸透残荏量は， 5～30分間浸した場合は，何回水洗

処理を行なっても DBSは残在する。 ζの 浸 透 し た

DBSの残高量を野菜1,000gi乙換算すると30～60mgの

DBSである。 （表1参照）すなわち中性洗剤で野菜を

表 1 0.5% L洗剤水溶液に被検野菜をー

定時間漬けた場合（L洗剤主成分量

25. 76%) 

漬けた 水洗処 稀釈倍数 対
洗J白盟剤菜m企iとg穆塾；透霊E童しBmたi 

時間 理回数 議！2×14×
H召

土 >ioo 30 

2 土 >ioo 30 

5分 3 土 >100 30 

4 
5 

漬け7こ水洗必｜ 稀釈倍数 対－ 洗白剤菜のt乙換穆算透量した

時間理回数援 i2x14× 照 洗剤量 lDBS 
mg mg 

十 100 30 

2 十 100 30 

10分 3 土 >ioo 30 

4 ＋ 一 100 30 

5 土 >100 30 

1 十 100 30 

2 十 一 100 30 

15分 3 十 100 30 

4 ＋ 100 30 

6 十 一 100 30 

十 一 100 30 

2 十 100 30 

30分 3 十 一 100 30 

4 十 一 100 30 

5 十 100 30 

十 +I- 230 60 

2 十 ＋ 230 60 

60分 3 十 ＋ 一 230 60 

4 十 ＋ 230 60 

5 十 ＋ 士 一 230 60 

判定 38°Cの恒温槽30分

＋…・・・溶血 一…・・変化なし

洗った場合，生体の野菜摂取量が 1日500gとするなら

ば， DBSは15～30mgが体内に入る ζ とになる。

4-Ill ドデνノレペジゼ γ スノレブォ γ酸ソーダの研究

ドデνノレベンゼシスノレブオジ酸ソーダの免疫血清学的研究

第29回衛生局職員業務研究会発表（日本医師会館 5月24日）

我々は石油系洗剤であるドデシルベンゼンスJレフ泳

ン酸ソーダ（DBS）を血清学的に検索した。すなわ

ち， DBSの蛋白質の Vander-waals結合ならびに

イオン結合物質あるいは吸着現象による結合物質は抗

原抗体反応の成立の推定が可能であるという興味ある

＊ 東京都立衛住研究所 臨床誠験部

( 45 ) 

1如 沢 文

主7!宰、 賢

r~ 野

Ill 岸

官 沢

結果を得たので報告する。

実験材料および方法

1. 実験材料

義

達

貞

正＊

寿＊

雄＊

典＊

雄併

i ) ドヂシルベンゼンス Jレフ尤ン酸ソ｝ダ

(Hs (CH2) 10CH2C6H4SOsNa，分子量348）純度の

高い白色粉末を蒸留水で溶解し， ζれを所要濃度



とした。

ii ) 実験に供する蛋白質は採血分離した新鮮な馬

血清および、卵製アノレブミン（小宗化学薬品K.K.

No. 53117）を用いた。

iii) 実験動物： 3.Okg前後の正常な家兎を使用し

た。

2. 実験万法

i ) 家兎lと接種する溶液の作製および接種万法

DBSの20mg/ml水溶液を作り， ζの溶液5.Oml l乙

馬血清5.0mlを加え，充分混和後38°Cの湯ぷねlζ30分

間加温し， その後1昼夜4°Cの冷室内に放置した。

ζれを人工抗原として翌日から 1日間隔で4日間，家

兎耳殻静脈内lζ接種した。（接種量は第 1日0.5ml, 

第 2日0.7ml，第3日1.0ml，第4日1.5mlとした。）

最終接種から10日後心臓穿刺法により全採血し血清

を分離した。 ζの血清は 56°C,30分加湿して非働性

とした。

ii ) 対照家兎lζ接種する溶液の作製

DBSのlOmg/ml水溶液および馬血清の2倍蒸留水

稀釈溶液の2種類を前記同様の万法で作製し， ζれを

家兎に接種した。

iii) 実験成績の判定法

重層法による誠験管内洗降反応を用いた。その術式

は梅毒血清反応の村田法と同様l乙毛細管ピペ γ トで小

反応管（0.4mm×75mm）の内壁に沿って静かに注

下し， ζれに人工抗原を重層した。判定は室温iζて3

時間放置後，血清と人工抗原の接触面に現われた反応

を判読した。

陽性…血清と人工抗原の境界面輪？と白色層を生じた

ものを陽性（＋）とした。

陰性…まったく境界面に伺も特別なものが認められ

ない場合を陰性（一）とした。

実験成績

表2のごとく， DBS馬血清の人工抗原を家兎に接

種し， ζの家兎より得られた家兎血清（実験家兎 I'

IT）は接種抗原との聞に洗降反応を呈するとともに，

DBSと他の蛋白質の結合物である DBS鶏卵白アノレブ、

ミンとの聞にも洗降反応を示す。しかも ζの反応は特

異的であって， もとの馬血清および鶏卵白アルブミン

との沈降反応は起きない。

なお，対照家兎の場合は， DBSを抗原として，接

種した家兎血清（I＇）はし、ずれの人工抗原 lとも洗降反

応を示さない。すなわち， DBS単独で、は洗降反応を

呈さない。

最古 呈4
日間

ドデシJレベンゼンスJレフォン酸ソーダとある種の蛋

白質で処理した人工抗原を作製し， ζれを家兎応接種

して得られた家兎血清はつぎのごとくである。

i) DBS馬血清の人工抗原を接種した家兎血清は ζ

の接種抗原との間に出降反応を起すばかりか， DBS

と他の蛋白質処理抗原，すなわち DBS鶏卵白アル

ブミンあるいは DBSと大腸菌との間にも沈降反応

を呈した。なおラ もとの馬血清および鶏卵白アJレブ、

ミンなどの抗原とは洗降反応を起きない。

ii ）その場合の DBS量は lQmg/ml濃度で出降反応

の性質を与える ζ とができた。

iii) DBS単独では当然セミハプテンであるため抗原

性は認められない。

iv）馬血清抗原はその免疫血清と沈降反応を示すとと

もに DBS馬血清抗原とも反応を呈した。しかし馬

血清の含まれていない抗原とは洗降反応を示さない。

表 1 沈降反応成績

馬

血

清

大

腸

菌

D
B
S
＋
 

ル
、
ブ
ミ
ン

鶏

卵

白

ア

一

十

十

一

一

一

D
B
S
十

一

一

一

馬

血

清

一

十

一

十

一

一

一

＋

D
B
S
＋

一

一

一

一

原
＼
一

S
清
一

S
清
一

S

一

清

ヱ
バ
ム
晶
一
回
馳
一
組
一
明
一
鳴
血

人
＼
得
た
家
一

E

一

E

一

I

一
H

心
誠
一
関
打
一
実
験
家
兎
一
対
照
家
兎

鶏Jレ｜生食
卵ブ｜ 防

白ミ i明

アン｜理水

備考：重層法による村田誌験管内洗降反応。

判定は室温で3時間放置後判読した。

註： DBS……DBSlOmg/ml水溶液

DBS十馬血清・…・・DBSをlOmg/ml含有す

る馬血清

DBS十2%鶏卵白アルブミン水溶液……DBS

lQmg/ml含有鶏卵白アルブミン水溶液

DBS＋大腸菌…・・・B.coli 1を肉水ブイヨン

で24時間培養100。C2時間加熱した。

ζの溶液l乙DBSlQmg/ml含有

馬血清……DBSの含まれていない馬車清

鶏卵白アJレブミン……… 2~五鶏卵白アJレブミ

ン水溶液

生理食塩水による自然凝集反応は認められな

し、。
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4-N ドデνJレベジゼ γスノレブォ γ酸ソーダの研究

溶血反応とその応用について

第四四日本会衆衛生学会発表（広島市平和記念館 10月13日）

飲料水および下水中花含まれるドデシJレベンゼンス

Jレフォン酸ソーダ（DBS）の測定には代表的な万法と

して Epton法および、パラトルイラン法がある。然し

野菜などに付着浸透した DBSの測定は，有機物の妨

害物質の影響のため，簡易には測定が困難である。

私どもは第2報で報告したごとく， DBSの溶血作

用が強いζ とに着目し，その応用を考え，比較的容易

に定性ならびに定量法を見い出し，今回は野菜および

皮膚への浸透性について実験を行なったのでζζに報

告する。

1. 野菜への浸透性について

DBSの溶血作用を応用し， 限界稀釈定量法lとよっ

て野菜に浸透した DBS量を測定した。すなわら 0.5

%L洗剤溶液（主成分量25.76%）中に白菜10gを，所

定時間浸演した。その後ζれを取り出して500ml蒸留

水で20回振盤水洗を行ない，さらにζのような操作を

5回繰り返した。

水洗後の白菜は，生理食塩水を加えホモヲネートし，

全量を50mlとした。その1mlにあらかじめ調製した

蒜血球を一定量加え， 38°c恒温槽fC.30分間加温後，

i容血の有無を判定した。 ζの実験結果から洗剤溶液中

l乙10分間以上浸した白菜は 5回水洗しでも明らかに

DBSは除去されず， かつ浸透した残在洗剤量は， 白

菜 1,000gとして換算すると 30～60mg相当が浸透す

る。

2. 皮脂への浸透性について

第 1報において報告しfこごとく家兎の皮膚に DBS

を塗布した場合，血清カルシウムイオンの減少する ζ

とを認め， ζれより皮膚に浸透するという推定を下し

＊ 東京都立衛生研究所 臨床詰験部

＊＊ 東京医科歯科大学農村厚生医学研究施設

＊柳沢交正，荒川良雄，小笠原公，渡辺学，秦賢寿，

内野義雄，佐々木敬一，山岸達典めの）6〕10~15

**4卯沢文徳
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た。とれを裏づけるために溶血反応を応用し，皮膚へ

の浸透性の実験を行なった。試験動物は健康ガマガエ

Jレを用いた。 ζのカエJレを 0.5%洗剤溶液に3時間浸

演した後，エーテJレ麻酔を行ないよく表面の洗剤を洗

い蕗してから，腹部の皮膚および股部の側筋を描出し，

ζれに生理食塩水を加え，ホモヲナイザーで均質化し

た。その後遠心分離し，その上澄についてあらかじめ

調製した血球浮潜液を加え， 38° C＇恒温槽で 30分間作

用せしめ溶血の有無を調べた。

その結果， DBSはカエJレの表皮，下肢の内側の筋

肉にまで諺透することを，潜血反応で認めた。さらに

カエルを洗剤溶液R.6時間浸した場合は， カエJレの皮

膚下にも一層明瞭な溶血反応が認められた。

ζれを健康家兎についても同様の実験を行なった。

すなわち兎の腹部と胸部の毛吾刈り， ζれを 0.5匁洗

剤溶液l乙浸して， 3時間後における溶血作用を調べた

とζ ろ，ガマガエJレと同じく皮脂への浸透を認めた。

3. 練歯騨中の界面活性剤

一一般に練歯磨中には界面活性剤が加えられている。

市販の国産品，輸入品各社製15種類を選ぴ＼ ζれを

蒸留水に溶解せしめ，溶血反応を調べた。

国産品は一般に溶血反応が高くほとんどが 3,000r/

mlまで溶血を起し，中には500r/mlまでのもの2種類

あり， ζれを DBSK換算してみると0.3%～0.5%で

ある。 ζの成績から考えられることは国産品と輸入品

と比較しその溶血反応に差異のある ζ とは，少なくと

も界面活性剤の種類が異なり，しかも衛生的に研究余

地があるものと考えられる。 ζれについてはさらに調

査検討する予定である。



4-V ドデνノレベシゼジスノレブォ Y酸ソーダの研究

ドデνノレベジゼジスノレブォジ酸ソーダのすf定量法とその応用

第18四日本公衆衛生学会発表（広島市平和記念会館 10月13日）

ドデシルベンゼンスルフォン酸ソ｝ダ（DBS）の定

量には，メチレンブ、Jレー法，パラトJレイラン法などが行

なわれている。著者らはメチレンブ、ルーと同系統の色

なである Anilin violet (Amino”phen y lamino. p. 

tolyditola zonium sulphate) を用いて， DBSの

新しい定量法を発見したのでζζlζ報告する。

本定霊法の原理は， Anilinvioletの酸性溶液は無

色であるが， DBSが在在すると青色lζ変色する。 ζ

の呈色反応にしたがって比色定量を行なう。

1. 試薬

a, An日invjolet lOmg/dl溶液（AVと略す）

Anilin violet (Merck製）の純粋な染料0.訟

を正確に秤量し， 100ml容量のフラスコK入れ蒸

留水を加えて全量lOOmlとする。使用時にζの溶

液lQmlをとり蒸留水で、lOOmlとする。（日光遮断

保序）

b. IN HCl液

c. 飽和水酸化ナトリウム溶液

d. クロロホJレム

e. 標準液（DBSlOOOr/ml水溶液）

2. 検量線の求め方

標準液 (DBS lOOOr /ml水溶液） を 0,0. 2, 0. 3, 

0.4, 0.5, 0.6, 0. 7, 0.8, 0.9および 1.0mlを各試

験管にとり， ζれに蒸留水を加えて各試験管少の全量を

lmlにする。 ζの各 Iml中には DBSをそれぞれO

～lOOOrの濃度に合む。との各管l乙， AVlOmg/dl水

溶液 lmlとlNHCI液 3mlあてを加え，振盤混和

する。各管l乙耐熱性の被蓋をほどζし， 100。C浴槽で

30分間煮沸後，水道水で冷却する。

零濃度を盲検波とし，光電比色計の70%の透過率に

合わせ，波長610mμで検量線を求める。

3. DBSの定量

誠料は， 1 ml中lζDBSをおよそ 200～moorの範

囲に合まれるような水溶液にする。 ζの溶液1ml lζ 

AV lOmg/dl水溶液1mlと1N HCl 3ml を加え，

＊東京都立衛住研究所 臨床誌験部

柳沢文正六秦賢寿て門野義雄穴山岸達典＊3)

充分振渥混和する。発色30分後耐熱性の被蓋をほどと

し， 100。C浴槽で30分間煮訪日後，水道水で，常温に冷

却する。

DBS零濃度を盲検液とし．波長 610mμ にて比色定

量する。

未知の試料については他の界面活性剤の中，ブチJレ

ナフタリンスルフ太ネート ナフタリンスルフ ;<J－ネー

トホルマリン縮合物， ラウリルスルフォネー卜は本反

応を生ずる。それゆえ， DBSとζれらを分別する必

要があるのでつぎのCとく定性確認法を行なった。

（試験方法〕

a Anilin violet添加煮沸試験

試料の 1%水溶液 1mH乙， AVlOmg/dl水溶液1

mlと1N HCl 3 mlを加え，充分混和し， 100。C浴槽

で60分間煮沸する。水道水で冷却し，色調を判定する。

青色溶液について，次のクロロホjレム試験を行なう。

（十）青色

［ドデシJレベンゼンスルフ）！－ネート
！ブチルナフタリンスルフォトト

ナフタリンスJレフ太ネートホルマリン縮合物
ラウリ Jレスルフ）！－ネート

( 48 ) 

（－）無色

（…ーアルキJレフエノーjレエー
高級アルコール硝酸エステJレ塩
アウリ Jレメチールタウリドスルフ方ネート
ポリオキシエチレンアルキJレフェノーJレ

b クロロホルム試験

試料の 1%水溶液 1ml l乙，濃塩酸4mlを加え，

充分振最する。クロロホjレム層の青色の溶液について

苛性ソーダ誠験を行なう。

（＋） 青色（クロロホJレム層）

（ドデシルベンゼンスルフォネート
ブチJレナフタリンスJレフ才ネート

（一） 無色（クロロホ Jレム層）

（ナフタリンスjレフォネートホJレマリン縮合物
ラウリ JレスJレ7:tネ｝ト

c 苛性ソーダ試験

試料の19五水溶液2mlt乙， 0.01%AV水溶液2mL

を混和後，苛性ソーダ飽和裕液lmlを加え，振盈して



色調の判定より分別する。すなわち乳白色に混濁し，

やや微紫色を呈するものをDB S，紫色を呈し時間の

経過とともに摺色するものは，ブチJレナフタリンスル

フ方ネートである。

（＋） 乳白濁微紫色

ドデシノレベンゼンスJレフ太ネート

（ー） 紫色強光色

ブチJレナフタリンスJレフォネート

以上の操作によって未知の誌料がDB Sと確認され

た後，前記と同様なDB Sの定量を行なう。

4. 阻害物質について

A Vと無機物質の影響について調べると Na2S04,

NaHS04, ZnS04, FeS04, MgS04, Na2HP04, KCl. 

KI, MgCOa, CaCOa, CaCh, Ca (OH) 2, Ba (OH) 2, 

などの物質は，いずれも影響が認められない。また有

機物質の影響についても同様に調べたと ζろ，蛋白質

（アルブミン，グロブリン）は著しく影響するが，ア

ミン，フェノーJレは影響を受けない。

5. 本定量法と他法との測定値の比較

本法とメチレンブ、Jレー法，パラトJレイ汐ン法および

潜血反応定量法との比較検討を行なった。すなわち

lml中 DBS500rを含む溶液を各測定法にしたがって

DBSの検出率を調べた。 その結果表3K示す如く本

定量法は99.5%を示し，他の測定法ではそれぞれメチ

レンブ、jレー98.4%，パラト Jレイラン法83.7%および溶

血反応98.5%であった。

以上の実験結果からみて本定量法は DBSの微量定

量法として優れ，しかも操作が簡単で、ある。また応用

面においても DBS配合洗剤， 上下水道水に含まれる

DBSの定量が可能である。

表 3 新定量法と他方との比較

a) lml中 DBS500rを含む溶液の測定平均値

定

。ノ
Gノ率分百

測

定

値

335 

835 

492.。
98. 5% 

b) 市販の中性洗剤の測定値

1ぷ新定量法 メチレン 溶血反応 備考
ブJレー法

r/ml r/ml r/mJ 種別製産社

225 160 190 系D洗B剤S A 

2 270 210 230 II B 

3 315 250 270 II II 

4 318 152 280 II II 

5 303 182 260 II II 

6 303 90 260 II c 
7 318 147 270 II II 

最低値 225 90 190 

最高値 318 250 280 

平均値 293 170 251 

百分率 29. :% 17. 1% 25. 1% 

4-VI ドデνlレベンゼンス Jレブォ y酸ソーダの生体吸収に関する研究

第 1報基礎実験について

第四回日本公衆衛生学会発表（広島大学 10月14日）

我々 は， ドデシルベンゼンスJレフォン酸ソーダの生

体有害性を追究するために，まずその最初の段階とし

て，本剤が生体内にいかなる程度K吸収されるかを観

察しようとした。

＊ 東京都立衛生研究所 臨床詩験部

林 東京医科調科大学農村厚生法学研究施設

＊柳沢文正， 111岸達典，渡辺学7）……

＊＊柳沢文徳， Jll島裕博，平山廉三，広川勝豆

いうまでもなく， ζれらの実験の目的lζ最も合理的

に考えられるのは， 放射性同位元素を用い， DBS35 

を作りそれを経口的，経皮的lζ与える方法であって，

ζれによれば与えられた本剤が，各内臓および器管に，

どの程度吸収収納され，どの程度長くそ ζに止まるか

を，最も簡便に観察する ζ とができるので，スJレフ定

( 49) 



ン酸のSをs35にした DBS35を使用する ζ とにし

た。

だた，本研究を実施するにあたり，注意しなければ

ならない ζ とは，元来 s35の放射線が戸線であり，戸

線は誌料の共幸子水分量とその他の物質にきわめて容易

に吸収される ζ とが考えられ，したがって測定にあた

って Geigercounter に感ずるのは，実は誠料より放

射される戸線の全量ではなく，試料中で吸収された残

りが， countされるという ζ とは常に銘記せられるべ

きである。したがって放射線全量と訪問中に合有され

ている放射線全量とは臓器の種類およびその他の実験

の諸条件によって規定されると乙ろの吸収の大小によ

って左右されるものと考えられる。

ζれらの理由より著者らは，本研究についての本実

験を始める前K，あらかじめそれらの動物試料につい

て，それが戸線に対し，しゅ〉なる吸収を示すかを一応

詳しく実験的i乙決めておく必要があり，いかなる万法

で試料を取り扱う場合に最も正確にDB Sを定量し得

るかを決定しておかなければならなかった。

ζのため種々な実験を行い，今回の実験に用いる誠

料について，最も定量性の高い実験の条件を整理して

報告する。

実 験

1. s 35標識 DBS

DBS35 は第一化学薬品株式会社製品（本品は，

Dodecy 1 benzeneと20%発煙硫駿＿535の反応で得た

Dodecy 1 benzenesulfonic acid-S35 を精製した後，

ソーダ塩としたものである。（ Lot.No 6227）を用い

た。

2. 試料について

本研究は，実験動物l乙経口的にあるいは経皮的に，

DBS35を投与し， 一定時間後i乙断頭して， 各j臓器の

count を調べる目的があるので， 本基礎実験もその

点を考慮して，試料の調製につとめた。

2.1 実験動物： wister系雄性の健康ラ γ ト平均体

重200gを使用した。

2.2 試料亀裂防止剤：誠料の亀裂は， count l乙大

きな影響をおよぼすから， これを防ぐために，

Difeo Gel a tinを供した。

2.3 クリープ防止剤： DBSのクリープを防止す

る目的でシリコン（信越化学工業 KKFDFAO 

86）を測定阻の表面に塗布した。

( 50 ) 

実験方法および成績

1. DBS35の標準曲線と Geigercounterの性能l乙

ついて

1. 1. DBS35濃厚水溶液の標準曲線について

DBS35濃厚水溶液の標準曲線はGeigercount-

er （ブローブ6P-I型） を用い測定した結果，

図u乙示すごとき実験成績が得られた。 ζの

図表の各曲線に付した数字はマイカと測定皿

（試料）の距離である。 No. 1 （最上段）で測

定した場合， 4μcより放射線量が多くなるにつ

れて， c.p. m. (count per minutes）値が降

る傾向がある。それゆえ， ζの最上段の測定で

は 50000count まで直線として使用できる ζ

とを示す。

図 1 測定に用いたガイガー・カウンターの

性能子ス卜

DBS35濃厚水溶液（プロープ 6P-I型）

1. 2. gelatin添加 DBS35濃厚水溶液の標準曲線

について

試料の厚きを一定にするため， DBS35 の各

放射線量につき， 2.5% gelatin 0. 5g を含有

するように加え，ホモジナイザーによって，よ

く混和した試料を調製し，その一定量を採取し

た。 ζの成績は，水溶液の場合とほぼ同様な結

果を得た。

2. gelatinの吸収について

5 % gelatinをグラムあたり， DBS35の1/2μcお

よび 1/8μc含むように調製した試料を 2種類作製し，

採取量を変えて測定した結果，図21乙示す曲線が得ら

れた。 ζれは DBS35の最も採取量lこしたがって増加

しているわけであるが， gelatinによる戸線の吸収が

大なるため， カーブが寝てくるものと思われる。



図 2 Gelatinの吸着（試料層の厚さとの関係）

B.G二5三ご

3. 臓器試料の吸収について

動物に DBSs5 を経口投与する際の，本実験l乙対す

る予備実験として，実験動物のラ γ ト肝臓を用い，標

準曲線吾作製してみた。すなわちラザト肝臓lgあた

りに放射線量の DBS35 を加え， ζれl乙5% gelatin 

をlgの割合に添加してホモクネートした。との試料

図 3 肝臓試料の吸着

（ラッテ肝臓 lg十5%gelatin 1 gにして

Homoginate) 
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はシリコン塗布の測定血に 50～ lOOOmgを50mgあて

の間隔で正確に秤量して測定した。図3はその結果で，

DBS35の放射線量が変っても 400～500mgの間にプ

ラトーに達している ζ とがわかる。 ζれは定量が可能

である乙とを示す。

なお試料の厚さと DBS35 の放射線の関係を求める

と， 400mg以上では直線を示すが，それ以下の量では

直線にならない。 ζのととは試料の採取量が400mg以

下では測定K適さない。

結 圭企‘
E閥

中性洗剤の体内吸収という問題は，最も関心の深い

とζろである。そ ζで我々は 3s5をラベJレした DBS35

を使用して， ζれを追跡しようとした。

しかし，本剤が界面活性剤とし、う特殊性質を有し，

またsssが戸線であるという ζ とから測定に悶難が伴う

とし1う問題があった。そ ζで著者らは動物実験を始め

る前K，ζれらの定量性を定める基礎研究が必要であ

った。

本基礎実験Kよって， 5% gelatin と各臓器を等

最加え，ホモヅネー卜する ζとにより，測定試料の乾

燥時に亀裂を防ぎ，話料の均一化に成功した。また測

定血にあらかじめシリコンを塗布する ζとにより，内

容物のクリーピングア vプを防止する ζ とができた。

しかし， ζれにも試料の採取量に問題があった。我々

が求めるのは最も安定したと ζろの測定値を求めると

とである。 ζれは当然，採取量が多ければ多いほどよ

いわけであるが， lg以上になると，臓器の種類によ

っても異なるが，多くの場合，試料の亀裂や凹凸がで

き易い。そとで我々は後の実験において採取量として

最も適当と思われる500ingを採用する ζ とにして，実

験を進めた。

4-VI 第 2報経口投与について

第四回日本公衆衛生学会発表（広島大学 10月14日）

我々は第1報において述べたとおりトレーサーとし

てs35によってラベルされた DBS35 喜子ラ vトに経口

＊ 東京都立衛生研究所 臨床試験部

＊＊ 東京医科歯科大学農村庫生医学研究施設

＊ 柳沢文正，渡辺学， LU岸達典8)

＊＊柳沢文徳， JII島裕博，平山廉三，広川勝畏

投与し，その後種々なる一定時間においてζれを断頭

し，血液を採取，同時に解剖して各臓器をとりだし，

DBS35が時間の経過にしたがし、生体内の各臓器にど

のように分布していくのか，その消長を検討した。

( 51 ) 



実験方法

さきに述べた基礎実験の結果l乙基いて実験を進めた。

すなわち実験に供する前日禁餌しておいた190g前後の

健康ラ γ トに DBS35を体重グラムあたり 1～ 2μ を

経口投与し，その後一定時聞にラ v トを断頭，血液お

よび各j臓器 (J制裁，肝臓， l宵！臓，牌）蹴，脳）を摘出し

ζれを 5% gelatinsol lg l乙対して臓器 lgを混和，

ホモヲネートした。ホモヲネートした試料はシリコン

塗布の測定皿に 0.5gを採取し， 37°cふ卵器中で一定

時間乾燥，恒量とした後， DBS35の放射量を Geiger

counter （ブローブ 6P-I型）を用いて測定した。

back ground は c.p. m. 24土 2で測定 count数

には影響がないζ とを確認した。

実験成績

1. 各臓器闘の関係

図4vと示すカーブの特性を見ると，まったく同様で

臓器の特殊性は無く，あったとしてもわずかで普遍的

現象のようである。肝臓は他の臓器に比して約10倍も

の放射線量を示し，投与後4～ 6時間で最高値に達

し，漸次低下するが24時間後においても投与量の

約 1/4量が残在している。 ζれに対し他の臓器におい

図 4 ラッテに DBS35を経口投与した場合

各臓器閣の関係（臓器 1g当りの放射線量）
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ては，大部分の DBS35が排世され，いずれも数百count

が確認されるにすぎない。 DBS35の臓器単位g当りの

収納は肝臓が最も多くついで腎臓，血液， JJ市臓，牌！臓，

脳のj頃となっている。

2. 各臓器の消長について

投与後2～ 3時間で臓器中のDBS35がし、ずれも最高

値K達するが，面白いととに倍量の 2μc投与した動物

の万が排出が早く，急激に低下し， ζれとは逆K，少

量（ 1 μc）を投与した場合はカーブが緩やかで，排泊

される度合が遅いようである。 ζのζ とは臓器の収納

量が一定である ζ とから許容量以上に達しない場合は

排加されにくく，長時間残在するのではないかと思わ

れる。

1) 肝臓における消長（図 5)

投与後3時間で最高値比なり，約 35,000 count K 

達している。 ζれを概算すると全投与量の3/4K当り，

ほとんど全部といってよいくらい一時肝臓に収納され

図 5 ラッテに DBS35を経口投与した場合

肝臓での消長（臓器 1g当りの放射線量）
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図 6 ラッテに DBS35を経口投与した場合
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＼ 

日.G24土2

x 21-ic/¥l授。投与

。！μι／弓

づf

;:2 :'4 
日書店立

( 52 ) 



るととがわかる。排出は遅く徐々に低下し24時間を経

ても 1/4量が依然として残在しており，長時間臓器中

に留まって一旦体内に入り収納されると排出されにく

いようである。

2) 血液における消長について（図 6)

血液は肝臓に濯流している関係上，投与後2時間で

最高値を示し，最大の山は早くくるが，肝臓κ捕促さ

れるためか肝臓との時間的ずれがある。 ζれは非常に

興味ある ζ とで， 12時間後には， ほぼ一定の値比な

り， lμc投与した場合 count数が24時間後と，ほと

んど同じである。

3) 肺臓における消長について（図7)

JlijJ)臓においては，血液と同様な消長を示し，また血

液の count数の約1/2の放射量である ζとからみて肺

臓を通っている血液中の放射量で，！店！蹴そのものに

は，たいして含まれていないものと思われる。

図 7 ラッ子に DBS35を経口投与した場合

肺臓での消長（臓器g当りの放射線量）
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図 8 ラッテに DBS35を経口投与した場合

牌臓での消長（臓器 lg当りの放射線量）
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国 9 ラッテに DBS35を経口投与した場合
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図10 ラッテに DBS35を経口投与した場合

腿での消長（臓器 1g当りの放射線量）
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24 4) 牌！蹴lとおける消長について（図 8)

流血器管である牌臓は多血臓器であるために前から

入っている血液と混る、から，なかなか count数が上

らないものと考えられる。それで血液とは 5～ 6時

間ずれて最高値比達し下り方も緩慢である。

5) 腎！臓における消長について（図 9)

腎臓はいうまでもなく排出，収納，吸収があり，複

雑であるが傾向として血液の場合と似ており， 12時間

までに下りきって24時間値と大差なく一定で血液中の

DBS35が一定Kなってきているととを裏づけしてい

る。

6) 脳における消長について（図10)

脳では肝臓より血液と大体動きが似ており count数

が他の臓器に比較して大変少なく，脳中lと入っている

血液そのものの count数であるらしい。もう一つ興

味をそそるととは他の臓器lとはみられないのであるが

( 53 ) 



24時間備の count数が0になるという ζとで， DBS35

が検出きれない。
企士 号会
小口 nn旬

我々はドデシルベンゼ、ンスJレフォン酸ソーダ (DB

S）が生体内に吸収される際に，いかなる経路を通っ

て吸収されるかを経時的に追究しようとした。 ζれら

の解明のためにトレーサーとしてs35によりラベルさ

れた DBS35を用い，臼ネズミ lζ経口的l乙投与し，そ

の吸収をみようとした。

その実験成績より，生体におけるDBS35の最大吸収

は，投与後早いものでは 2時間，遅いものは， 3～4 

時間で，一般的に吸収が早く，かっ24時間後において

も各臓器中KDBS35を認めた。

1) 各臓器の最大収納は，肝臓が最も多く，つぎに腎

臓，血液， Jl11J臓，牌臓および脳の）I頃序となった。

2) 肝臓は投与後3時聞にその収納はピークに達し，

24時間経過するも当該臓器中KDBS35の蓄積されて

いる ζ とをg;'gめた。

3) 血液中では他の臓器と異な札比較的早期に吸収

され，かつ早期l乙消失する。

4) Jlrll織においては血液と同様な消長を示し，かつ血

液の countの約 1/2の放射量からみて，！日1臓その

ものには，たいして含まれていないものと思われる。

5) 牌臓は流血器管であるため多少ピークの時間は延

j揺；し，その排出は持続的である。

6) 腎臓の収納は肝臓に続いて大であるが，排加，収

納，吸収があるために，その吸収特性カーブは捜雑

である。

7) 脳における放射量は少なし脳中に合まれる血液

の放射量と考えられる。

4-VI 第 3報反復投与について

第18回日本公衆衛生学会発表（広島大学 10月14日）

吋~fl沢文正，山岸達典，渡辺学9)

＊＊柳沢文徳， Jll島裕博，平山廉三，広川勝豆

本報においては DBS35を動物に反復的に経口投与

し，その吸収，排出の経時的立場より追究して興味あ

る結果を得たので報告する。

実験方法

反復経口投与の万法は，DBS35を健康ラ γ トKlp.c/g

を反復的lζ経口投与を行った。乙の際の投与時間は 2

群l乙分け，その 1群は 4時間間隔で連続3回投与し

た。他の 1群は8時間間隔で同様t乙連続3囲投与を行

った。

投与後は一定時間にう γ トを断頭し，血液を採取し

て同時に解剖し，脳， J]llJ臓，肝臓，稗臓および腎臓な

どの各臓器を摘出し，前報の基礎実験のCとく，放射

能測定操作にしたがって DBS35 の放射線量を測定し

実験成績

1. 4時間間隔でDBS35を反復投与した場合

最大収納は肝臓が最も多く，その吸収量は 50400

countを示し最終投与後26時間を経過するも， 13700 

count認めている。

乙のζ とは吸収されたDBS35が，乙の肝臓で大部分

水 東京都立衛生研究所臨床誠験部

ネネ 東京医科歯科大学農村厚生医学研究施設

が処置，蓄積されていくものと思われる。つぎに腎臓

であるが，腎臓は排出，吸収， j段納があるため，その

DBS35の吸収特性カーブは複雑である。 （図11)

牌臓は count が異なるが，血液のように急激な上

昇カーブは認められず，やや遅れて上昇し，下降が緩

慢である。脳は血液の特性カーブと多少ずれるが，

countが少なく， j邸中lと入っている由液そのものが，

countされているものと思われる。（図12)

血液についてみると， DBS35は比較的早期に吸収さ

図11 4時間関簡にDBS35を反復経口投与した

場合（各臓器lg当りの放射線量）
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図12 4時間間隔にDBS35をE復経口投与し

た場合（各臓器lg当りの放射線量）

図13 4時間間隔に DBS35を皮復経口投与し

た場合（各臓器lg当りの放射線量）

れ，かつ早期l乙消失する。その結果，各臓器の特性カ

ーブと多少ずれている ζとが認められる。

肺H哉は血液のカーブと同様で、，その特性は認めがた

い。（図13)

2. 8時間間隔でDBS35奇反復経口投与した場合

通覧して，各臓器の吸収，収納および排出の特徴は

4f時間間隔で投与した場合と概略同様な傾向を示した。

（図14,15, 16) 

すなわち， DBS35の各臓器の吸収量は肝臓，つぎに

腎j肱牌臓， JJl!Jl蹴および脳の順序となり，特に肝臓に

おいては試料は 58000coun tgを示した。

とれらの臓器の吸収を経時的にみれば多くの場合，

最終投与後の4時間において最高になり， 12時間経過

するも各臓器中に残留し，蓄積されている ζ とが認め

られた。

結 論

ドデシJレベンゼ、ンスjレフ方ン酸ソーダの生体毒性を

追究する一手段としてs35をラベルした DBS35 を用

( 55 ) 

い最も合理的に生体内の吸収，収納，蓄積および排世

の経時的立場から行おうとした。

DBS35をラザトに反復経口投与した場合，生体内に

吸収されたDBS35は，腎w蕊牌！！裁では数千countであ

図14 8時間間隔に DBS35を皮復投与した場

合（各臓器lg当りの放射線量）

＠一月千 E設

。一貫：

図15 8時間間隔に DBS35を反復投与した場

合（各臓器lg当りの放射線量）
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図16 8時間関隅に DBS35を皮復投与した場
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るのに比し，肝臓においては数万countという他の臓

器より数十倍の値を示し，吸収，収納および蓄積が大

である。

かつ各臓器の吸収を経時的にみれば反復経口の最終

投与3～ 4時間後にピークとなり 12～26時間経過した

後も，吸収，収納および蓄積を認めた。

ζれらの ζ とから， DBSが生体に何らかの有害作用

を現わすならば，肝臓に最も害を与えるものと考え

る。
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る普及率をみると，図1のとおりであり，平均では理

容所が25%，美容所が32%であるが，地域的にみると，

理容所では麹町，中央，四谷の各保健所管内に普及率

が高く，叉美容所では中野，四谷，中央の各保健所管

内に普及していて，地域的概念の上では，理容所は都

心部K，美容所では住宅地区に普及率が高い傾向がみ

られた。叉，一般環境条件の測定結果を普通室内環境

条件判定基準2）によって優，良，可，及び不適iζ分け，

これと空気調節実施状態との関係をみると，理容所で

~： 

夜~：

3 2 

ぞ子 l l～九九＠＠

町巴
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緒 雷

理容所・美容所は共に男女都民が多数集合する場所

として，環境衛生の整備を必要とする業態中の主たる

ものの 1つであり， ζれらに対する監視は法lとより，

現在各所管保健所の環境衛生監視員によってなされて

いる。我々は，乙の監視制度運営の資料とするために，

すでに昭和27年度に理・美容所の環境衛生学的調査を

行ない，その結果についてはすでに発表しているが，D

ζれは冬期における調査であった乙とから，本年度

（昭和38年）は特に夏季をえらんでζれを実施する機

会を得て，前回と同様な趣旨にもとづいて調査を行な

ったので，その結果について報告する。

調査方法

今回の調査は昭和38年6月， 7月の両月比わたって

実施したものであり，対象とした理・美容所は，都内

の10カ所の保健所管内において，各保健所管内あたり，

理容所，美容所ともそれぞれ4店づ〉で，保健所の監

視評点がA, B, C及びD級店に該当する店を 1つづ

っ選ぶのを原則としたが，各級に該当する店のない少

数の管内では例外として他の級の店に代えたと ζろも

ある。調査項目としては，一般環境条件（温湿度条件，

炭酸ガス濃度， じん；唆量， 落 F細菌数， 照度） の外

lζ，消毒ずみの器具の付着細菌数である。測定位置は，

いずれも仕事を行なっている位置で，叉測定法は平常

我々が行なっている万法を採用した。すなわち，温湿

度はアスマン通風寒湿計，炭酸ガスは北JI［式検知器（真

空法）， じん挨量はインピンヂャ一法， 照度はセレン

光電池照度計，落下細菌数はシャーレ法の各である。

付着細菌誠験では拭取法に従い，各器具を湿った滅菌

ガーゼ、で払拭し， ζれをlOmlの滅菌生理食塩水中に

入れて混和，その lmlを試験に供した。ただし蒸し

タオノレのようなものは，タオJレを絞った水を誠験に供

することlζした。

調査結果及び考察

各美容所，理容所において，空気調節を実施してい

＊東京都立衛生研究所環境衛住部

ー
巴谷

谷

中

城東

~日



は大体空気調節の普及率が高いところの万が調査結果

も概してよい成績を示しているが，美容所では空気調

節をしているところの万がかえってわるい結果になっ

ている傾向がある。

% 
100 

軍一T
？
ι／
 

戸斤 美容所

80 

60 

40・-

20 

。
A B C D平 A B C D 平

均 Iむ

叉，図21ζ示したように，各店の綜合判定の結果で

は，優が理容所で37%，美容所で45%となっていて，

数としては一番多いのであるが，一方不適の判定を下

したものが理容所で27弘美容所で25%もあった。乙

の良否の判定結果を保健所の監視評点における A, B, 

C及び、D級店l乙分けて照合してみた結果，美蓉所につ

いては監視評点のよい店の方が実際の測定結果もよい

と云う結果になっているが，理容所については必ずし

もそうとは云えず，叉両者とも A級店でも不適と判定

したような店が出ている。

乙れを環境の各因子別についてみると次の通りであ

る。

先ず炭酸ガス濃度については，図 31ζ示すとおりで

あり，一般に理容所の方が美容所よりも濃度が高く，

理容所における平均値は0.98弘，美容所における平均

値は0.89%0であって，両者を通じての最高値は 4%0で

あった。叉，理容所，美容所とも監視評点のよい店で

も炭酸ガス濃度の判定に関する限りはよいとは云えず，

むしろ監視評点の下位にある店の方がよいので＼両判

定が一致しない。 ζれは監視評点がA, B級のように

J~ D 斗Z I~ B c D 王手
fり fぞう

図 3 室内炭駿ガス濃度判定

.A B C D E 
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0 

よい店では概して空気調節をしているところが多いけ

れど，どうしても換気不足になり勝ちなことを示して

いる。しかし，実際には，このような濃度で、は人体に

図 4 落下細菌数判定

仁コ；流協礎瀦
A B C D 
"31～ワ5～ 151-

30）ヮ4 150 293 
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つかないので，監視評点には発じん状態の多少は殆ん

ど反映されていないとみてよい。

温湿度条件については，夏季に実施した割には比較

的よい結果を得ている。殊K，空気調節を実施している

感覚温度判定

C D E 
23-24 25-26 27-28 29く。ハZ2 [: 
'Z1～20 19-1817-1615) u 

美 容所理容所
% 

100 

80 

図 6

対する直接の影響はないのでラ換気がや〉不足と云う

乙とを直ちに悪い環境と決めてしまうわけにもいかな

い。特に最近のよう tに都市では戸外の炭酸ガス濃度

でさえや〉増えて来ている状態では，炭酸ガス濃度を

示標とする判定基準には再検討を要する時期が来てい

ると考える。

次iζ，落下細菌については図4K示す如くである。

極端に多いと ζろはなく，平均数としては理容所が71,

美容所が46で，理容所の方がや〉多くなっていたが，

乙れと監視評点、との関係についてみると，理容所，美

容所ともに比較的よく一致しており，監視評点のよい

店では概して落下細菌数も少い傾向が出ている。従っ

て，店内の清掃状態，消毒状態等が監視評価にあたっ

てかなりの比重をしめており，叉殺菌灯等の使用も比

較的よし、結果を生じているものと思う。

じんI実量については，図 5i乙示す如く， 1～4mg/m3

のものが大部分で＼叉， じん挨数として労研式じん挨 60』

40』
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とζ ろではよいのは当然で、あるから，感覚温度につい

て監視評点との関係を照合してみると図6i乙示した如

く一致率が高い。

以上のように，理容所，美容所の一般環境条件とし亀

ては，温温度条件，落下細菌数のような項目では比較

的よいけれども，若干とも換気不足托なり勝ちな傾向

にある乙とが指摘出来る。

次lと器具の消毒状態についてであるが，各器具の付

着一般細菌数並ぴK大腸菌による汚染状態は図71乙示

した如くである。各器具により，叉各店lζよって区々

な成績を示すので，必ずしも監視評点の上位の店の方

が清潔な器具を使用しているとは云えないが，それで

も，全般的な傾向としてはやはり監視評点の上位の店

の方がよい結果になっている。理容所，美号室所を通じ

て，消毒が不完全になり易い器具としては，タオJレ，

ひげそりブラシで，これに次いで、くし，ロッ F，その

他のブラシ類があげられる。殊に汚染のひどかったひ

げそりブラシをはじめとするブラシ類には大腸菌汚染

例が少数ながら見出され，その率は盟容所で3%，美

容所で1%であった。一方，消毒し易いものは，かみ
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D 

計による算定値の平均は，理容所で1125/ml，美容所

で964/mlであった。全般的には美容所の方がや〉じ

ん壊が少い傾向にあるけれども，乙れは床の状態が関

係していると思う。叉，理容所，美容所とも監視評点

のよい店の方が必ずしも発じんが少いと去う ζ ともな

い。 ζの程度の発じん状態では仲々肉眼では見分けが

c B A D 平

均
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場からは理容所よりも美容所の方がや〉よい結果を得

ているが大差はなく，室内環境判定の基準でみて不適

と云う判定を下したものは約25%あった。保健所の監

視評点の優劣とよく一致する環境試験項目としては，

温度条件や落下細菌のようなもので，空気調節，殺菌

灯等の普及はζのような項目の改善には大いに役立つ

ているが，一方，炭酸ガス濃度のように換気状態の良

苔を示標とすれば監視評点のよい店の万がかえって不

良なものが多い。

器具の汚染状態については，監視評点が上位の店の

美容所

( 60 ) 

宜容所

そり，はさみの如き金属製品で＼いずれも殆んど付着

菌をみとめなかった。 ζのように，消毒ずみの器具と

去っても，物によっては汚染の程度が違い，優良な店

と評価されたものでも，タオル，ブラシ類の消毒保容

は未だ不充分な店がある乙とが指摘出来る。

結語

都内の理容所，美容所の中から，保健所の監視評点

でA,B,C及ぴD級l乙属する店を夫々40店づ〉選ぴ，

ζれについて一般環境調査と使用器具の細菌汚染の程

度をしらべた。一般環境条件については，綜合的な立



方が一般によい結果を得ているが，概してタオノレ，ブ

ラシ類の消毒は各店ともに不完全になり易く，殊に少

数ながら大腸菌汚染のみられたものもあった。

文献

1）斎藤功，ほか：東京都立衛生研究所年報， （IV)

( 61 ) 

p. 81, 1952 

2）日本薬学会：普通室内空気判定標準（斎藤功

生活環境の衛生と測定法より）

本論文の要旨は，第20回公衆衛生学会総会におい

て口演した。



降下ばいじん量からみた東京都の6 
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東京都においては大気汚染の進行に伴い，ばい畑に

対する被害陳情数も増加し，叉ばい畑防止の与論も喚

起きれ，都民の空気汚染に対する関心も強まり，これ

らの諸事情から，都においては昭和29年11月から東京

都の全域の舛気の概況を把躍するため調査を開始した。

東京都の降下ばいじん調査（図 1）の概況をのぺる

と，都全域の26筒所の保健所，学校，会社等の屋上で， J

東京都の空は終戦後はしばらくばい畑もなく，自動

車の排気ガス等も少なく，大気は清浄であったが，商

工業の発展と人口の都市への集中により，都の大気は

汚染され，都市住民の生活を不快にするばかりでなく，

建物，農作物その他の器具等にまで損傷をおよほし，

都市における大気の汚染は，これ以上見のがす事が出

来ない所まで来ているものと考えられる。

図1.東京都の降下ばいじん量測定個所配置図

40 

53.53 

＊東京都立衛生研究所

3Q 

国2.東京都の降下l::J:"L＼じん量月別釘じ
（各地の平均値），

(( 62 ): 

環境衛住部



1954年11月以来簡易ばいじん計を使用し，毎月の降下

ばいじん量及ぴその放射能，その他気象条件等を調査

し，また空気汚染状況（じんあい数，量，炭酸ガス量，

一酸化炭素，空中落下細菌数）を毎月 1回ずつ調査し

た。

各試験年度の成績を通観すると，状況には大差はな

く測定値には各種の変動を示すがその変動は各項目と

も同様で、ない。降下ばいじん量は，じんあい数ともか

なり相対的で，各試験年度における月別変化（図2) / 

においては，匂第1,2年度は 2月が最も多く，第3年度

は2月， 4月で，第4年度は2月， 5月， 8月， 5年

度では2月， 4月，第6年度は3月，第7年度は2月，

4月， 8月と増加し，第6年度以降の各誌験年度にお

いては夏季（8月）にや〉増加の傾向を示している。

また都内各地の降下ばいじん量の年間平均値（表1)

の最多値一平均値一最小値をあげると（表2）の通り

である。

表 1 東京都の降下ばL、じん量（魁／km2月．各地の年間平均値）

ぷよ ？ 第 1試炉｜間制第3詩鱈半1 95 ( 1 95 ( 195 ( 195 (I 95 (I ( 1 

麹 町 37. 56 30. 39 23.85 

錦町（千代田紙業） 47.39 46.55 109.24 

中 央 28.31 24. 18 27.02 

日 本 橋 36.81 34.85 32.86 

神 回 23.38 23.84 24.43 

石 JI! 18.76 21. 26 21. 05 

深 JI I 18.53 19.99 19.61 

芝 20.23 18.86 16.28 

赤 坂 13.54 16.36 17.39 

渋 谷 16.58 16.33 19.37 

四 谷 11. 86 11. 89 13.67 

牛 込 13. 87 19.47 17. 12 

城 東 17.36 19.41 21. 00 

向 島 27.52 27. 17 35.70 

浅 草 t 29.45 29.09 33. 70 

荒 JI I 33. 39 29.95 34.03 

滝 野P JI I 26. 76 23.52 17.77 

王 子 15.32 15.39 14.93 

！ 大久保（衛研） 18.43 16.53 18.04 

大森 18.48 18.i9 19. 91 

玉 JI I 13.34 11. 09 11. 23 

石 神 井 13. 15 8.22 15.41 

育 梅 4.37 18.09 18.03 

立 JI I 11.54 14.55 19.76 

杉 並 西 12.83 10. 27 12.46 

大 島 11. 43 10. 06 9.85 

江東側立化工） 一

平 均 20.81 20.62 23.99 

第 1年度から第2年度までは平衡を保ち第3年度に

いたり増加を示したが，第4年，第5年度はやや減少

し，第6年度には各地区とも全般的l乙降下ばいじん量

は増加の傾向を示し，第 7年度にいたり過去の各誌験

年度の最高を示す様になった。

( 63 ) 

21.62 22.07 22.56 29. 71 

65.69 72.75 57.29 58.85 

23.53 21. 42 28.73 32.33 

25.37 29. 16 21. 34 40.25 

20.31 22.21 23. 13 27. 16 

20.00 19.84 18.69 28.70 

18. 91 25.79 39. 34 48.60 

19.55 16.42 20.93 27. 10 

15.79 14.29 21. 18 24.96 

15.49 16.33 39.90 23. 11 

15. 18 18.93 20. 78 26.28 

13.92 17.68 22.87 25.66 

18.33 20.53 23.67 29. 75 

28.54 24.45 38.07 43.37 

26.99 27.48 56.00 49.23 

24.95 26.25 27.22 26.92 

18. 16 21. 05 20.76 22.24 

13.86 11. 11 16.35 19. 74 

17.27 17.76 21. 09 25.28 

22.06 18.02 22.41 23.84 

12.88 11. 21 13. 11 19. 74 

10.46 10. 91 16.26 18.06 

8.68 7. 76 15. 10 18.35 

10. 16 8.93 19.02 15. 18 

11. 78 10. 32 14.08 17.63 

12.69 8.71 12.66 10. 36 

一 21. 83 24. 19 

19.41 19. 16 24.42 28.12 

降下ばいじん量は各誌験年度とも 1月から 5月比多

く， 6月から12月までは比較的減少している。 ζれは

暖扇の影響と考えられるが，第3, 6, 7年度をみる

と全試験個所の平均値は必ずしも暖薦の影響とは思わ

れない。乙のような原因としては今後の経過をみない



表 2

年 度 最 多よ 値（場所） 平 均 イ底 最 値（場所）

第！（試19験55年年度） 47. 39 千代田紙業 20. 81 4. 73 青 梅

第 2（試19験56年年度） 
46. 55 // 20. 62 8. 22 石 神 井

第 3（試19験57年年度） 109. 24 // 23. 99 9. 85 大 島

第 4（試19験58年年度） 
65. 69 // 19. 41 8. 68 青 梅

第 5（詰19験59年年度） 
72. 75 // 19. 16 7. 76 // 

第 6詰験年年度） 
(1960 57. 29 // 24. 42 12. 66 大 島

第 7試験年度
(1961年） 58. 85 // 28. 12 10. 36 // 

と分らないが各地における工場やピル等の増加と生産 量は第5年度まで、はほぼ一定の比率で、あったが，第6

が一時的K高まった ζ とによるものと考えられる。 ～ 7年度にいたり蒔，工業地域は接近し差異色少くな

都におけるばいじん量の最も多い地域は商業地域 っている。 ζれらの原因としては工場並ぴにピJレ等の

（特にビソレ街），工業地域，住宅地域郊外，郡部都市の 増加にともなう燃料消費の増大と，自動車の排気ガス

JI国であったが．商業地域，工業地域は共に第4年度ま による影響があるものと思われる。

で、は漸時減少の傾向を示し，その他は余り変動はなか 特に第6年度は全般的l乙ばいじん量の増加が顕著であ

ったが，第6年度lといたり，都内各地共全般的に増加 ったが， ζれは上記のような原国以外に気象条件の悪

の傾向を示すに至った。また各地域間の降下ばいじん／ 化もかなり影響しているものと考えられる。

以
第 l誌験年

(1955年）

第 2誠験年

(1956年）

第 3試験年

(1957年）

第 4誠験年

(1958年）

第 5誠験年

(1959年）

第 6試験年

(1960年）

第 7詩験年

(1961年）

表 3 都内各地の降下ばいじんの成分及びその由形分総量に対する%（国／km九月）

（各地の2,5,8,11月の平均値）

不 溶分 可溶 分

タ叶＇~出荷灰分｜小言！ 蜘躍｜灰分l小計｜叫 Cl 

!. 38 2.04 10.97 14.39 5.97 3.42 9.39 1. 73 0.41 0.97 

(5. 8%) (8.6%) (46.1%) (60. 5%) (25.1%) (14.4%) (39. 5%) (7.3%) (1. 7%) (4.1%) 

0.98 2.81 10. 51 14.30 3.56 3.38 6.94 2.21 0.26 0.58 

(4.0%) (11. 6%) (43.4%) (59.0%) (14.7%) (14.0%) (28. 7%) (9.1%) (1.1%) (2.4%) 

1. 62 2.50 14.36 18.48 !. 87 3.51 5.38 1. 85 0. 15 0.28 

(6. 8%) (10. 5%) 』（60.1 %) (77. 4%) (7.8%) (14. 7%) (22. 5%) (7. 8%) (0.6%) (!. 2%) 

!. 24 1. 88 10.42 13.54 2.95 3.49 6.44 2.26 0.26 0. 19 

(6.2%) (9.4%) (52.1%) (67. 7%) (14.8%) (17. 5%) (32. 3%) (11. 3%) (!. 3%) (!. 5%) 

1. 81 2.25 10. 13 14. 19 2.52 3.49 6.01 2.23 0.29 0.26 

(9.0%) (11. 1 %) (50.2%) (70.3%) (12.5%) (17.3%) (29.8%) (11.0%) (!. 4%) (!. 3%) 

2.31 2. 13 10. 72 15. 16 3.01 3.30 6.31 !. 55 0. 14 0. 17 

(10. 9%) (9.9%) (49.8%) (70. 6%) (14.0%) (15.4%) (29.4%) (7. 2%) (0.7%) (0. 8%) 

2.25 2.91 13. 13 18.29 3. 17 4.81 7.98 2.24 0.22 0.28 

(8.9%) (11. 1%) (49. 5%) (69. 5%) (12. 1%) (18. 7%) (30. 8%) (8. 5%) (0.8%) (!. 0%) 

固形分！

総量

23. 78 

(100%) 

21. 24 

(100%) 

23.86 

(100%) 

19.98 

(100%) 

20.20 

(100%) 

21. 47 

(100%) 

26.27 

(100%) 

降下ばし、じんの成分（表3）は 2,5,8,11月の3

カ月毎に試験している。不溶分は可溶分の2～ 3倍で

測定年月日や被検個所の違いはあっても，この割合は

余り変動は少なく，また不溶分については第2年度ま

( 64 ) 



では変動もなく，タール分，ターJレ分以外の炭素分，

灰分等も変動は少い。第3年度にいたりターJレ分，灰

分等はや〉加増を示したが， 4～6年度は余り変動も

少くターJレ分，タール分以外の炭素分，灰分は多少の

増減はあっても大差はない。次lζ可溶分については第

1年度ではや〉多く，第2年度～第 6年度までは変動

は少かったが，第 7年度R...~•tこり，不溶分，可溶分は

全般的に降下ばいじん量の増加と共に多くなっている。

また降下ばいじんの成分は測定個所や試験日等が異

れば多少の変動はあるが，総体的には常に一定の量的

水準がある事が多かった。

むすび

{1）東京都における降下ばいじん量は大気汚染の進

行Iと伴い逐年的増加の傾向を示し，第7年度（1961

年） vcは各誌験年度比おける最高の値を示した。

(2) 東京都の大気汚染、は発生源は産業別花見ても多

種多様であり，かつ発生源が都内の各地に点在し，

まζ とに複雑で汚染機構の解明には多くの努力を

要する。

(3）近次都市における交通機関の発達，特に自動車

等の増加托伴う排気ガスによる空気の巧染による

問題も注目l乙値する。

なお本調査にあたっ！て都衛生局，公衆衛生部並びに

都内各保健所長はじめ環境衛生係員の絶大なる御支援

について深甚の謝意を表する。

( 65 ) 



7 東京都にbける大気汚染研究成績（第2年度）

本報は著者等が昭和35年度（1960）の東京都大気汚

染調査委員会民参加，担当した部門の研究成果の要旨

である。

目 的

本研究は東京タワー等を用いて東京の大気汚染の実

態把握と発生機構の解明を企画した。タワーでは亜硫

酸ガス（S02と言印定量法に Rosaniline幽Formalin法

を用い，前年の Thomas法を対照としたほかは前年

と悶様であるが，調査期間を延長してデータの集積を

図り，また対照個所として都立衛研屋上を新設した。

調査方法

調査期間は1961年2月10日～3月初日，調査個所は

タワーでは前年同様地上，科学館屋上（地上25m），展

望台屋上（地上125m），作業台上（地上225m），および

衛研展上（地上10.5m），測定項目は S02と粉車で，

S02の Thomas法による定量はタワーでは科学館

屋上のみである。粉盛も S02も紀本式自動捕集器で

捕集し，衛研で定量した。気象データはタワーの汚染

測定個所毎のものその他が，気象庁その他から提示さ

オ1た。

成 果

1）測定期聞を前年より延長した乙とは，それだ

け認識を広く深くした。 2）逆転や大気安定度の増大

＊東京都立衛生研究所

劫

嗣

武
欣

正

藤

野

林

斎

中

小

両角

中山

清＊

袈裟典＊

はほ~－ 3～8時前後で，昼間lζは見られなかった。

5 m・sec-1以下の弱風の時の発生が多い。逆転と汚染

増大とは必ずしも相伴わない。 3）粉盤濃度の上昇は，

地上からの高さの如何にか〉わらず風速2m・sec-1以

下の状況において起り易いが， これ以上，特に5m・

sec-1以上では起り難い。 タワーでは昨年同様高所ほ

ど濃度が低下する。衛研屋上の値はタワー作業台位で

低い。粉塵濃度は風向とは関係が少ない。 4)S02濃

度は粉鹿ほど高さによる差が明瞭でなく，地上が昨年

度は最高の例が多かったが今年は必ずしもそうでなか

った。風との関係は，本季節に多い北偏りの風以外の

南，東，西風時や弱風のときに濃度上昇傾向があるが，

例外もあり，弱風による濃度上昇は粉塵ほど顕著でな

い。また衛研の値はやはりタワー作業台の値に近い。

Rosaniline l法の値と Thomas法の値は近似的であ

ったから，東京では Thomas法は総廃ガス濃度概測

には不適で、あるが， S02概測法として用い得る可能性

はあろう。 5）濃度は火曜が最高であった。

文 献

本報の詳細については「東京都衛生局編，昭和35年

度大気汚染調査報告書． （その 3）大気汚染の現状に

ついての調査」参照。
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8 Gaschromat_ographyによる排気ガス＠タール分

中の 3,4 -Benzpyreneの分離定量

まえがき

近年都市交通量の急速な増加と車輔の渋滞lとともな

い，市街地における内燃機関の排気ガスは著しく増加

し， Smog発生の一因ともなって， 一般住民の健康

上種々な障害が危慎されている。

排気ガスの主な成分は，使用燃料によっても異なる

が，一般には一酸化炭素，二酸化炭素，窒素，酸素，

酸化窒素，二酸化硫黄，鉛， 炭素， Formaldehyde, 

Phenol, _Cresol, Hydrocarbon等があげられる。そ

のうち Hydrocarbonl）についてみると Aliphatic

hydrocarbonでは Ethane, Propane, n-Butane, 

i-Pentane, Octane 等があり， Aromatic hydro-

carbonでは Benzene,Toluene，および Polycyclic

hydrocarbon等多数の物質を含んでいる。発癌性物

質として知られている 3, 4 -Benzpyreneは Poly-

cylic hydrocarbonの一種である。

従来3,4”Benzpyreneの分離定量には， Alumina,

Silica gelのカラムクロマトグラフィ＿2）またはペー

パークロマトグラフィー3),4）により分離し， 盛光スペ

脇 t 阪 ー宅郎＊

中 山乍袈裟典．米

定する方法が多く用いられていた。しかしながら両法

とも時間と手数がか〉り，また分離中の空気酸化7）等

の問題もあり，日常試験には不向のためガスクロマト

グラフィーわにより分離定量の迅速化をζ 〉ろみた。

実験方法

排気ガス中のターJレ分を東洋ロ紙No.5 A (llOmm) 

に Hi-VolumeAir Samplerで捕集し， Soxletに

より 6時間 Acetone抽出を行なった。 ζの抽出出液

を窒素気流中で減圧濃縮し Acetoneを除去する。つ

ぎに少量の Benzenek溶解し， N/100カセイソーダ

液で酸性分を除き， さらに蒸留水で洗い遠心脱水し

Benzene層を試料とした。

標準物質としては東京化成工業株式会社 G.R. 品

の Anthracene,Fluoranthene, Pyrene, 3, 4-

Benzpyrene, 1, 2-Benzpyrene, 1, 12-Benzperyl恥

eneの各々 1mg/0.5mlAcetone溶液を用いた。

ガスクロマトグラフには島津製作所 GC-lB型，

吸収スペクトルは島津製作所自記分光光度計 RS-27

型を使用した。

クトルのめり吸収スペクトル8）九10）さらに面積11）を測 ガスクロマトグラフの操作条件は表Uc示す通りで

表 1 ガスクロマトグライーの操例条件

Chrornoio~rQm 必

Oo,-te_ a .. RoomTernp._C Appo.r: EBGC-1 B 

Sample G(Q .S._ mf.Yjf)吻
Co1 ぃmn S E-30 」ェ豆＿%－

Rcm9-e」ニ＿±＿ rnV⑦ B「id_，伊 Curr.一六旦ASens. l.Q_Q_ 
Cho..化 Speeιユム？ゐ凡 D己iect（但El旧RID.TCO) 
Ope rotor t<. N. の

イ＊東京都立衛生研究所環壊衛生部
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ある。

実験結果

1）ガスクロマトグラフ単独では Anthracene,

Fluoranthene, Pyrene 等の分離は図 1のごとく

良好で、あるが， 3 , 4 -Benzpyrene, 1 , 2 -Benz-

pyrene, 1, 12-Benzperylene，の分離は図2, 3の

ごとく不可能である。

図 1 Anthracene, Fluoranthene, Pyrene 

のクロマトグラム
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A : An thracene 
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図 2 3, 4-Benzpyrene, 1, 2-Benzpyrene, 

1, 12-Benzperyleneのクロマトグラム
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図 3 3, 4-Benzpyrene, 1, 2-Benzpyrene, 

1, 12闘Benzperyleneの混合物の夕日マトグ

ラム
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2）ガスクロマトグラフィーと畿光スペクトルおよ

び吸収スペクトJレによる方法

ガスクロマトグラフの Columnの出口に2万の分

岐管を挿入し，一万を Detectork，他方をそのま〉

Detector Ba thの OutPut l乙接続する。

ガスクロマトグラフに一定量の試料をマイクロシリ

ンジにより注入し，レコーダーにより画かれるクロマ

トグラムを観察し， 3 , 4 -Benzpyreneを含むピー

クが出現しはじめたとき OutPut l乙Acetoneのは

いったスペクトル測定用セJレを接続し，流出物を吸収

させ（図4), ピークの終了時に中止する。セJレに

図 4 排気ガス・タール分のクロマトグラム
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l←→l……の間の流出分を Acetonek吸収させる
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Acetone を加えて一定量にする。 ζの液について盤

光スペクトJレおよび吸収スペクトノレを測定し， 3,4-

Benzpyreneの濃度を求めた。

なお本実験lζ使用した分l技管の分配率は純3,4-

Benzpyrene を用いて測定したと ζろつぎのように

配分された。

Detector /Out Put= 1/9 

3) SE-30 (1. 5%) on Chromosorb W (60～80 

mesh) 1. 5m中を表1の条件で通過した前後の 3,4

-Benzpyrene の吸収スペクトルは図5のごとく同

ーである。

図 5 3, 4-Benzpyreneの吸収スペクトル

ヘタ

c "' 

E互0.3

7t 
0.2 

"" 3之

0.1 

340 350 360 370 380 390 400 425 
波 長（ mメ乙可

A: Column 通過前（上の線）

B: Column通過後（下の線）

ζのζ とは 3,4-Benzpyreneは前記の条件では

：変化を受けないものと思われる。

4) 3, 4-Benzpyreneのガスクロマトグラフィ

ーによる回収率は，表1の条件において表21r.示すと

おりである。

表 2 ガスクロマトグラフィーによる

3, 4-Benzpyreneの回収率

注入量（ug) 回収量（ug) 回収率（%）

17.5 87.5 

15.9 79.5 
20.0 

15. I 75. 5 

15. I 75.5 

平 均 15.9 79. 5 

( 69 ) 

回収率があまりよべないのは， Out put から吸収

液セJレ間の導管の保温に問題があるように思われるの

結論

1) SE-30 1. 5m Column を用いたガスクロマ

トグラフィー単独で、は，排気ガス・タール分中の 3,

4 -Benzpyreneの分離定量は不可能で、あった。

しかしながら Column出口に分岐管を付けること

により，クロマトグラムをモニターとし 3,4-Benz-

p yreneの流出部分を OutPut から分取し， 定量

分析を行なう乙とが可能で、ある。

2）さらに分析の迅速化，簡易化のためには， Col-

umn－充填剤の開発， 長きの増大， 最適温度の決定

等によりガスクロマトグラフィー単独の排気ガス・タ

ーJレ分の分析法の確立が望まれる。
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9 東京都内井戸水の推計学的考察；（第 3報）

（港区p 品川区）

一一 村

原
秀

育

＊ 一
芝 子＊

まえがき

昭和36年本年報X直において，われわれは第 1報お

よび第2報として，練馬，板橋，杉並，中野，新宿の

各区における浅井戸の水質について報告を行ない，井

戸水汚染源調査の資料とすることを誌みたが，今回は

さらに，港，品川の2区について同様な調査を行なっ

たので報告する。

試験法

前報iζ準じ，塩素イオン，総硬度，過マンガン酸カ

リ消費量，全鉄イオンの定量およびアンモニア性窒素？

亜硝酸性窒素，硝酸性窒素の定性誌験を行なった。

統計法

前報l乙準じ当研究所で、取扱った検体中，今深度（20m)

以内の浅井戸を選訳し，前記成分のヒストグラムを作

成し，更に塩素イオンー総硬度の相関図表から，平均

値，標準備差，相関係数を求め，更に回帰宙線を求め

た。

資 料（港区，品川区）

港区（ I ）試 料 表 1
註：少z 少量ピz 微 量 コ z 痕跡－＝

検出せず 0＝飲料適 ×ロ飲料不適

町 名
Clイオン Hardness KMn04 Fe NOγN N02-N NH3-N 判定(ppm (ppm) consumed イオン

芝浜松田J2-1 34.8 82.0 1. 9 0. 10 ピ コ × 

芝松本町27 43.8 94.0 1. 3 0. 11 コ コ × 

II II 65 46.8 142.0 1. 6 0.03 ヒ 。
グ II 63 26.2 80.0 2.5 0.02 ヒ 。
ググ 64 19. 1 78.0 2.9 0. 10 ビ ,- 。
芝新橋7-4 11. 9 80.0 2.0 0.35 × 

芝白金三光町29 27.4 122.0 0.9 0.02 。、
芝白金台町2-25 24.6 110. 0 1. 0 0.02 コ 。
II II 1-81 79.2 182.0 2.2 0.50 ビ ビ 少 × 

芝白金今里町96 29.8 120.0 0.9 0.03 ピ 。
芝白金二本榎 17.6艇 60.0 0.6 0.03 ーピ 一 → 。
芝田村町3-3 23.9 106. 0 1. 8 0.03 ピ コ × 

芝三回綱町9 25.0 74.0 2.6 0.03 コ 。
ググ四国町2 29.9 92.0 1. 1 2. 10 ピ × 

グ白金台町1-24 34.8 118. 0 7.9 1. 25 ビ コ × 

ググニ本榎1-17 38.3 156.0 1. 3 o. 10 ビ 一 。
グ白金台町2-7 47.3 88.0 1. 3 0. 15 ピ 。
グ白金三光町91 42.4 160.0 o. 7 o. 02: ビ 。
グ三田四国町24 43.4 104.0 4.0 0.08 コ コ 一 × 

グ西久保広町30 27. 7 122.0 6.5 o. 13 ビ コ 少 × 

芝三島町6-4 14. 7 72.0 2. 1 0.04 ピ 。
芝三回四国町 25.8 96.0 1. 0 0.05 !J> 。
グ愛宕町！ー34 68. 1 140.0 !. 2 0.11 コ コ × 

＊東京都立衛生研究所 水質誌験部
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町 名
Clイオン Hardness KMn04 
(ppm) (ppm) consumed 

グ西久保八幡町7 31. 6 124.0 2. 7 

グ高輪南町45 27.8 38.0 1. 3 

グ下高輪57 30. 9 162.0 2.6 

グ之南平台町 28.8 80.0 1. 1 

麻布本村町225 34.8 108.0 0.8 

グ永坂町60 31. 3 84.0 1. 0 

// // 60 27.0 156.0 1. 7 

// // 60 29.5 132.0 2.5 

グ高村町66 38.2 162.0 1. 5 

// 山元町3 48. 7 162.0 0. 7 

グ永坂町60 54. 1 246.0 7.2 

グ広尾町17 35. 1 118. 0 2. 1 

ャグ 霞町18 32.6 110. 0 2.2 

グ 広尾町17 23.9 104.0 2.0 

グ本村町143 10.5 60.0 2.7 

グ三河台8-5 14.6 78.0 1. 4 

グ仲の町17 18.8 100.0 2.4 

麻布箪笥町23 26.8 172. 0 0.7 

グ葬町4 30.6 148.0 1. 5 

グ今井町35 23.6 132.0 l. 3 

赤坂表町4-11 15.4 68.0 4.5 

グ 青山南町5-45 36.8 136.0 1. 0 

// // 5-45 27.2 100.0 0.6 

// // 5-35 25.3 92.0 1. 7 

// // 6-73 25.0 80.0 1. 2 

// // 6一一121 12.5 76.0 1. 4 

// λr 6-49 21. 1 54.0 1. 5 

// // I-29 66. 7 198.0 1. 5 

赤坂青山高樹町 34. 1 104.0 0.8 

// グ槍町5 26.9 134.0 2. 7 

// グ福志寺2 17. 7 104.0 0. 9 

// // 12.8 68.0 0.8 

グ青山北町6-31 64.5 152.0 1. 3 

v/ // 5-15 23.2 92.0 2.2 

グ 青 山6-1-1 27.0 118.0 2.4 

グ若木町16 36.8 130.0 1. 5 

赤坂新坂手3 19. 1 96.0 1. 0 

表 2 塩 葉 表 3 硬 度

mg/I f mg/1 

5 ～ 15 7 25 ～ 55 
15 ～ 25 12 55 ～ 85' 
25 ～ 35 24 85 ～ 115 
35 ～ 45 9 115 ～ 145 
45 ～ 55 4 145 ～ 175 
55 ～ 65 175 ～ 205 

65 ～ ~5 2 
75 ～ 5 

205 ～ 235 
235 ～ 265 

( 71 ) 
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表 5 過マンガン酸加里消費量 図 2 硬 度

mg/l （ず）
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図 3 過マンガン酸加里消費量
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表 6 相関図表（塩素一硬度）

；＼ミ
-3 -2 。 2 3 4 u 

10 20 30 40 50 60 70 80 fj fjVj fjVj2 L:fjlli UiU 

4 250 4 16 4 

3 220 。。。。 。
2 190 2 4 8 7 14 

1 160 3 4 9 9 9 。。
0 130 8 3 14 。 0 - 6 。

i -1 100 6 7 2 17 -17 17 -21 21 

-2 70 6 4 5 15 -30 60 -31 62 

-3 40 2 - 6 18 - 3 9 

f; 7 12 24 ヲ 4 2 60 -36 128 -53 110 

fjllj -21 -24 -24 。4 2 6 4 -53 Xo=40, Yo= 130 

Lui2 +63 48 24 。4 4 18 16 177 X-Xo Y"k:Yo 

VL:fyui 
U＝一一一h一一一．’ V=  

-13 17 -17 2 4 2 2 -36 

Vui 十39 +34 17 。4 2 6 8 110 X-40 yー 130
U＝一一1一一0一一ー’ V曹 = 30 
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。口十2.:tftUi = -0. 88 

x=31. 2 m. v 

V＝すエjfjVj=O. 60 

:Y=112 

cru2＝す2.:tftUi2-U2=2.18 

.Su持 1.47 2:x=14.70 

σuz＝す・2.:jfj小山77

σUキ 1.33 σY=39. 9 

zの yへの回帰直線は

x-31. 2=0. 245 (y-112. 0) 

σuσv 
0.665 

X=O. 245y+4. 76 

（港区）考 察

(1）塩素イオン 10.5～79.2ppmの範囲内にあり，平一

均値は 31.2 ppmで，（表2)（図 1）からヒストグ

ラムは正規型分布を示した。

(2）総硬度は 38.0～246p.p. m の範囲内にあり，平一

均値は 112.Oppmで（表3) （図 2）からヒストグ

ラムは正規型分布を示した。

(3）鉄分は（表4）から 0～0.3 ppm 81. 6%, 0. 3 ppm 

18.4%であり，最高 7.lOppmであった。

住）過マンガン酸加里消費量は（表 5) （図 3）から

3. Oppm以下が92%を示した。

(5) （表 6）から塩素イオンー硬度の相関係数（r)= 

0.665で相関関係を認める。回帰直線を求めると

y の x への回帰直線（区］10) Y=l. 80x+55. 84 

X の yへの回帰直線（図10) X口 0.25y+7.46

(6）話料（表1）から60件中，飲料適切件，不適24件

で，亜硝酸性窒素が陽性の為不適になったのが16件

もあった。

切り－u
 

v
 

M
 

L
一日

v
d
 

γは相関係数

σv 
γ万二；＝1.8048 

yの zへの回帰直線は

y-112= 1. 80 (x-31. 2) 

Y= 1. 80x+55. 84 

γ与と＝0.245 
0-V 

品川区（ I ）試 料 表 7

町 名 Cル lHardness I KM仙 IFe I I I I (ppm) (ppm) consumed イオン N03-N N02-N NH3-N 判定：

小山台1-113 67.4 128.0 0.8 0.02 少 。
，グ 1-145 48.4 106.0 1. l 0.08 少 。
// 1一一135 1 I. 9 60.0 3.0 3. 15 ピ コ コ × 
小山3-7 49.3 94.0 I. 4 0.05 ビ 。
ノグ 3-8 48.7 94.0 2.0 0.02 ピ 一 一 。
グ 3一一111 51. 3 158.0 3.9 0. l l 少 ヒ ヒ × 
グ 4-47 32.3 78.0 0.9 0. IO ビ 一 。
バグ 4一一3 32.3 84.0 I. 6 o. 13 コ 。
東大｜！荷3-217 46.6 164.0 I. 4 I. 75 少 ビ × 

西大崎1-326 31. 9 82.0 0. 8 0.04 ピ 。
// 2一一170 54. 7 158.0 9.6 0. 13 コ コ ビ × 

// 1-289 24. l 60.0 0.6 0. 14 一 。
// 4-778 56. l 174.0 0.9 0.07 ピ 。
上大崎415 27.4 98.0 0.8 0. 16 ピ 一 。
// 3一一280 21. 1 108.0 0.9 0.03 コ 。
下大崎2-176 15.3 88.0 6.0 0. IO 少 少 × 

品川16-346 14.7 102.0 o. 7 0. 11 ピ 。
グ 2-750 46.6 128.0 4.2 0.03 コ 。
北品]114-718 32. 7 104. 0 I. 8 0.05 コ 一 。
Jグ 6-351 23.9 130.0 0.9 0.05 ピ コ × 
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i 町 名ベア ~~イPJJ.?-オ）ン.H~：~~）ss co~s~~~d イFオeン N02幽N N03-N NH3・N 判定

；南品川5-51 18. 8 64. 0 1. 9 0. 03 コ 一 一 0 

l グ 6-1512 45.2 140.0 2.1 0.13 コ一一 0

i 豊町2-1095 36. 9 94. 0 0. 9 0. 03 ピ 一 一 0 
j グ 6-147 64.9 132.0 1.0 0.07 ピ一一 0

j グ 6-196 52.5 110.0 1.8 0.75 ピ一一×

i グ 2-1341 47.7 120.0 2.2 2.75 一一一×

荏原6一109 61.2 72.0 3.2 0.07 ピ ー 0 
グ 1-287 51. 3 136. 0 4. 4 0. 1 0 ピピコ×

グ 4-157 52.7 116.0 0.6 5.70 コココ×

東戸越4-27 48. 7 128. b 1. 2 0. 06 ピ 一 一 0 
i グ 3-:-855 34.β 94. 0 0. 6 0. 03 ピー－ 0 

i西戸越1-553 49. 1 94. 0 I. 6 3. 75 コ ー 少 ×事

グ 1-512 11. 2 58；ρ 2. 0 0. 04 一一 0 

i大井三光町906 38. 6 168. 0 5. 5 2. 10 コ ピ コ × 

グ原町5356 44. 7 122. 0 2. 7 1. IO コ ー - X, 

i〆グ鏡町6559 14. 6 86. 0 1. 6 0. 04 一 一 一 0 
メグ グ 3603-5 36. 9 126. 0 5. 1 2. 85 ー ｛ ピ × 

ググ 3642 28. 4 76. 0 1. 7 0. 60 少ピー×

i大井庚塚町4795 29・1 96・0 4.4 0・15 ピ コ 少 × 

グバ~ 4945 48. 7 108. 0 3. 1 0. 13 少ピピ×

大井滝王子町4662 14. 6 80. 0 1. 6 0. 03 コ 一 一 × 

グ林町229 61. 7 172. 0 0. 4 0. 05 コ ー - 0 

平壕4-243 56. 0 162. 0 2. 7 0. 55 ピ 一 一 × 

｝ グ 2-681 33. 3 98. 0 1. 3 0. 02 ピー－ 0 

グ 5-37 67. 4 98. 0 0. 9 0. 04 少一一 0
グ 4-27 51. 1 96. O I. 1 0. IO 少一一 0

i五反田2-5-7 17.6 120.0 3.9 0.03 一 一 一 0 
グ 4-28 16. 7 46. 0 6. 8 0. 1 1 コー－ 0 

上大塚2-595 IO. 4 44. 0 2. 8 0. 15 コ コ ー × 

西中延2-9ー 1 18. 3 56. 0 1. 8 3. 75 コ ー コ × 

グ 5-1252 48. 0 126. 0 2. 0 0. 03 ビー 0 

中延1-273 39. 3 110. 0 3. 3 0. 75 コ 一 一 × 

東中延1-352 63. 2 , 122. 0 2. 0 0. 08 ピ コ - x 

グ 3 587 56. 1 114. 0 1. 5 0. 03 ピー－ 0 

；グ 1-356 66. 7 190. 0 2. 0 0. 04 少コー×

表 8 塩素イオン 表 9 硬 度 表 10 鉄

mg/l f mg/I f mg/l 

5 ～ 15 6 40 ～ 60 4 。 0.3 
15 ～ 25 8 60 ～ 80 6 0.3 ～ 
25 ～ 35 ヲ 80 ~ 100 15 
35 ～ 45 ら 100 ~ 120 9 
45 ～ 55 17 120 ～ 140 11 
55 ～ 65 7 140 ~ 160 4 
65 ～ 75 3 160 ～ 180 5 

' 180 ～ 200 
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図 6 過マンガン酸加里消費量

Cf) 

20 

10 
10 

10 20 30 40 50 60 ワO 1. 0 2.0 3.0 4. 0 5.0 6.0 r7.0 8.0 9.0 
TT<トき／.t m~jl!. 

1隠 5 硬 度 表11 過マンガン酸加里消聾量

ト（子）｜
mg/l f 

。 1. 0 14 

1. 0 2.0 17 

2.0 3.0 10 

~「寸 3.0 4.0 6 

4.0 5.0 3 

5.0 6.0 2 
20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 6.0 7.0 2 

niji-/./ 
7.0 8.0 

8.0 9.0 

9.0 ～ 10. 0 

表12 相関図表（塩素ー硬度）

I~ 
-3 -2 。 2 3 u 

10 20 30 40 50 60 70 fi fjVj f jVj2 2_)ijUi VjU 

4 190 4 16 3 12 

3 170 3 5 15 45 7 21 

2 150 4 子2 8 16 4 8 

I 130 2 2 4 2 11 11 11 7 7 

0 110 4 9 。¥ 0 。。
90 2 6 4 15 -15 15 - 7 ア

一2 70 2 2 6 -12 24 - 7 14 

-3 50 2 2 4 -12 36 -10 30 

fi 6 8 6 5 17 7 3 55 163 - 3 99 

fiUi -18 -16 - 9 0 17 14 9 」 3 Xo=40, Yo= 110 

f;Ui2 54 32 9 0 17 28 27 167 
U口主こhさE’ v－ー~一Yo一

VL;fjVj -10 - 9 -10 4 11 9 4 

uN 30 18 10 0 11 18 12 99 
hロ 10, k=20 

U= X=40 V－一一y-110 
10 ’ 20 
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u=-Jr2=di的 z 二三＝－0.055
lV 55 

x=39. 45 

百＝す玄jfjVj= -0. 018 

合口110.36

O'U2 ＝~戸fiUt2一日町

σu』 1.73 σx=l7. 30 

σvz口すエ山川口2問

σ0キ 1.72 

」γ'L,tUiViー。u
H •去＝ 0. 604 

σuσ百
γ 

Y号＝1.20

yの zへの回帰直線は

y-110. 36= 1. 20 (x-39. 45) 

Y=l. 20x十63.02

rrx 17. 30 
γヱ..：.＿＝0.604×一一一口0.303
σy 34.40 

xの yへの回帰直線

10 

1・－39.45=0. 303 (y-110. 36) 

X=O. 303y+6. 01 

品川広考 察

(1）塩素イオンは10.4～67. 4 ppm の範囲内にあり，

平均値は 39.45 ppmでヒストグラム（表8)（図4}

の如くである。

(2）総硬度は 44.0～190ppm の範囲内にあり，平均

値は 110.36 ppm でヒストグラム（表9) （図 5)

の如くである。

(3）鉄分は（表10）の示す如く， O～0.3 ppm 76%, 

0.3～ 24%を示し，最高 3.75 ppmであった。

(4）過マンガン酸加盟、消費量は（表11）の如く，ほと

んど 3.0 ppm以下であった。

(5) （表12）の相関図表から，塩素一硬度の相関係数

(r) =0. 604で，相関関係が認められた。

更に囲帰直線を求めると，

(6) 

( 76 ) 

yのエへの回帰直線（関10)y之江1.20x+63. 02 

5 の yへのグ （図10)X=O. 303y十6.01

試料（表7）より55件中，飲料適切件，不適25件，

亜硝酸性窒素とアンモニア性窒素に起因するものが

17件もあり 総合的に余＇？飲料水としては良くない

様に思われる。

60 80 
ヱ



10 都内公衆浴場浴槽水の理化学的試験結果から

その水質基準についての一考察

山

笹

！［崎

野

堅

英

τと＊
Iコ

叫べ佳
比

4
β
山が

毎年都内公衆浴場浴槽水について試験を行なってい

るが， 37年度は種々の都合により例年比比し取扱件数

が少かったので最近3年間の理化学的試験の結果から

考察する ζ とにした。浴槽水にカルシウム，生薬類等

の浴剤を使用し明らかに薬湯といえるものは除き，｛蓋

少の着色，芳香等を与える浴剤を使用したものは一般

浴槽水として取扱った。試験法は水道協会の下水試験

法により行ない（透視度計は 5号活字の文字盤を用い

暗箱は使用せず）成績表は37年度のもの以外は省略し

た。

表 1 37年度浴場浴槽水試験成績表

別 ｜｜ 透 視度 ｜｜ （抽」I出 I tmi(p布三信~r叫←ふり I i加畳古マ舘ンガ量ン酸 I 吟ア／五モニ）ヤ I イアル（~請ブえノ

男 11. 4 7.2 20. 36 24. 75 1. 16 0.99 

女 14.0 7.2 21. 06 22.89 1. 56 0. 99 

2 男 28.0 7. 7 15.45 22.27 1. 16 0.64 

女 30以上 7.6 14.04 21 65 0.46 0.58 

、rコ, 男 15.8 7.0 40. 72 38.99 1. 74 1. 57 

女 23.0 7.0 37.21 35.28 1. 74 I 57 

4 男 24.2 7.4 26.68 32.80 I. 39 1. 16 

女 30以上 7.4 28.08 25.99 I. 16 0.93 

5 男 10. 0 7.0 36.51 25.99 1. 10 I 45 

女 15.6 7. I 35. 11 29. 70 1. 80 1. 39 

6 男 7.6 6.9 36.51 29. 70 4. 18 2.61 

女 8.4 7.0 37.21 33.42 3. 36 2. 55 

7 男 11. 8 37. 91 15.46 1. 34 1. 46 

女 15.0 7.0 35. 11 15.46 1. 92 1. 29 

8 男 19.8 7.2 33.00 26.61 0. 73 2.02 

女 22.0 7. 3 30.89 22.27 
0.67 1. 96 

9 男 22.0 7.5 37.21 24. 75 
1. 12 1. 23 

女 23.0 7.6 21 06 22.27 
0. 56 I 40 

10 男 12.4 47.C4 22.89 
1. 01 I 96 

女 20.C 7.6 37.21 II 74 1. 0 I 

11 男 8.4 6.8 23.87 37. 14 
I 92 I 79 

女 8.6 6.8 37. 76 
1. 90 2.02 

12 男 17.6 7.6 37. 91 27. 23 
2.41 

2.97 

女 20.0 7.6 35.81 25. 37 
0.84 

2. 01 

13 男 13.6 7. 3 37.21 16.08 
1. 79 

I 18 

女 14.8 7.3 33.CO 14.84 
1. 79 

I. 06[ 

14 女 14.0 7.2 14. 74 12. 36 
!. 34 

0. 95 

15 男 7.6 7.0 37. 91 22.27 
!. 79 

I 96 

女 8.6 7.0 34.40 16.08 
I. 74 

I 34 

16 男 12. 1 7.6 154. 6 22.27 
!. 06 

0. 96 

ネ東京都立衛住研究所 水質試験部
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ノ
塩素イオン

(ppm) 
pH 

（比色法）

0.68 

!. 24 

0. 50 

0.84 

0.90 

!. 40 

l.12 

!. 90 

l. 46 

1.12 

l. 29 

2.36 

!. 62 

0.67 

0. 39 

!. 74 

I. 46 

1 68 

!. 06 

2.02 

!. 51 

I. 34 

0.90 

l. 62 

!. 46 

!. 12 

2.80 

2.58 

1. 34 

1. 62 

3.30 

4. 76 

!. 40 

1. 40 

!. 12 

!. 18 

!. 18 

0.91 

0. 73 

0.62 

0.67 

0. 56 

!. 51 

1. 23 

0. 78 

0. 78 

3. 70 

3.30 

7.90 

5.82 

22.89 

27.29 

20.41 

14.84 

17.94 

17. 32 

16.08 

22.27 

16. 70 

17. 32 

13.60 

9.88 

15.46 

11. 12/ 

8. 03/ 

18. 56 

14.84 

26. 16 

18. 41 

27. 24 

21. 97 

15.47 

12. 99 

23. 52 

20. 12 

透 視 度

21 

157.27 

199.40 

178.33 

21. 77 

21. 77 

35. 11 

31. 60 

33. 70 

27.38 

23. 17 

21. 77 

28.08 

23. 17 

30.89 

26. 68 

35. 11 

33.00 

25.28 

19. 66 

41. 42 

41. 42 

22.47 

19. 66 

26.68 

23.87 

8

7

1

1

4

4

8

8

8

8

4

4

4

6

7

8

4

5

5

6

2

4

3

4

 

7

7

7

7

7

7

7

／

0

6
／

む

6

7

7

／

0

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

0

0

6

0

6

6

2

4

2

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

5

5

5

 

4

9

3

0

3

0

0

8

0

0

1

2

5

2

5

7

1

8

0

4

0

2

2

7
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1

1

1

1

1

‘

l

i

l

i

1

1

1

1

2

i

1

4

2

1

1

 

5JU 

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

性検体番号

16 

17 

19 

20 

18 

22 

25 

26 

27 

24 

23 

28 

の約 1/3にあたる汚染度の高いものを不適とし，少く

とも他の浴場と同程度まで水質を向上させる考えで引

かれた都案であった。

最近3年間の試験成績を上記都指導基準によって比

較すると表2のようになる。 ζの試験検体は衛生局の

係員が18～22時の間に採水したものである。

昭和29年度都内浴槽水366件の試験成績から

(a) 透視度....・ H ・....・ H ・－…....・ H ・...・ H ・－…・ H ・H ・・・10以下

（日 過マンガン酸カリウム消費量…・・・ 25ppm以上

(c) 窒素合計量（アンモニヤ性及アJレブミノイド）

...・ H ・・・・5ppm以上

という 3項目の不適を示す指導基準を設定し，以後こ

れにより行政指導を行なって来た。これは上記366件

部指導基準による不適率年度比較表 2

37年度（55件）36年度（148件）35年度（138件）

27.3 

29. I 

12. 7 

45.5 

% 

9

8

0

2

5

3

0

 

8

1

1

0
ノ

6

不適件数

〆む

7

5

6

8

2

1
よ

円

ノ

ム

0 

8. 8 

30.4 

35. I 

% 不適件数

0

3

5

2

0

6

8

 

1
i

ぺ

せ

に

υ

っリ

64.5 

13.0 

7.3 

76. 7 

% 不適件数

不適

不適

グ

β’ 

(a）項不適（透視度）

(b）項不適（過マンガン酸カリ消費量）

(c）項不適

*(a) （同（c）項何れ

単独に（a）項の

グ (b）項の

グ (c）項の

か

み

み

み
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表 3 項目別平均量

35 年 度

肋 女） ｜倒 （女） （男＋女）｜（男）｜（女）（男＋女）｜（男）｜（女）

20.23 
モンド（窒pガ二p素ンmヤ酸合性）計，カリ ウム消 I 
ンアJレ

ノイ 量（ppフmζ） 2. 2.86 2. 72 4. 74 5. 1 4. 37 3. 19 3.42 2.97 

表 2において35年度は東京都の冬期渇水時で砂鹿，

媒煙等による汚染の甚だしい入浴者が多いため，乙の

様な値を示したのではなし、かと思われ， 36年度には循

環Vi過器使用上七率の漸増及び浄化剤を用いる浴場が多

くなったためか透視度は前年比比し格段の向上をみた

が窒素合計量の成績が反って低下しているのは外観に

とらわれオパーフローや換水を充分行なっていなかっ

たためと思われる。 37年度は伊過器使用浴場も相当増

加しているのでζれを除いた成績であるが， 36年度に

比し全般的に水質は低下している。

近く厚生省は水質基準を定めるとの事であるが，そ

の際理化学的試験では濁度5度，過マンガン酸カリウ

ム消費量25ppmを超えてはならぬとし， 窒素関係は

除外されるような案が示されている。窒素関係の成分

は現在の循還伊過器で除き得ないからと汚染の一指標と

して誠験項目lζ加える可きものと考える。

DIJち34年度l乙循還伊過器使用44浴場検査の際夜間の

検体で窒素合計量5ppm以上あるのに基準案適が1件，

叉過マンガン酸カリウム消費量のみ基準案適が1件あ

った。且つ叉35年度には都の下水処理後のアルブミノ

イド窒素年間平均量が 1.0～1. 2 ppmであるので，者／5

指導基準（c）項を 3.0ppmlとす可きであるとの意見も出

て， ζれを前記44浴場にあてはめると，窒素合計量

3.0ppm以上あるにも拘らず基準案適となるもの3件， i

過マンガン酸カリウム消費量のみ基準案適も叉3件あ

った。以上の如く過マンガン酸カリウム消費量と窒素

合計震の関係は全部が一致する訳でないから，汚染の

一指標として後者を試験項目に加えた基準案にすべき

ものと思う。原水中のアンモニヤ性窒素の量との関係

托ついては都内のさく泉氏はlppmを越える所は例外

なので，乙の特別な箇所を除いて一般iζは極く少量で

あり，大部分の浴場はアンモニヤ性窒素量の少い水道

水を使用又は併用しているので考慮に入れなくてもよ

いと考える。

たとえ窒素合計量を除いた上智基準になるとしても， i
都内浴場の現況から予想すると，水事情が良くかっ伊

過器使用比率の高いと見られる関西方面の大都市より

は不適が多数出ると思われ，対策として炉過器を新設

しなければ基準は守るに困難となるであろう。
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11 鮮度保持の目的で野菜に使用された

ストレプトマイシンの化学的検出法

1まえがき

昭和36年 5月23日，中央卸売市場で＼業者がストレ

プトマイシン製造の際の廃液（スマイ塩基として約 5

%含有）を購入し，その稀釈液lζ野菜を浸し，鮮度を

保持しようとしているのを監視員が発見した。

抗菌性物質を底薬品以外に使用することは病気治療

のさい，その効力をさまたげるため，食品に添加する

乙とは食品衛生法で禁止されている。しかし，野菜l乙

使用したばあい，鮮度保持の効果が顕著で、あるため，

ζんとも使用される可能性が大きいと思う。とくに昭

和39年10月のオリンピックには外人が多数来日するの

で，多量の清浄野菜が消費される ζ とが予想され，ま

たストマイの使用が充分考えられる。そ乙でζれに対

する試験法を検討する ζ とにした。

従来，生物学的諮験法で抗菌性を見る方法があるが，

乙の試験法ではストマイであると確認する ζ とは非常

に困難で、ある。そ ζで化学的に確認する方法を数種類

の野菜について検討したと ζろ，満足すべき結果が得

られたので、ここに報告する。

2検討した方法

a. ストマイの呈色反応

ストマイの水溶液の呈色反応として，坂口反応，

エーJレリッヒ反応，マJレトーJレ反応，ニトロプJレシ

ット赤血塩反応等を抽出液（後記）について行なっ

たが，いずれも盲検としての野菜の汁液からも同様

な類似反応が現われたのでこの方法は不可能であっ

fこ。

b. ペーパークロマトグラフイによる方法

単体溶媒または組合溶媒を約30種類用いて展開

し，発色法（前記aの定色反応を応用した）により

お乙なったが，いずれも官検との上昇率の差に満足

すべき結果が得られなかった。

c.イオン交換樹脂による方法

そζで，イオン交換樹脂をもちいて吸着，抽出し，

＊東京都立衛生研究所 食品部
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確認には加水分解液の自記分光々度計による紫外部

吸収をみる方法でお乙なったと乙ろ，成功をみたの

で，以下ζの方法についてのべる。

3ストマイの吸着，抽出，確認法

野菜約300gをとり，圧汁器で充分にしぼり， N-

H2S04でpHを 2.1Iζ調製し，炉過して炉液をとる。

（通常 150ml内外の炉液が得られる）。 ζ れを

Amberlite 1 RC-50Na型（ 50～lOOmesh）を10～

15mlつめたカラムを通し（毎分2mlの流速），つい

で pH2.1の水 20mlを通しで洗糠， Resinを水で

100 mlの共栓マイヤーに流しとり，上澄液をすて，

更に水 301111ずつで、振畳，洗糠し (3回くり退す），

上澄液をすてたのち N-H2S0410～20mlを加え，密

栓して振畳器で15分間振畳抽出を行なう。つぎに乙

れを炉過し， t戸液を 20mlの共栓比色管にとり， 40%

Na OHで中和，更に N-NaOHl mlを追加し，渉H

とう重畳煎中l乙5分間加熱して加水分解をおこない，

水冷後炉過し， 1芦液を水で2倍lζ うすめ，液層 lcm

で，分光光度計をもらいて紫外部の吸収スペクトJレを

とると，ストマイが寄在するときは 320111μ に最大吸

収があらわれる。キャベツ，サラダナ，レタス，パセ

リ，セJレリについての盲検では，紫外部に特定の吸収

帯は見られなかったので、本法で‘ストレブトマイシンを

確認し得る。（l~l)

なお， ζの吸収はストマイの加水分解によって生じ

たマルト｛ノレによるものであるので，ヂヒドロストマ

イではζのピークがあらわれない。（図2)

カラムの内径は 1.5cmのものを使用し， Resinに

ついては予め N-1-lzS04対応量を求めておく必要が

ある。本実験に使用したものは， lOmlが N-H2S04

151111 l乙対応するものであったが，野菜の汁液を pH

2.1!乙調製するさい， N-H2S0415mlを要するものが

あるので，乙うし、う場合は， Resinは lOmlでは不足

で， 151111を使用した。 Resinの使用量は pH調整

用 N-H2S04量が 5-lOmlの時は lOml,10～20ml 
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。
の時は 15mlを使用，抽出用 N-H2S01量は，それ

ぞ、 ~1, lOml, 20ml を使用する。即ち汁液を吸着せし

めたのち， Resinはなお N-H2S045ml程度比対応

する量が残っていればよい乙とになる。なお液体クロ

マト法でストマイを吸着させた Resinから抽出を行

なってみたが，汁液中の H2S04量が違うため，スト

図 2

T九

280 300 320 340 TT1升

50 

。

各図とも aは野菜のみ， bは野菜にス

トレプトマイシンが使用されている場

合の吸収スペクルで、ある。いずれも

320mμに最大吸収がある。

マイの溶出するフラクションが一定して ζないので，

パッチ法による溶出を行なう乙とにした。 pH8.0で

H型のResink吸着させる方法もあるが， pH2.1で

Na型lζ吸着させる方が確認限度をあげ得るのでこれ

を採用する乙とにした。

4むすび

ζの方法を用いると吸着から確認まで7～ 8時間で

できる ζ と，また 2～ 3検体を同時にお乙なえるため，

能率の点でもよいという利点がある。
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清浄野菜が最近家庭においても，相当利用されてい

る折柄， ζの方法を大いに活用し，公衆衛生行政の面

に寄与したいと思っている。

なお，本研究にあたり，いろいろ御指導をたまわり

ました国立予防衛生研究所の梅沢先生，当研究所の道

口技師民感謝致します。



12 食品包装材料に使用された蛍光染料について

紙は，食品の容器包装材料として古くから使用され

ているものであるが，紙を白くみせるために漂白或い

は増白の目的で盤光染料を使用した紙があり，食品衛

生法上問題となっている。食品に直接接触する紙類に

対する盛光染料の使用については，昭和34年12月28日，

厚生省告示第370号J食品，添加物等の規格基準第3,

B器具および容器包装の製造基準JKよって器具およ

び容器包装の製造に際して化学的合成I晃である着色料

を使用する場合は，食品衛生法施行規則，別表第 21乙

掲げる着色料以外の着色料を使用する ζ とはできない

とされており，昭和36年4月初日，衛食第 109号，食

品衛生課長通牒により，鐙光染料は化学的含成品たる

着色料とみなされ，その使用を禁じられている。

鐙光染料（Fluorescentdye または鐙光増白剤

Fluorescent whiteningagent，鐙光増白用染料

Fluorescent dye for whitening とも呼ばれてい

る）は，陽光中の紫外線を吸収して青紫～緑青色の鐙

光を発するので，乙の染料を使用して加工処理をする

と，白さを増し，明るさを増加する効果がある。化学

構造よからは 1）ジアミノスチルベン系， 2）ベンゾ

イミダゾーノレ系， 3）イミダゾ~；レ系， 4）ベンジジン

系， 5）クマリン系などに分類されている。主lζ使用さ

れているものは，ジアミノスチルベン系化合物である。

以下昭和37年 1月～12月間に取扱った試験成績につ

いて報告する。

0試験法下記通牒lζ準じて行なう。

0昭和30年11月16日衛食第244号の2 食品に添加

される鐙光染料の検出法について

0昭和37年8月23日環発第318号食品等の現場試

験法の11 食品およびレースペ｛パーなど容器包

装材料中の鐙光染料

0昭和37年11月22日環乳第58号アイスクリーム容器

托ついての4，アイスクリームなどの紙コップの

誠験

紫外線ランプとしては， 3660λ を主波長とするマナ

＊東京都立衛生研究所 食品部

松井多ー＊

藤居 瑛＊

佐藤弥代子＊

上 田 工＊

スJレライトを使用した。

1 白板紙原紙およびその製品について

表 1
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lコ
口口 名

1) I 牛 乳 栓 用 紙

2) コップ原紙

3) コ ツ プ類

4) アイスカップ

カッブカノてー

6) アイスカルトン

7) ノT イ 皿

板 五氏

ζの詰験成績（表 1）から考察すると，誌験取扱件

数 171件中否91件で53%が不適品で、あった。また自

動販売機用・紙コップについてはその 76%が不適品で

あった。牛乳栓については原材料中鐙光物質を検出し

たものは 1件もなかった。

2 上質紙その他について

表 2

名｜試験件数｜適｜否｜不適%

8) 上 質 紙 59 41 18 31 

9) レースベーパ｛ 23 13 10 43 

10) グラシン紙 10 10 。 。
パーチメント 13 4 9 69 

そ の 他 9 6 3 33 

1 4 '4 40 35 

レ｛スペーパ｛の原紙としては，主として上質紙が

用いられている。上質紙とレ｛スペーパ｛の試験成績

合計をみると，試験件数81件中28件（34.6%）が不適

である。グラシン紙については原材料中盤光染料を検

出するものはなかった。パーチメント紙は食品では主

にバター包装に用いられるが，その多くは造花用に需

要があり強度の白さが要求されるためであろうか，そ



の 70%に鐙光染料の溶出を認めた。パ｛チメント紙は

カニ健詰の内包装にも使用されるので問題がある。

3 各々について

1）牛乳栓用紙

試験件数 38件

適 38件（100%)

表 3

試料 原材料中 諮出話！検

十

2 ＋ 十

0 ぺ

4 十十 十

aコr 什 十十

6 什 十

7 

8 ＋ 

9 十十 十

10 廿 十十

11 什 十

12 廿 十

13 ＋ ＋ 

14 什 十十

15 十十 十

16 十十 十十

17 十十 十

18 

19 十十 十

20 ＋ 

21 什 十

22 十ト 十十

23 十十 ＋ 

24 十十 ＋ 

25 

26 

27 廿

28 十十 十十

29 十十 十

30 ＋ 

31 十十 十

32 十十 十

33 十十 十

0 「 - 10 

＋ 6 十 17

十十 22 廿 6 

備

（注）ー 鐙光をほとんど認めないもの

＋ 笹光を認めるもの

什強度の鐙光を認めるもの

考
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三！場紙器，尚山堂，大昭和製紙その他による依頼試

験が38件あったが，いずれも鐙光染料を溶出するもの

はなかった。 ζれは日本牛乳キャップ協会の「ガラス

びん用紙のふたの規格Jとしてゆきとどいた規定があ

り，牛乳の食品としての重要性から考え，特lζ衛生が

重んじられている結果と思考される。

2）コップ原紙

誠験件数 33件（表3)

適 10件（30%)

否 23件（70%)

コップ原紙は品質が均一のもの，丸網式抄造で重ね

層があり芯に故紙，損、紙を使ったもの，芯紙l乙特lζ強

表 4

試料 原材料中 溶出試験 備 者

＋ ノTラフインコ｛ト

2 十十 ＋ 

3 什 十

4 十十 什

5 十 ＋ 

6 什 十十

7 十十 十

8 什 ノTラフインコート

9 十十 十十

10 什 什

11 十 酢ピコート
12 廿 十

13 十十 什

14 什 十十

15 十 酢ピコート
16 十ト

ノTラフインコート
17 廿 十

18 十 十

19 什 什

20 十十 ＋ 

21 十 ノfラフインコ｛ト

22 什 什

23 什 l~ ラフインコート

24 什 十

25 廿 廿

26 什 ＋ 

27 ＋ ＋ 

28 十十 廿

29 十十 十

十 7 
7 

十 12
十十 22 

十十 lC 



度の鐙光染料を使用したものなどがある。芯紙にだけ

使用しである製品でも試料を細切して試験すると（＋）

となるが，上層紙lと畿光染料を使用していないもので

は 5cm×5cmの大きさのま〉の溶出試験，あるいは

コップ形態での溶出試験では（ー）となる。

3）紙コップ

試験件数 29件（表4)

適 7件（24%)

否 22件（76%)

紙コップでは，原材料中にはすべて鐙光染料の使用

が認められたが，パラフインワックスを全面にコート

したもの 5件および酢酸ビニーJレ系樹脂をコ｛ティン

グしたもの 2件，計7件は鐙光染料の溶出を認めなか

った。

4）アイスクリームカップ

試験件数 12件（表 5)

適 8件（66.7%) 

否 4件（33.3%)

表 5

九。料｜原材料中i溶出試験｜

＋ 

2 十十 ＋ 

3 什

4 十

5 十ト 十

6 十十

7 十十 十十

8 十十

9 十十 ＋ 

10 什

11 十十

12 十十

十 2
- 8 

+ 3 
十十IO

十十 I 

h首 考

ノマラフインコ｛ト

II 

II 

II 

II 

II 

パラフィン外側のみ

パラフィン両面コ｛ト

II 

II 

II 

II 

アイスクリームカップはほとんどがパラフィンをコ

｛ティングしであるが外側からの吹付けだけでは原紙

に鐙光染料を使用しであるものでは溶出する場合が多

いので注意が必要で、ある。

5）ペーパーカバー（アイスクリームカップなどの

査）

試験件数 3件

否 3件（100%)

試験件数が少ないのであるが，カップにはパラフイ

ンコートをしていても，葦についてはワックス処理も
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なく，その 100%が不適で、，特に盤光の強いものが認

められた。おとしぷたのものは食品に触れるものであ

るから注意を要する。

6）パイ皿および紙器

話験件数 23件（表6)

適 4件（17.4%)

苔 19件（82.6%)

表 6

九。お｜原材料中i溶出誤射

＋ 

2 什 十

3 十ト 十

4 十十 十

5 什 十

6 什 ＋ 

7 十十 十

8 

9 什 十

10 什 ＋ 

11 十ト ＋ 

12 廿

13 十十 ＋ 

14 廿 十

15 十十 十

16 十卜

17 什 十

18 十十 十十

19 廿 ＋ 

20 廿 ＋ 

21 十十 十

22 什 十

23 廿 ＋ 

- 4 

計 +1 十 18

十十21 什！

備 考

ワックス加工

ポリエテラミネート

ポリエチラミネート

紙血では色の黒い損紙の上lζ特に白度の強い紙が重

ねてあるものが多く，その試験成績は悪かった。適4

件の内訳は原材料中盤光染料を認めないもの 1件，ポ

リエチレンをラミネートしたもの2件，ワックス加工

したもの 1件である。

7）アイスクリームカートン

誌験件数 33件（表 7)

適 13件（39.4%)

否 20件（60.6%)

外側を特I乙自くするため，および印刷適性をよくす

るために盛光染料を含む塗料を塗った製品があったが，



表 7

試料 原材料中 溶出誠験 備 考

十

2 十十 十

3 

4 十十 十

5 十十 廿

6 十十 ＋ 

7 十

8 十十 十

9 什 パラフインコート

10 十十 十十

II ＋ 

12 十十 ＋ 

13 廿 イ十

14 什 十

15 十

16 十十 ＋ 

17 十十 内面は（一）

18 十十 廿

19 

20 十十 ;-i;ラフインコート

21 十十 十

22 十十 ＋ 

23 十十 t十
24 付 十

25 ＋ 

26 ＋ 

27 十ト ＋ 

28 什 ＋ 

29 ＋ 

30 十ト ＋ 

31 什 十

32 十十 十

33 十十 内面紙は（一）

2 - 13 

計 ＋ 7 + 1a----トブ

十十 24 廿 、「) 

食品に触れない外側の場合は食品に移行するおそれは

ないものと考える。またグラシン紙などで一度包装し

た食品を包装する場合は，外装は直接食品K触れない

ので鐙光染料（その他印刷インキなど）が移行する ζ

とはほとんどないので，その使用は差支えないものと

考えられる。

8）よ質紙および模造紙，口ール紙

試験件数 59件（表8)

表 8

誠N 料

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 
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適 41件（69.5%)

否 18件（30.5%)

原材料中 溶出試験

十

十 十

十 十

廿 十

十十 十

十十 十

十 ＋ 

廿

十十 十

十 十

十 ＋ 

十十 十

十ト 十

廿 ＋ 

十ト

十 ＋ 

廿

十十

廿 十

備 考



話No.料 原材料中 溶出試験 備 者

45 

46 十 ＋ 

47 一
48 

49 什

50 

51 一
52 

53 十 十

54 

55 

56 什 十

57 十ト ＋ 
u「o円

59 

- 35 - 41 

＋ 9 十 18

什 15

上質紙は，レースペーパー，ケーキカップなどとし

て食品包装に使用されている。原材料中盤光染料を検

出しなかった銘柄は，東光，銀和，春日井， 金JS:,

《り＞，はまゅう，などであった。

9）レースペーパー（製品）

試験件数 23件（表 9)

適 15件（65.2%)

否 8件（34.8%)

両面Kポリエチレンをラミネ｛トした製品では，鐙

光染料の潜出はなかった。しかしポリエチレン被膜が

あまり薄いとピンホ~；レから溶出する乙とがある。

10）グラシン紙（無色のもの）

試験件数 10件

適 10件（100%)

無色のグラシン紙では盤光染料を検出するものはな

かったが，着色グラシンでは塩基性タ｛ル色素，

性ターJレ色素を溶出するものがあった。

11)パーチメン卜・ペーパー（硫酸紙）

試験件数 13件（表10)

適 4件（31%)

否 9件（69%)

；~~デメントは耐水性がよいため，直接紫外線照射

で試験するとき，相当量の鐙光を認める試料でも，そ

の割合l乙蛍光染料を溶出する乙とが少ない。強度に使

用しである製品が多いので注意を要する。

表 9

試N 料

2 

3 

4 

0 「

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

計

表 10

試N 料

2 

3 

4 

叫「

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 
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原材料中 溶出誠験 備 ニ千杭ヨ

十十 十

十

什 ポリエテラミネート

＋ 十

廿 廿

十 十

＋ 十

十十 ポリエチ両国ラミネ
ート

十十 十

十十 什

什 什

＋ ポリエテラミネート

- 11 - 15 

＋ 5 ＋ υ 「

十十 7 十十 3 

原材料中 溶出試験 備 者

十

十十 十十

什 廿

十

什 ＋ 

十十 十

廿 什

十十 什

十 十

廿 什

十

什 ＋ 

4 

廿十 4 
十＋十

4 
8 5 



12） そ の 他

試験件数 9件（表11)

適 6件（66.7%) 

否 3件（33.3%)

表 11

試No.料 原材料中 j容出試験

2 

3 

4 

0 γ 

6 十 十

ア ＋ 

8 什 十十

9 什 十十

υ 「 6 

計 十 2 十

十十 2 什 2 

備 ゴ千Jヨ包

ニッキ紙

// 

// 

ニッキ紙用原紙3件中2件lζ鐙光染料溶出を認めた

が，ニッキ紙は子供の玩具菓子であるので厳重な注意
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を要するものである。

まとめ

食品包装用の原紙およびその加工製品について埜光

染料を試験した結果は

総誠験取扱件数 285.件

原材料中盤光染料を検出しないもの

108件（38.7%) 

原材料中にはあるが溶出しないもの

48件（16.1%)

溶出誌験lとより盤、光物質を認めるもの

129件（45.2%)

となり45%が鐙光染料を溶出し，不適品である。鐙光

染料を含有する紙を食品の容器包装材料として使用す

る場合，紙に特に耐水加工，パラフインコ｛ティング，

ポリエチレンラミネートなどの加工処理がないと，水

で浸出することにより，簡単に鐙光物質が溶出する。

またコップなどのパラフィン加工で、は外側からスプレ

ー式吹付け加工の場合は，水は漏れぬが，鐙光染料は，

内の食品中に溶出移行する危険がある。原則としてはや

製造基準に示されるように鐙光染料！を添加していない

紙を使用することが望ましい。



コアグラーゼ試験平板法に関ナる研究
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e 粉末寒天（グ A社）

f 粉末寒天（グ G社）

寒天含有培地

イ 普通寒天培地（国産B社）

標準寒天培地（グ A社）

プレートカウントアガー（国産A社）

Heart infusion agar (Difeo) 

ハートインフューヲョン寒天（国産A社）

7.5%食塩加普通寒天培地（自製）

ト スタヒロコッカス培地No.110（国産A社）

チ Staphylococcalmedium No.110 (Difeo) 

培地はすべて寒天濃度が1.5%，食器濃度が0.5% （ブ

菌選択培地の3種類を除く），最終 pH=7.2となるよ

うに調製した。

2）血衆

人3種混合血疑。血液銀行が保荏液として健康人か

ら採血した新鮮血液を1,500r. p. m.,20分遠沈した上清，

5種類のうち最も優秀と思われる 3種類を等量に混合

して使用した。

3）供試菌株

食品及びその関係検体由来の新鮮株，

30, 「コ」陰性株20，計50菌株。

2 実 験 方 法

平板法用各種培地を比較検討すると同時に試験管法

Kよって基礎培地の優劣を試験し，あわせて供試菌株

の「コ」産生能を確認した。

誠験管法： Brainheart infusion broth (Difeo) 

を1cc宛分注した小試験管に供試菌株の新鮮培養菌を

接種， 37°cの騨卵器に試験管を傾斜した状態で、 18時

間培養する。培養液0.5ccと，生理食塩水で5倍に希

釈したもの 0.5cc IC, 10倍希釈血援を等量l乙j毘和し，

37° cの浴槽l乙静置， 30分， 11時間， 2時間， 3時間

後lζ判定，血援の凝毘あるいはフィプリンの析出のあ

ったものを陽性， 3時間経過しでもなおそのいずれの

反応をも認めなかったものを陰性とした。

平板法：使用時比加温溶解し45°c～48° c Iこ保った

培地l乙20%の割lこ血援を加え， よく混和した後 gcm

「コj 陽性株

ロ

ノ、、

「＼

日

一
ホ
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ブドウ球菌（以下ブ菌）中毒が細菌性食中毒の中で

なお大きな割合を占めている。衛生検査において，ブ

菌の病原J性診断としては，コアグラーゼ（以下「コJ)

試験が最も重要な検査項目ど考えられている。1)

「コJの試験法としては，試験管法，平板法，のせガ

ラス法2）の3法がある。 ζのうち最も確実性のあるの

は試験管法であるが，手技がや〉複雑であり数多くの

検査材料を処理するには平板法が能率的である。平板

法は Penfold3)Iとより紹介され， Reidand Jackson4), 

・Clapper and Wood5）その他多くの追誌がなされてい

るが，平板調製l乙使用する材料等によって不安定な因

子があり，現在一般実用化されてはいない。

当衛研では Zen-Yoji6）が病巣から fコJ産生能の

あるブ菌の検出に試みて，試験管法lζ代り得る有用な

万法として平板法を推奨している。

吾々は食品関係材料から分離したブ菌の「コj産生

官E誌験を簡易，能率化するために乙の平板法に希望を

持ち，従来成績を不安定ならしめると考えられていた

諸種の因子，特に使用培地，添加血疑等について深く

検討し，試験管法とほ Y一致する平板？去を見出し得た

と思惟されるのでその概要を報告する。

培地の検討

1 実験材料

1） 培地

基礎培地4種類と寒天6種類の組み合わせによって

出来る 24種類，寒天含有培地として 8種類，計32t霊類。

基礎培地

A Brain heart infusion broth (Dif co) 

B Heart infusion broth (Difco) 

・C ブイヨン（国JfliA社）

D ブイヨン（国産B社）

寒天

a Bact agar (Difeo) 

b 精製寒天（国産C社）

c 精製寒天（グ D社）

cl 精製寒天（グ E社）

＊京店者f）立衛生研究所食品部



× lcmのペトリ－ IIJH乙注いで血疑加平板を調製する。

平板表面をよく乾燥した後一平板につき「コ」陽性株

15，陰性株10，陽性対照、株1の新鮮培養菌を白金線で

実験成績

spotする。 37。C18時間培養後発育した菌苔の周囲に

乳白色の不透明帯または最を形成したものを陽性とし

表 1 試験管法による基礎培地4種類の成績

「コ」 陽 性 株 30 「コj 陰性株 20
基礎培地種類 菌の発育

llit* 十件 十十 十 士 出～十 士

A 十1十 29 。 。 。 。 。 。 20 

B ＋十ト 29 。 。 。 。 。 。 20 

c 十ト 27 3 。 。 。 。 。 。 20 

D 什 27 2 。 。 。 。 。 20 

＊試験管法における反応の程度

11tt: 30分で血壊の凝国あるいはフィプリンの析出があったもの

十社： 1時間 グ

十十： 2時間 グ

+:3時間 グ

士： 3時間で反応のまぎらわしいもの

一： 3時間経過しでもし、ずれの反応も認めないもの

平板用各種培地上の「コJ反応陽性数

a b c d e 寒天含有培地

。 30 。イ 19 。
10 29 29 29 ロ 26 3 

11 26 ノ＼ 17 。
7 19 一 29 。

注 表中左側｛閣の数字は誠験管法i乙よる「コJ陽性30t朱中の陽性反応数，右側繍の

数字は同様に「コj 陰性20株中の陽性反応数をあらわす。

ホ

"-

20 。
。 。

菌の発育は蛋白成分の豊富なA, BがC, D lζ比較

してや〉良貯であったが， ζの4種類はいずれも試験

管の底に沈澱を生じる程度の発育を示した。

寒天aを用いた培地（組み合わせ Aa, Ba, Ca, 

Da) は基礎培地の種類を問わず、陽性， 陰性をほ Y明

i療に区別出来た。寒天bは透明度は非常に高いが濁輪

形成が極めて薄く，判然と区別し得なかったものが多

い。 ζの薄い濁輸は培養時間を延長しでも濃くはなら

ない。 c及びdは透明度も低く，血柴添加時の温度を

45° c～48° c K保つでも培地全体が白濁するため不明

瞭な濁輪が全ての菌株にみられ陽性，陰性のi玄別がつ

かない。寒天eの透明度は比較的高いが基礎培地の種

類によって多少変動がある。寒天fは寒天alζ次いで

良い成績を示した。寒天含有培地ではニのみが寒天a

を用いた培地と同じ成績を示した。 7.5%食塩を含有

( 89) 

ト 。 。
チ 6 。

した培地では反応は非常に微弱であった。

3考按

表1および表2から推察されるように平板法では基

礎培地よりも寒天の種類によってその成績が大きく左

右される。基礎培地は使用した 4種類について，試験

管法では菌の発育も良好である蛋白成分の豊富な培地

に，「コJ産生能がや〉良い傾向を示したが，平板法にお

いてはそのような差異は認められない。寒天含有培地

として Heartinfusion agar (Difeo）のみが良い成

績なのはおそらく寒天が良質のためであろう。いずれ

にしても平板調製にあたっては良質の寒天を撰択する

ζ とが最も肝要で、あり，最適の寒天を使用した平板法

では試験管法とほぼ一致した成績とと得るてとができ

る。



血授の検討

i 実験材料

1）培地

Heart infusion agar (Difeo) 

2）血 tf等・
71く

人 a, b, c及びその 3種を等量に混合したもの

（人m）。 兎 a,b, c及びその3種を等量に混合した

もの（兎m）計8種類。

3）供誌菌株

「コ J 陽性17~ 8，陰性株4の計12｛朱。すべて一般の

食品及びその関係由来の新鮮株で陽性株は誌験管法で

1時間以内に血疑凝固能がある。

3 実験成績

2 実験方法

平板法における血柴加平板の調製，結果の判定は

「培地の検討Jの項に準じた。血疑添加濃度は各種血

援の比較検討に先立って試験した結果，最も確実で耀

済的な20%とした。なお平板法の反応の強さを一応次

のように定めて表にあらわした。

it十：濁輸の半径が5mm以上のもの

十十： グ 3～ 5mmのもの

＋： グ 1～ 3mmのもの

士：濁輪形成が不鮮明なもの

ー：濁輪形成を認めないもの

表 3 血授の添加濃度

1-
人 皿 Jプ1.J筈℃ （人m) 兎 血 ス＂ゴ＂＇＇え． （兎rn)

菌株名 ¥p:C¥;思決呂 ／Z

。% 5 JO 20 30 。% 0 「 10 20 30 

H628 1tft ＊十1十 十lt 時 it十 ＊＃十 十時 ＃十 社ト

H54I 出 不十 十 十 ＋ 十 十十

555 十十十 ＊十十 廿 什 十十 廿 十十 十十

541 十十 十 十 十 十 ＊十十 十十 十十

H I 一
N I 

ネ もの

表 4 由援の棲類及びf圏体差が平板法に及ぼす影響

陽 J性 株 8 陰 J性 1朱 4 

血疑種類 平 板 法 平 1反 法
試験管法 誠験管法

＃十 十十 十 士 土 一

人 a 8 2 2 4 。 。 4 。 。 4 

人 b 8 2 3 、つ) 。 。 4 。 。 4 

人 c 8 2 2 4 。 。 4 。 。 4 

人 ill 8 2 5 。 。 4 。 。 4 

兎 a 8 2 4 2 。 。 4 。 。
兎 b 8 2 3 3 。 。 4 。 。 4 

兎 c 2 3 2 。 。 4 。 。 4 

兎 ill 2 4 2 。 。 4 。 。 4 

血疑の添加濃度は10%では菌株によっては反応が微

弱で判然と区別出来ないものがある。 30%以上では変

化がなく血授の無駄である。

4考按

血疑の添加濃度は20%～30%が適当量と思われる。

新鮮慌では20%で充分である。

血疑の種類は人又は家兎を使用する乙とになってい

るが，血疑加平板の透明度を高く保つ点， 「コJ抗体

が及ぼす影響の少い点からみて人血疑よりも兎血援の

万が平板？去には秀れている。

血疑の個体差が平板法に及ぼす影響については表と

してこ乙に掲げなかったが，試験管法において人血疑

11種類，兎血築8種類計19種類の比較試験で得たもの

と全く同様の成績が平板法においても得られた。即ち

倍l体差は反応の強弱にあらわれでもその有無を左右し

ない。人及び兎の血疑ーであれば個体を選ばずに平板法

( 90 ) 



用血張として使用に供せられる。しかし慎重を期して

3種以上の混合血援を使用すればより確実である。

日常検査での成横

1 実験材料

1）培地

平板法： Heartinfusion agar (Difeo) 

試験管法： Brainheart infusion broth (Difeo) 

2）血疑

新鮮家兎3種混合血祭。

表 5 供試菌株数及び由来

出 来
新鮮株数 継代株数

腸1［生株 陰性株 陽性株 陰性株

一般食品 4 81 23 

食 器 2 45 II 

まな；！反 31 7 

手 指 93 243 187 

400 ~28 

3）菌株

由来及ぴ供試数は第5表の通り。新鮮株は分離直後

のもの。継代株は 4～ 6代継代培養したもの。

2 実験方法

「培地の検討Jの項に同じ。平板法と詩験管法の培

地への菌の接種は同時に行い，時間のずれによる成績

のふれが出来るだけ少くなるように努めた。

3 実験成績

表 6 日常検査での平板法の成績

4 考 按

培地は寒天lと Bactagar (Difeo）を使用すれば基

礎培地の種類を関わないが，菌の発育が良好で調製も

便利な Heartinfusion agar (Difeo) を用いると

都合がよい。

平板法は血援を大量に使用する欠点が一般化されな

し、一つの理由であったが，一平板につき25～30コの被

検菌を spotするとしづ方法をとれば血疑の使用量に

ついても試験管法に比べて不経済なことはない。

総 括

平板法は次l乙示す条件をもってすれば試験管法と一

致する成績を得る ζ とが出来る。

培地： Heartinfusion agar (Difeo) 

血奨：新鮮家免3種混合血疑

血柴添加時の培地温度： 45°c～48° c 
培養： 37° C18時間。既知の陽性対照、株を必ずおく。

判定：発育した菌苔の周囲lζ乳白色の不透明帯又は

最を形成したものを陽性とする。

食品及びその関係検体の衛生検査における「コJ誌

験の簡易，能率化を目的として平板法に検討を加えた

結果，培地の改良によりほ Yその目的を達し得た。ま

た添加血紫の種類，濃度，血紫加平板調製について最

も確実な方法を見出し得fごと思う。さらlζ日常検査に

おいて数多くの例に適用して，その信頼性と実用性を

確認することが出来た。

終りに本研究に対し御指導をいた Yいた当所善養寺

博士，寺山技師に深謝致します。

なお本研究の要旨は第20回日本公衆衛生学会に発表

新 鮮株｜継代株 i した。

試験管法

平板法

平符率（%）

陽性株｜陰性株｜陽性株
供試数｜供誌数 i供説数

陽性数｜陰性数｜陽性数

I 100¥ 100¥ 99. I 

新鮮株500株については試験管法と全く一致した。

継代株では全般的に反応が弱くなるが判別に苦しむ乙

とはない。誠験管法と平行しなかった 2例は（詰験管

法制，平板法÷）が（試験管法-It十，平板法一）となっ

たものである。
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14 強化食品の品質調査

まえがき

都栄養課の調査によると，昭和38年1月現在で許可

強化食品件数は 559件あり，前年に比し20%増となっ

ている。乙の 559件としづ数字は全国の許可件数の約

lh~叶：目当し，乙れが東京都経由で占めている乙とにな

る。このうちでζζ2～3年の聞に著しい増加を示し

たのはヅユ｝ス類，即席ラーメンで，さらに漸次増加

の傾向を示しているものに煉製品があげられる。

昭和37年中に都栄養課および日本栄養食品協会の協

力を得て，都内で販売している強化食品358件につい

てその品質を調査した結果を報告する。

試験結果

1 強化米

水洗による V.B1の流出の多いものが二・三見受

けられたが，製品中の V.B1・V.B2の含量はいずれ

も良好であった。

2 パン

V. B1 

標示量または基準量並に入っているもの（以後（a)

とする） 60% 

標示量の2倍量以上入っているもの（以後（b）とす

る） 25% 

標示量または基準量以下のもの（以後（c）とする）

15% 

V. B2 

(a) 68% (b) 15% (c) 17% 

上記の結果から判断すると，源泉強化剤混入小麦粉

の品質の適正，製造技術の向上が切望される。

3 マーガリン

検体18種とも，V.Aの含量は標示量どおりであった。

4 ねり製品

検体28種中， V.A を含有しないもの 1種，標示量

lこ達しないもの 1種あり，他のものは良好であった。

5 調味 料

V. B1 (a) 91% (b) 9% (c) 0 
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V. B2 (a) 96% (b) 6% (c) 0 

ピタミン類の含量はいずれも良好であった。

6 離乳食

1食｛本 354:重とも， V.A・V.B1・V.B2・v.c・Ca

の含量は，それぞれの標示量どおり含有している。

7 菓子類

V. B1 (a) 52% (b) 0 (c) 48% 

V. B2 (a) 55% (b) 0 (c) 45% 

Ca (a)l00% 

ζの菓子類中には，特殊栄養食品の許可がないにも

拘らず強化の表示をした製品が多く，乙れらは一般に

許可マークのあるものに比して不良の結果をみた。

8 清涼飲料・粉末ジュース類

かん詰 V. C (a) 92% (b) 4% (c) 4% 

粉末 V.C (a) 80% (b) 0 (c) 20% 

ぴん詰 V. C (a) 100% 

漸次改善の傾向が認められるが，乙れらの検体はp

ずれも製造直後のもので＼不良品中には吸湿による

v.c含量の低下と推定されるものがあり，また，かん

詰製品中には，アスコ Jレピン酸オキシターゼによると

思われる不良品が見受けられ，脱酸素・オキシターゼ

の不活性化・有機酸類によるキレート・酸化防止剤の

添加等製造法の研究が必要と感じられる。粉末ジュー

ス中l乙，製造直後の v.c測定値が標示量きっかりの

ものがあり，店頭販売・在庫等による経時変化という

ζ とを考えると，これらの製品が消費者の手に渡るま

でに， v.cの含量が充分保障されるかどうか，いく

たの疑問が生ずるのである。

9 マカロニ類

V. B1 (a) 100% 

V. B2 (a) 33% (b) 0 (c) 67% 

V. B2不足の原因は，製造工程中の混担，乾燥，熟

成の時間と方法および曝光による分解， TIT販中の減耗

等が考えられるので，自ド調査中である。

10 即席ラーメン

V. B1 (a) 64% (b) 1% (c) 35% 

( 92 ) 



V. B2 (a) 20% （同 0 (c) 80% 

Ca (a) 50% （叫 0 (c) 50% 

菓子類と同様無許可に拘らず強化の表示をした製品

の大部分が不良品で，しかも乙れらの製品は地方の製

造所のものが多く， ζの点についても厳重な取締りが

望まれる。

ピタミン類の不足は，次の諸点にあると思考し検討

を行なった。すなわち，

① 強化剤中のピタミンの過不足

② 強化剤添加量の誤り

＠ 強化剤の分散状態の不良

＠ 加工・貯蔵中のピタミンの分解

⑤ 市販中の爆光によるピタミンの破壊

対策として，①および②については，強化剤購入の際

K，予め含量を規定した信用あるメーカーの品を選ぴ，

同時に製品の加工条件に適した種類（V.B1の場合は

ジベンゾイ Jレチアミン）を選定し，添加量を適確にす

る事によって解決できるが，問題は③である。加水量

が 30%前後であって，生地が硬めで水分の分布自体が

割合lζ不均一である様な麺生地の場合には，強化剤の

表 1

No. 試料採取カ所
ピタミン測定値（mg%)

V. B1 V. B2 

A l. 23 0.92 

2 A l. 10 0.91 

3 A 0.92 0.64 

4 A l. 23 0.92 

5 A l. 44 l. 01 

A 平均値 l. 18 0.88 

6 B l. 37 0.95 

7 B l. 27 0.91 

8 B l. 28 0.93 

9 B 1. 21 0.89 

10 B l. 30 0.93 

B 平均値 1. 28 0.92 

11 c 1. 32 0.90 

12 c 1. 25 0.86 

13 c 1. 26 0.83 

14 c 1. 30 0.87 

15 c 1. 27 0.82 

C 平均値 1. 28 0.86 

i総合 平均 値 i 0.89 

ベ無添加｜ 0.03 

強化理論値 l. 37 l. 37 
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均一な分布を望む乙と自体が無理であり，しかも強化

剤の添加量には限度があり， 粉lと対して 0.1～0.2% 

位の強化剤を麺生地用ミキサーで限られた時間内に分

布させる ζとは至難である。そ ζで Premix方式に

より，小麦粉1袋（22kg）中に強化剤（V.B1・V.B2 

各々25mg%含有） 12gを混入し，乙の小麦粉を三等

分し，更にそれぞれの各部分の五カ所から，サンプリ

ングして，ビタミンの分散度を検討したところ，表1

のような結果を得た。 ζの結果から判断すると，分散

度は良好と考えられる。

④については，即席ラーメンの加工工程中の各プロ

セスごとに仕掛品をサンプリングして分析した結果を

表 2K示すが， ζれによると， V.B1・V.B2の残在

率はそれぞれ75対， 50%であり，原粉をかんすいおよ

び塩水で混担したときすでに V.B2は約半分に失効

する。

表 2

即ピ席タラミーンのメ検ン製出造量各（工m程g%托）おける添加

程＼v.B1 (1[で学）＼v.B2 （計学）

1 原 粉 l. 2 (1. 42) 0.69 (0.81) 

2 麺 生 士出 o. 38 (o. 53) 

3 蒸 麺 0. 35 (0. 50) 

4 味 付 麺 0. 29 (0. 47) 

5 フライ処理麺 0. 88 (0. 93) 0. 35 (0. 37) 

その後，日清食品株式会社において.Premix方式

と，製造工程中の一部操作を改善して製造した製品に。

ついて，ビタミンを測定したと ζろ，次のとおり満足

すべき｛直を得る ζ とができた。

即ちひベンゾイ Jレチアミンとリボフラピンとが各々

2 %  （媒剤は炭酸カルシウム）になる様lと調製したピ

タミン散を源泉混入用ピタミン剤として，小麦粉1kg 

k対し 0.362 g添加する。 ζの小麦粉のピタミン含有

理論値は0.726mg%で、あり，これで製品にした場合，

製品 lOOg中に含まれる V.B1・V.B2の理論値は，

各々 0.632mgとなる。加工工程中のビタミン損耗率

を20%だけみておくと， 0.506mg%となり，即席ラ

ーメンの強化基準量におちつくことになる。

ζの強化小麦粉を使用して実際の製造工程にのせて

得た製品中のピタミンを定量した結果， V. B10.61 

mg%, V. B2 0. 49mg%となった。なお，市販中の曝

光によるピタミンの分解については種々の条件のもと

に目下検査を続行中である。

むすび

近年特殊栄養食品はかなり広範囲に親しまれ，その



消費量も膨大であるから製品中の強化栄養素の量が消

費者の手にわたるまで充分に保障されなくてはならな

い。 ζの点改善の必要のあるものが見受けられる。ま

た，添加ピタミン量の不足はもちろんζまるが，標示

の｛音量以上を含有しているものもある。現在の国民の

10%に， V.B1・V.B2不足状態がみられるという国

民栄養調査成績から判断して，より以上に合有してい

( 94 ) 

るということは，好ましいζ とのように考えられるが，

それでは標示の意味が全くなくなり，標本違反lともな

りかねないので注意が必要で、あると共に今後の課題と

し1えよう。

本稿をまとめるに当り，日清食品株式会社のデータ

ーを一部引用させて戴き感謝致します。
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＠製造方法

粉質および原料配合に適した方法により住地をつく

り，適度に醸酵させた後，パンの中心部が摂氏90度以

上に焼上げるものとし，製品は体積，表皮色，内相，

味，香等において，パンとしての特色を保持するもの

とする。なお製品の焼上げ温度および時間ならびに強

力粉，準強力粉の配合比は東京都教育委員会の指示に

よるものとする。

＠ 製造歩止

コッペパンは原料一袋（22キログラム入）につき

100グラムの場合は 220個取りと，その他の規格につ

いても原料品重量はそれぞれ全量取りとする。

⑤ 製造重量

製品の重量は焼上げ4時間後の10個平均をもって検

定し，東京都教育委員会の指示するところによる。

B 学校給食用小麦粉に対するピタミン類の強化

① 学校給食用小麦粉に対し，現行のピタミン B1・Bz

のほか，あらたにビタミンA500国際、単位（小麦粉100

グラム当り 10万単位5ミリグラム）以上を強化する。

② 小麦粉 100グラム中

ピタミン B1 0.5ミリグラム以上

ピタミン Bz 0.3ミリグラム以上

試験方法

① 試料の調製

パンを 4等分し，その一つを包丁を用いて細切し読

料とする。

まえがき

幼児または生徒の家庭における動物性蛋白質・カル

シウム・ピタミン等の摂取量の不足を適切に補充する

目的で，学校給食が行なわれているのであるが， ζの

うちで， V.B1・V.Bzは主にζれらを添加した給食

用パンに頼っているのが現況である。

昭和37年 6月1日に，文部省から f学校給食用の小

麦粉の標準成分の改正Jが指示され， ζれiと伴い東京

都においても，これに関する規格が変更になった。

著者らは，その後における学校給食用パンの品質，

特に V.B1・V.B2の含量の実態を調査するため，東

京都薬剤師協会学校薬剤師部会および東京都教育庁体

育部給食課の協力を得て， 67種の資料について説。験を

行なったので，その結果を報告する。

単校給食用パンの加工仕様および規格

A 学校給食用パンの加工仕様。パンの形状

棒コッペパンまたは食ノTンとする。

① 原料および配合比率

小麦粉 100 

イースト 2 

イーストフード 0.1

食塩 2 （精製塩）

砂 糖 4 （精製上白糖）

ショートニング 4 （日本農林規格）

脱脂粉乳 4 （学校給食用）

（学校給食用）

強力粉（輸入
小麦粉内地製

OI粉）歩止62%
（エンリッチ

実施）
準強力粉（輸
入小麦粉内地

OJ製粉）歩止75
%（ここンリッ
チ実施）

者備
ζ Jノ

Bz I C 
mg I mg  

タ

主｜

ビ

A（純）I
IU I 

分 1~： 171~分 l 割引ょ：品川~%シl リン

mg 

c 

区

0.34 0.65 500 130 0.02 0.52 0.2 1. 01 72. 48 12.3 13.5 348 11強力粉

0.34 0.65 500 130 0.02 0.52 0.2 1. 01 73. 89 10. 9 13.5 348 準強
力粉
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栄養部＊東京都立衛生研究所



D 東京都学校給食用パン（焼上り）の栄養量…・・脱脂粉乳混入

区 分
熱量

たん自質 g
脂肪

カJレシ ピタミン

｜原粉料重小量麦g 動物性｜植物性｜ 計

ウム

1¥ti 純） I~カIロUチ l1 ！~l ！~l~g パン焼上り重量 g Cal g g 

幼稚園乳児 89 65 271 0.6 8.2 8.8 3.3 0.05 326 0.44 0.30 

小学校児童低学年 110 80 334 0.9 10.0 10. 9 4.1 0.06 402 0.54 0.37 

小学校児童高学年 123 90 374 1. 1 11. I 12.2 4.6 0.07 452 0.60 0.42 

中学 校生徒 164 120 499 1. 9 14.3 16.2 6. I 0.09 603 0.80 0.56 

高等学校生徒 178 130 541 2.3 15.3 17.6 6.6 0.09 653 0.87 0.61 

E パンの焼上り標準と重量，含水量との関係

？亮 上 げ 製品（焼上り 4時間後）
区 分

温 度（。 C) 時 間（分） 重 量（g) 合水率（財）｜

小麦粉 65g 210 14 10個当り 900 36 

// sog 210 16 // 1, 100 36 

天 板 を~~
// 35g 210 17 // 1, 170 36 

// 9og 210 18 // 1,240 36 
（コッペパン）

// . 10og 210 19 // 1, 380 36 

，グ 12og 200 21 // 1, 680 37 

// 13og 200 22 // l, 820 37 

200 36 420 37 

型（食パン）焼 小麦斤9棒r::-i)g 180 70 1,260 37 

〔注〕コッペパンの焼上げ温度と時間は強力粉と準強力粉の配合比率を 6: 4にした場合の標準を示す。

食パンの場合はー斤棒は 6: 4，三斤棒の場合は 7:3の配合比率の標準を示す。

②水分測定法

誠料約5gを秤取し， 80°Cで4時間乾燥する。こ

の乾燥減量を測定し水分とする。

③ V.B1試験方法

融 1・約1Qgを秤取し， 日本薬学会協定衛生試験法記

載のチオクロム法を準用し， DBT  （ツベンツォーjレ

チアミン）については次の前処理を行なった後，上記

と同様に検査を行なう。

DB T抽出操作法

誠料約 5gを秤取し， O.lN硫酸70mlを加え，沸と

う水浴中で撹押しながら 10分間加温する。約 50°Cま

で水冷した後， 4M酢酸ナトリウム液と 2N水酸化ナ

トリウム液約 3mlで， pH5.6～5.8 iと調製し， 5%タ

カジアスターゼB溶液10mlを加え， 40°Cで5～ 10時

間保つ。後2N硫酸約3mlで、pH4.5付近に調製し，蒸

溜水で200mH乙メスアップする。よく振とう混和し炉

過する。炉液 5mlをとり， 前記チオクロム法により

V.B1塩酸塩として測定する。

c V.B2誌験万法

i試料約10gを秤取し，日本薬学会協定衛生試験法記

( 96 ) 

載のJレミフラピン笹光法を準用し検査を行なう。

試験成績

上記試験方法により67種の資料について誌験を行な

った結果は次表に訴す通りである。

なお一例で、はあるが，参考に学校給食用小麦粉を使

用して，規格どおりのコッペパンを作り試験を行なっ

たところ，次の結果を得た。

1 パン製造内容

方法…70%中種法（ー担ね粉500g)

⑥中種段階

a 配合玄

（学）強力粉 350 g 

イースト 10 g 

イーストフード 0.5g 

水 192.5 g 

b 混 A 
仁1

ホパート試験用ミキサー低速 (100rpm) 1分争

担上温度25.3。c
c 中穏醗酵（醗酵温度26.5°C) 260分。



審

＠生地段階

a 配合率

（学）準強力粉 150g 

砂糖 20g 

食塩 lOg 

脱脂粉乳 20g 

ショートニング 20g 

水 100g

（全吸水58.5%)

b 混担

ホイロ（32°C) 50分

熔焼（210°C) 18分

〔註〕 1コ生地量153g （粉90g相当）

焼上減量 14.1% 

パン比容積 4.55 

（手粉として全量の1/ioo5 g別にす）

2 試験成績

小麦粉（強力粉7：準強力粉3)

V. B1 0. 68mg% 

V. B2 0. 39mg% 

ホパート誌験用ミキサー低速 (100rpm) 5分，

担上温度27°C。
コッペパン（重量128g 水分37%)

V. B1 0. 43mg% 

c フロアータイム 25分 V. B2 0. 25mg% 

メイキャップ 30分

資料 67種の試験成績

検体
重量 試 験 項 目

タイ プ 味・きめ・やきの総合判定
番号

g 
水分% V.B1mg% V.B2 mg%  

食パン 111 良 37. 16 0.40 0.26 

2 // 94 良 33.20 0.40 0.28 

3 // 100 良 38.56 0.38 0.26 

4 // 105 可 30.93 0. 37 0.33 

5 コッペパン 120 良 28. 16 0.20 o. 13 

6 食パン 110 優 32. 19 0.26 0.20 

7 // 125 可（内 層荒 れ） 36. 15 0.36 0.24 

8 // 122 良 35.40 0.06 0.07 

9 /I 150 良 36.03 0.29 0.23 

10 /I 143 可（焼 不 足） 37.98 0.33 0.22 

11 // 115 可 36.04 0.30 0.22 

12 // 60 可 35.58 0.38 0.25 

13 // 114 可 37. 71 0.48 0.24 

14 // 106 良 32.21 0.51 0.28 

15 // 128 優 35.86 0.42 0.26 

16 // 106 優 31. 98 0.36 0.32 

17 // 116 良 34.89 0.35 0.22 

18 コッペパン 100 良 30.06 0.52 0.24 

19 // 94 良 33.38 0. 17 o. 11 

20 // 115 良 32.50 o. 70 0.32 

21 食パン 112 良 38.41 0.22 0. 19 

22 /I 125 可 36. 17 0.22 o. 19 

23 コッペパン 125 良 35.68 0.39 0.26 

24 食パン 120 良 38.84 0.27 o. 18 

25 // 120 良 36.99 0.39 0.26 

26 Jグ 115 良 38.68 0.37 0.25 

2γ // 110 良 29.68 0.38 0.22 

28 コッペパン 135 良（焼すぎの傾向） 34. 12 0.27 o. 19 
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検体 日重量 言式 験 項
タ イ プ 味・きめ・やきの総合判定g 

番号 水分% V.B1mg% V.B2mg% 

29 食パン 130 良 36. 19 0.68 0. 24 

30 // 130 良 36.49 0.37 0. 26 

31 // 115 優 36.81 0.43 0.24 

32 // 120 可 37.96 0.49 0.44 

33 // 110 可 35.87 0. 18 0.42 

34 コッペパン 118 良 36.95 0. 11 0. 18 

35 食パン 120 良 35.74 0. 79 0.48 

36 // 110 良 35.87 0.67 0.40 

37 // 110 優 32.89 0.22 0.32 

38 // 115 可（アJレコール醗酵臭あり） 38.23 0.29 0.37 

39 コッペパン 120 良（焼 す ぎ） 33.58 0.48 0.25 

40 食パン 124 良 38.98 0. 15 0. 15 

41 // 118 良 39.55 0. 19 0. 11 

42 // 116 良 35.75 0.41 0.63 

43 // 110 良 36.42 0.40 0.28 

44 // 90 優 39.04 0.56 0.28 

45 コッペパン 130 良 35.31 0.87 0.24 

46 食パン 110 良 36.99 0.32 0.24 

47 コッペパン 125 良 32.65 0.39 0.20 

48 // 120 良 32.94 0.40 0.24 

49 食パン 116 良 33.98 0.26 o. 24! 

50 コッペパン 85 良 32.50 0.32 0. 231' 

51 食パン 123 良 34.52 0.80 0. 19( 

52 コッペパン 110 良 33.31 0.59 0.261 

53 食パン 112 優 37.64 0. 10 0.08 

54 // 108 良 38.09 0.43 0.32) 

55 // 105 良 （焼 す ぎ） 36.50 0.45 0.24 

56 // 125 良

57 コッペパン 109 優

58 食パン 114 良

59 ノグ 113 優

60 // 133 良

61 // 127 良

62 // 116 良

63 // 116 良

64 // 112 良

65 コッペパン 134 良

66 食パン 125 優

67 // 113 良

まとめ

都内の学校給食用ノTン製造業者は約 280軒あり，今

回はその約2割について調査を行なったのであるが，

完全に基準K適合するものは， 67種中わず、かに4種と

いう惑い結果を見た。また中には V.B1・V.B2が小

麦粉中に自然含有している程度しか検出3れないもの

( 98 ) 

39.39 0.63 0. 151, 

31. 07 0.51 0.301 

38. 16 0.46 0.32j 

37.73 0.29 

36. 10 0.35 0.24 

38.86 0.47 0.28 . ' 

37. 71 0.37 0.29: 

36.67 0. 18 0.25' 

37.08 0. 18 0. 18 

30.54 0.47 0. 19 

37.79 0. 36 0.25 

43.39 0.42 0.25: 

が 8~霊あり，味・きめ・やき等の不良と思われるもの

も数種あり，使用小麦粉の品質管理，監督，およびパ

ン製造上の技術指導が強く望まれる。なお前記参考試白

験から判断するのはいささか早計ではあるが，東京都

学校給食用パン（焼上り）のビタミンに対する基準は

severeであると思考される。



16 獣肉類長よび魚肉類の人工消化武験

まえがき

秋 山

嵯峨

勝治＊

良13*

食品の消化時間については，すでに，多くの研究報

告がなされており，蛋白質を主成分とする食品の胃中

いて実験した結果，牛肉を 60～95°ctr. 1時間水煮処

理したものは生の牛肉に比して消化率は変らないが，

120° cで1時間処理したものは消化率が非常に低下す

における消化時間は，有本氏1），原民2），桜井氏3）等の ると去っている。

著書によれば次の如くである。（試料100gにつき） 著者等は今回，蛋白質を主成分とする獣肉類および

時間・分 時間・分 魚肉類について，生のものと加熱調理（焼いたものと

半熟卵 1・30 うなぎ 3・15 煮たもの）したものとの消化率の比較を人工消化試験

生卵 2・30 牛肉（すきやき） 2・45 法で行なったので，それについて報告する。

完熟卵 3.15 牛肉（スティーク） 4・15 実験方法

かれい（刺身） 2・30 豚肉（すきやき） 4・15 実験方法は，食品学実験法5）記載によるもので，話、

たい（塩焼） 3.15 牛乳 幼Occ3・30 料（腰砕したもの） 1 gを300ml容フラスコに入れ，

かれい（乾） 2・00 人乳 150cc 1・40 0. lN-NaOH 20mlを加えて30分間室温に放置する m

最近，大高氏4）は牛肉の蛋白消化と加熱の関係につ ζれに 0.1N-HC1100mlおよび局方ペプシン 5%液”

表 1試 験成績

（括弧内数値は材料中lζ含有する蛋白質を100%とした場合の比率）

材理す料）る（蛋托財（）無含白処質有

生のもの 焼いたもの 煮たもの

不し6消時た後化間（酵蛋に%）素残白分質っ解た 消（化財率） 不日し消た号化聞後（酵謹t拓E残）素白分質っ解た 消（化財）率 1不し6消時た後化間（酵K蛋財素残）白窃質つf扉ごlI 消（化財率） II 

牛肉（上赤肉無脂） 21. 4 !. 1 !. 0 !. 0 
(100. o) (5. 1) 94.9 (4. 7) 95.3 (4. 7) 95.3 

豚肉（上無脂） 21. 1 !. 1 1. 0 !. 1 
(100. o) (5‘2) 94.8 (4. 7) 95.3 (5. 2) 94.8' 

鯨 （冷凍赤肉） 22. 3 0.5 0.8 0.8 
96.4i (100.0) (2. 2) 97.8 (3. 6) 96.4 (3. 6) 

南青 23.3 0. 5 0.3 0.4 
' (100. 0) (2. 1) 97.9 (!. 3) 98. 7 ( !. 7) 98.3, 

鰯 20. 7 0. 7 0. 7 0.6 
97. 1 ! (100. 0) (3. 4) 96.6 (3. 4) 96.6 (2. 9) 

鍛 18.3 0.6 0.5 
(100. 0) (3. 3) 96. 7 (2. 7) 97.3 (3. 3) 96. 7: 

f替 16.5 0.8 0. 7 0.6 
(100. 0) (4. 8) 95.2 (3. 4) 95.8 (3. 6) 96.4 

鮭 20.4 0.6 0. 7 0.8 
(100. 0) (2. 9) 97. l (4. 2) 96.6 (3. 9) 96. 1 

矯 18.0 0.8 0. 7 0.8 
(100. 0) (4. 4) 95.6 (3. 9) 96. 1 (4. 4) 95. 6・ 

鯵 20.2 0.9 0. 7 0. 7 
(100. 0) (4. S) 95.5 (3. 5) 96.5 (3. 5) 96.5 

秋 刀 魚 20. 1 0.9 0. 7 0. 7 
(100. 0) (4. 5) 95.5 I (3. 5) 96.5 (3. 5) 96.5 

烏 賊 17.5 0. 7 0. 7 0. 7 
(100. 0) (4. o) 96.0 96.0 96.0 

＊東京都立衛生研究所栄養部
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(O.lN-HCl に溶かしたもの） 40mlを加え， 37°c 
R.24時間保持する。その間，時々撹押する。次KYJ=i過

し，残査を洗漉して，その中t乙残序する窒素を定量し，

これに6.25を乗じて，不消化蛋白質とする。

以上が原法であるが，よく磨砕した検体を 37°cで

7～8時間位酵素分解すれば（獣肉類および魚肉類に

おいては）検体は一様に，完了に近い消化を示し，比

較する残査も差別するのに困難なほど少量となるので，

著者等は分解を 6時間行なった時K，これを中止して，

その時の状態において比較することとした。この｛立の

消化時間では，まだ少し残法が残っている状態だから

である。

なお，局万ペプシンは，薬局万合糖ペプシンを使用

した。効力は薬局万記載の誠験l乙適合するものであっ

試験成績

試験成績は，表u乙各種動物性蛋白質食品の焼いた

もの，煮たもの，生のもの：：.3~震につき，酵素を 6 時

間作用させた場合の消化率の比較を示し，表2Iζは，

乙の実験において，検体腔砕の粗細が結果におよぼす

状況を示し，表3Iζは酵素の分解作用が急激に現われ

るものか，または，緩かに行なわれるものかの状況を

実験した成績を示し，図I，図2，図3等は，表3の

状況を図を用いて表わしたものである。

表 2 膳砕程度が酵素分解におよぼす影響についての試験成績

（括弧内数値は材料中に含有する蛋白質を100%としての比率）

樫由貿野（財）理

検に体し I gを2切れ
たもの

検に体し 1gを6切れ
たもの

検に体し I gを30切れ
たもの

検砕体し I gをよく磨
たもの

解っ自6時質たし不間た（後酵消財素化）任矧捌到｜消（化財）率解っ白6質時たし間不た（後酵消財）素化民分残蛋消（化財率） 解っ白6質時たし不間た（酵後消財化）素IL.剣樹湖｜消（化財）率解っ白6質時たし不間た（後消酵財素化）に分残蛋l附｜！（化財率） 

鱗 （生） 18.3 5.3 I. 7 0.5 
(100. o) (28. 9) 71. 1 (9. 3) 90. 7 (2. 7) 97.3 

秋刀魚（生） 20. 1 14.0 10. 5 2.5 0.9 
(100. o) (69. 7) 30.3 (52. 2) 47. 8 (12.4) 87.6 (4. 5) 95.5 

鯵 （生） 20.6 15.8 14.0 2.6 0.9 
(100. 0) (76. 7) 23.3 (68. 0) 32.0 f12. 6) 87.4 (4. 4) 95. 6 

表 3 酵素分解作用の進行状況につき試験した成績

（括弧内数値は材料中に合有する蛋白質を100%とした場合の比率）

｜型炉l~i群｜「出場開「告す［~i彦監 消（化%率） 

牛肉〔上赤肉無脂〕（生） 23. I 2.0 
(100. 0) (8. 7) 

｛晴 （生） 21. 0 2.6 
(100. o) (12. 4) 

鯖 （生） 19.0 2.8 
(100. o) (14. 7) 

試験成績の概括および考察

誌験成績表u乙っき， ζれを概括すれば，獣肉類に

おいては牛肉，豚肉，鯨肉の3種類について，生のも

のと，加熱調理したもの（焼いたものと，煮たもの）

について消化率を比較したが，肉の種類，調理法の如

何を問わず，何れも95%以上の沼化率を示し，また，

生ものと，焼いたものと，煮たものの 3者間における

消化率の最高と最低の差は各種類托おいて，それぞれ，

0. 4%, 0. 5%, 1. 4%等で極く僅少であった。

( 100) 

91. 3 1. 7 92.6 I. 0 95. 7 
(7. 4) (4. 3) 

87.6 1. 8 91. 4 1. 2 94.3 
(s. 6) (5. 7) 

85.3 I. 7 91. I 1. 3 93.2 
(8. 9) (6. 8) 

つぎに，魚類においてはまぐろ，いわし，かれい，

たら，さけ，さば，あじ，さんま，いかの 9種類につ

いて，生のものと，加熱調理したもの（焼いたものと

煮たもの）について消化率を比較したが，魚の種類，

調理法の如何を問わず，何れも95%以上の消化率を示

し，また生ものと，焼いたものと，煮たものとの3者

闘における消化率の民高と最低の差は上記各魚類聞に

おいて，それぞれ， 0. 8%, 0. 5%, 0. 6%, 1. 2%, 

1. 0%, 0. 5%, 1. 0%, 1. 0%等で， ζこにおいても，



ほとんど差を生じないといってもよい程度の差であ

る。乙のように獣肉類においても，魚肉類においても，

生のものと加熱調理（焼いたものと，煮たもの）した

ものとの間に生じたそれぞれの差は，生肉や生魚を読

料lζ用いて実験した場合l乙生ずる誤差範囲にあると認

むべきではないかと思われる。

つぎに，表2を概括するが， ζの実験において検体

をよく謄砕したものと，否とでは大きな差を生ずる例

として実験した成績が表2である。すなわち，かれい，

さんま，あじの3種について，検体1gを2切にした

もの， 6切にしたもの， 30切にしたもの，およびよく

磨砕したもの等に分けて，各6時間酵素分解を行なっ

たのであるが，その結果は， 2切としたものにおいて

の消化率は，さんま 30.3%, あじ23.3%, 6切とし

たものにおいての消化率は，かれい 71.1%, さんま

47.8%，あじ32.0%, 30切としたものにおいての消化

率はかれい90.7%，さんま87.6%，あじ87.4%，よく

E撃砕したものにおいての消化率はかれい97.3%，さん

ま95.5%，あじ95.6%等で，塊りの大きい程消化残詮

も多く，塊りの小さいほど残澄が少なかった。

図 1 牛肉（生）
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乙の事実は，餅や赤飯， ビーフステーキ等を食した

場合、日常われわれが経験する ζとで，いわゆる「胃

にもたれる」という乙とと一致するもので＼消化液の

浸透に長時間を要する状態にあるため必然的に消化が

おくれるためと思われる。

以上のごとく，検体の粗細が本実験K非常l乙大きく

図 2 鰭（生）
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影響するので検体は細心の注意をもってよく磨砕し，

叉一旦膳砕したものが消化液の中でもつれて緩い塊状

をなすことがあるが，かかる場合にはガラス棒で解き

ほぐしてよく振設する ζ とが必要である。

つぎに，酵素の分解作用の進行状況を図示したもの

を概括すれば，図1においては 1時間にして91.3%, 

4 
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2時間にして92.6%, 4時間にして95.7%の分解を示

し，図2においては， 1時間にして87.6%, 2時聞に

して91.4%, 4時間にして94.3%の分解を示し，また

図3においては 1時間にして85.3%, 2時間lとして，

91.1%, 4時聞にして93.2%の分解を示し，何れも 1

時間以内に急激に85%以上が分解される ζ とを示して

いる。市してその後は残余のものに対し，極く少量の

分解が緩かに行なわれるもの〉如くである。

要約

蛋白質lζ富む食品，すなわち獣肉類および魚肉類が

加熱調理によって，消化に如何なる影響を及ぼすかに

ついて，ペプシンを用いて，人工消化試験を行なつ

た。

誠験の結果は，獣肉類および魚肉類の何れにおいて

( 102) 

も，生のものと加熱調理（焼いたものと，煮たもの）

したものとの間K，消化に関しての差は殆んど認めら

れなかった。

また，乙の人工消化試験において，酵素が蛋白質を

分解する状況も試験したが，その結果は，最初の一時

間位の間に蛋白質の大部分（80%以上）を消化してし

まうもの〉如くであった。
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17 「ダニ」の動物体に及ぼす影響

一一特にラッテの消化器内での実験（続）一一

前報では， 1. ダニの飼育管理， 2.浮遊液の選訳

および作成について述べたが，今回は 3. ラッテ体内

での生荏状態， 4. ラッテの糞中のダニの状態， 5. 

ラッテのダニ浮遊液連続経口投与実験， 6.連続投与

ラッテの剖検所見 について述べる。

3 ダニのラッテ体内での生存状態

表7（省略）はラッテ群lヒダニ浮遊液を投与してから

一定時間後に処分し，胃，小腸，大腸などに，どの程

度ダニが生荏し，叉型態上どの様な変化が見られるか

を実験した成績である。表の説明をすると，実験回数

は実験を行なった回数を示し，経過時間はダニ投与後

上木 英人＊

処分する迄の時間である。叉虫体検出成績中の生死は

検出ダニの生死を示し，胃， 4、腸，大腸の“完，，，“冊，，，
“十ト，，，‘＇＋，，は表の欄夕十 l乙説明してあるが，ダニの型態

が一番完全に近いものが一視野にどの位認められたか

について記録したものである。“完”z 肢足完備，“A”

z 肢足半分位脱落，“B”口頭部叉肢部脱落。例えば

「完，十j は完全状態のダニが…視野fC::.2～3匹認めた

ζ とであって， もちろんζの他にも破壊されたダニは

認められている。

乙の成績の中で便宜上ダニの型態のみについて時間；

の経過に従い検討したものが表8である。実験時聞は

表 8 時間経過に伴う関，小腸，大腸内のダニの型態

実験例数 ダニの E円El 

経過時間
（ラッテ） 生 死 完 A B (-) 

4 。。

22 I完」 I22 
。。

2 。。

回｜完 s~ ¥EB;l,;08 4 2 

9 。。

4.0 67 *' 64 53 5 3 

44 I 完 4~ I 32 4 7 

言十

1, 2, 4, 6時間を経過して行なったため，全般的

に例数にむらが生じた。また，ダニの生容した例（＠）

は240例中僅か6例である。その内容はいずれも胃で

あるが，時間は 2,4時間のみに見られ，それ以前に認

＊東京都立衛生研究所獣医衛生部

腸 大 腸
備 考

完 A B （一） 完 A B （一）

4 

2 

9 

( 103) 

。。 。。。

。 。。

。。 2 。。

3 3 3 11 2 No. 159 
No. 203 

。。 8 。

。 。5 1 No. 144 
No. 211 

3 13 4 6 

＠＝コダニの生存例を示す

められていないのは一寸考えさせられる。胃のみと云

う乙とは腸液の影響が強いようにも考えられる。 ζの、

検出したラッテ番号が備考欄lζ示されてある。ダニの

検出成績は同時に行なわれたラッテ 5匹中1例しか認

められていないので非常に少い例数である。また検出s



されたダニもー視野非常に少なし“十”の段階である。

検出へい死ダニの各部位での状況を見ると，0.5時間

では腎，小腸lζは認められるが，大腸には認められな

い。しかし，その後は殆んど三者から見出される。ダ

ニの「完j は胃，小腸，大腸のJI買に少しく減少の傾向

を示し，叉ダニの損傷の状況も時間の経過に伴ない，

2時間位からその数が増加している。叉「－J例も問

様に幾分増加の傾向を示している。

つぎにダニの検出数について，前記同様検討成績を

表9で見ると，ダニの数量は2時間頃から減少しはじ

表 9 ダニ投与後，時間経過に伴う腎，小腸，大腸内のダニの概略数

実験例数 ダニの 宵 腸 大 腸
経過時間

（ラッテ） 生 死 ti十 十十 十 一 掛 4十 十 ti十 十十 ＋ 一

4 。。。 。。4 。 。。。4 

22 I 完 2~ I 20 。2 。 2 3 17 。 。 17 4 

2 I完gI I I 
。。 。。2 。 。。2 。

＠＠＠ 四｜完 8~ 泊四 32 。 8 31 51 2 7 23 60 2 

2 5 2 。 2 6 。 。2 7 。

I I EBEBEB 67 生JE 6~ 3 19 39 6 7 15 43 2 。12 54 

44 I完」｜ 2 ア 34 3 9 31 。7 37 。

計
I I EBEBEBEBEBEB 

240 生死 23~ 61 62 107 7 21 60 154 5 7 45 177 11 

十時＝ 1視野10匹以上・＋＝ 1視野2～ 3匹位 ＠＝ダニの生寄例を示す

十十z グ 5～ 6位・－＝ グ O匹

めており，胃，小腸，大腸のJI固に増加の傾向を示す。 増加の傾向を示す。しかし「完j の状態のダニは 6時

叉0.5時頃問の小腸，大腸のダニの少量はダニがまだ 間でも胃で50%以上を示しており，小腸，大腸でも同

到達しない状態と思われる。乙うした現象は，時間の 様な乙とが考えられる。要するにへい死しでも型態の

経過と共に，胃から小腸K，更に大腸K移行する傾向 損傷を受けるものは少ないようである。また数量の点

が示されている。 については， 2時間頃から減少の傾向を示し，その後

小 揺 はかなり顕著な減少を示すようであって，この減少の

要するに表8，表9で検討した乙とを一緒にして見 意味は一定部位，例えば胃について考えた事であり，

ると表lOiL.ホすようになる。 ζれは腎から小腸，大腸へと時閣の経過と共に移行す

まずダニの生荏の問題で、は本実験成績から甚だ少数 ると云った意味である。

例ながら投与－後4時間まではダニの生存を認めた ζ と 即ち，ダニは動物体内では全般的にあまり生荏しな

である。乙れも宵のみであって，小腸，大腸からは認 い。少数例ながら 4時間位までは生容する，虫体の損

められていない。 ζの事実は，前報の浮遊液の実験の 傷はそんなに受けないが時間の経過と共にダニの完全

処でも述べたように，胃液より腸液の方が悪影響があ 例の数量は減少する。

るように推察される。 4 糞中のダニの検索成績

しかしてダニの大多数はへい死しているのであるが， ダニをうッテl乙経口投与後大体24時間後のラッテの

ダニの形態は体内で2～ 3時間位まで大体完全状態が 糞を採取して，高張食塩液で溶かしダニを浮上させて， j

，維持されているようであるが，その後徐々に損傷例が ζの上層液を鏡検して，ダニの生死，型態について観

(104) 



表 10 経過時間に伴う胃，小腸，大腸内のダニの型態，数の消長

f歪

実験例数）（ よフ
タ。 E円a 

過 一一

時 生死の
型 態 数

間 完 A B -It十 十十 ＋ 

生 。 4 
0.5 4匹 。 4 。。

死 4 。
生 。22 

1. 0 22 。 20 。2 
死 22 。
生 。 2 

1. 5 2 。 。
死 2 。
生 3 86 

2.0 92 4 30 30 32 
死 89 2 

生 。 9 
3.0 9 。 2 5 2 

死 9 。
生 3 53 （一）6

4.0 67 5 3 19 39 
死 64 3 

生 。32 （ー） 1
6.0 44 4 2 ア 34

死 44 7 

生 6 208 (-)8 

計 240 13 61 62 107 
死 234 11 

察した成績が表llP:示されている。表中の記号は前例

と同様である。 222例について観察した結果を見ると，

表 12 ラッテ糞中のダニ検出成績（総括）

l例数！ % ll l例 数 ｜ %

35 2 

11 朴｜ 30 

40 54 

14 14 

まずダニが生在していた例は 222例中1例も認められ

ない。叉形態でも 222例中恒例はダニは全然認められ

ていない。へい死を認、めた 191例中型態の完全なもの

は77例，“A”は 2417U，“B”は 90例を示している。要

腸 大 腸

型 態 数 型 態 数

完 A B 時十十十 完 A B 時十十＋

4 

21 

2 

84 

9 

55 

27 

202 

( 105) 

。 。。4 （一） 4 。
17 （一）4。 2 3 17 。 。1 17 

2 。 。。2 。 。。2 。 。
(-)2 76 (-)2 
3 8 31 51 3 7 23 60 

3 11 

8 。 2 6 。 。2 7 。
(-)2 61 （一） 1 

10 7 15 43 。 0 12 54 。 5 

（ー） 1 34 
3 3 9 31 4 。7 37 

13 6 

(-)5 198 （ー） 11 
16 21 60 154 7 7 45 177 

17 24 

するに虫体を認めた中では“B”と“先”が多く，“A”a

は少ない。叉数量の点では，“十”が120例で約半数以

上を示し，“十十”は半減し，吏lζ“-It十”は極く僅かであ

る。

ζ うして見ると，ダニの型態は割合に損傷を受ける

ζ とは少ないようである。しかし“B”の多いのは投与

材料によるものではなし1かと推察される。また数量も

大体lζ減少の傾向を示している。“一”例については一

寸疑問が残るが採取材料に関係したものではないかと

推察され， 24時間後には虫体はすでに体外に排出され

ているもの〉様にも考えられる。

小括

要するに，本実験ではダニの生存例は認められなか

った。また糞中のダニは比較的型態に損傷を受けるも

のは思ったより少なく，かなり完全なものが認められ

た。数量はかなり減少の傾向を示しているが， ζの点



についてはいろいろと検討の余地があるが，採取糞の

時間的相違によるものか，ダニの損傷によるものと推

察される。なお前例でも述べたが， ζ うした実験の中

で，かなり損傷を受けたダニ群の中で，型態の完全な

ものが相当認められるのは，ダニの性状（発育期の段

階）の相違Kよるものではないかと推察される。

5 ダ二の連続経口投与実験成績

ラッテ 7～10匹を一群として， 11群（A～K）を作

。り， 1日置きに5%澱粉液lζダニを浮遊させて経口投

与を行ない， 90～120日間にわたって実験した成績に

ついて検討して見る乙と〉する。

まず各群の誌験ラッテ，対照、ラッテ群の成績をわか

りやすくするために，実験ラッテ群の図表を説明した

のが表13である。 A 群ラッテでは表 14-1から 14-8

（省略）までが実験群であり，表14 Aは試験群，対

照群を比較したものであり，図1はζれを図示したも

のである。以下同様である。実験中，ラッテが事故を

生じてへい死したものは，その期闘が実験開始後間も

表 13 実験群及び対照群の図表説明

' 

" 

実 験 群（A) 対 昭 群（B) A:Bの比較図表

A 群 表 14 l～ 8 表 14 9～ i 0 表 I4A 図

B I/ II 15一一 11 ～ 17 II 15一一 18 ,..._, 19 」Y 1sA ノグ 2 

c ／.グ II 16 - 20～ 22 II 16 - 23～ 24 II 16A II 3 

D 」グ // 17 25～ 30 λF 17 31～ 32 グ 17A // 4 

E グ II 18 - 33～ 40 II 18 - 41～ 42 II lBA II 5 

F グ /I 19 - 43～ 50 II 19 - 51 ,..._, 52 II I9A /I 6 

G tグ II 20 53～ 60 II 20 61～ 62 グ 20A I/ 7 

H メグ II 21 - 63～ 70 II 21 - 71～ 72 グ 2IA /I 8 

I II II 22 - 73～ 80 II 22 - 81～ 82 メグ 22A II 9 

J II II 29 83～ 89 II 23 - 90～ 92 グ 23A // 10 

I壬 グ II 24 - 93～ 98 II 24 - 99～1 00 メグ 24A II 11 

説明： A群ラッテの表 14-1から表 14-8までが実験群， 又表 14 9から表 14-10までが対照群， 実験群

(A）と対照群（B）との比較が表 14A及び図 1である。

表 14A A群ラッテ体重増加量の比較 A＝実験群， Bz 対照、群

iィl，ベ王ア 過 日 数 及 ぴ 増 加 率（%）
No. 

最初 130日目｜ 160日目｜ % 190日目｜ 1120日目｜ ｜最後一最初｜

備 考
% % % % 

70 139 99 170 143 189 170 198一一70 182 11 1日 K

2 72 138 92 165 115 190 164 198一一72 175 112 グ

3 67 28日除外

4 59 157 155 (168-59) (185) 38 fl’ 

5 69 20 ，グ

6 66 109 65 125 89 149 225 156-66 136 113日 K

7 69 153 136 175 153 186 165 190-69 171 113 グ

8 69 116 68 140 103 163 136 178-69 158 113 II 

A平均｜

ネ 9

* 10 63 114 81 120 91 146 132 138-63 8 112 II 

B平均i 141 

設： K=Killed，以下同様

( 106) 



図 l A茸ラ、ッテの 1本塁E熔 m推 移
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ないものは除外した。表中除外とあるのはζ うした例

である。事故の原因は大体誤飲が多い。実験ラッテの

各個についての検討を行なう可きであるが，数が多い

ので各群毎について，表A及び図について検討するこ

ととする。

まずA若手の実験成績について見ると各個ラッテの成

主責をまとめたものが表14AK示すとおりである。No.3,

4, 5は途中事故のためへい死しているので除外した。

実験群5匹，対照群2匹についての成績である。

体重の増加状態を最初の体重と比較して見ると増加

率（%）に示すとおりであるが，平均値をみると，実

験群と対照、群では， 30日で134:120で実験群がすぐれ， t

以下608,90日といずれも実験群が少しくすぐれてお

り，その差も大体類似した数値を示している。更に最

終平均値でも165:121で実験群がすぐれている。これ

を関1でみると大体の様子が判ると思う。×印は対照、

群である。 X線の万が全般的に低い方lζ現れている。

要するに本例では実験群と対照群の問にダニによる影

響は認められないようである。

つぎにB群の成績をまとめた表15Aを中心lζ検討し

てみると，本例では No.13のみ78日目でへい死して

いるが，他は全部約114日の観察を終了している。体

表 15A B群ラッデの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 ぴ 増 力自 率（%）
No. 備 者

最初 30日目 % 60日目 % 90日目 % 目 % ｜長筏最初 % 

11 68 126 95 152 123 162 138 170-68 150 114日K

12 82 131 60 154 76 168 97 190-82 132 113グ

13 75 102 36 142 88 162-75 116 78日D

14 77 145 88 205 166 246 219 254-77 230 114日K

15 80 146 83 186 132 228 185 254-80 219 114グ

16 69 133 92 155 125 176 155 184-69 166 114グ

17 62 104 84 122 971 141 126 154-621 1481 1 !5グ l
A平均｜

~；~ー－－ク::: ネ 18 1~~1 * 19 61 122 100 160 162 195 242 112 II 

註： D口 Dead，以下同様

重増加は全般的にみると対照群の方がすぐれており，

末期比行く程，差が開いているようである。しかしな

がら実験群の中で1例， No.14が対照群よりよ廻って

いるだけである。乙れは図2をみると良くわかる。そ

の他は対照群より低い線を示しているようである。結

局本例では対照群の方がすぐれているようである。

C群の成績をみると，表16AK示すとおりであるが，

実験開始前に不注意な事故で数が減札実験群3匹の

中1匹は実験開始後25日自にへい死したので除外，対

照群も 1匹事故で除外したので，結局3匹についての

( 107) 



図2 B群ラッテの休童増相推移
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表 16A C群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 ぴ 増 力日 率（%）
No. 

最初 1308目｜% 160日目｜ % 190日目｜ % !120日目｜ ｜最後一最初｜ % 
者

% 

20 68 129 90 140 106 171 151 (184) 175 184-68 175 118日 K

21 (72) 25日除外

22 66 101 53 128 94 146 121 (160) 142 160一－66 142 117日 K

A平均｜ 1361 (1刈
* 23 
* 24 85 142 67 111 120日 K

B平均｜

A-B 

図 3 C群ラ吋テの♂ f本E量地方日推移
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成績となった。以上のような理由から本例では，あま 除外した。結局計5匹について観察した。両者の比較

り正確さは期待出来ないが，一応検討してみると，両 をみると対照群が1匹なので正確性を欠くが，中間成

者の比較では実験群の方がすぐれている。また中聞の 績では殆んど差は認められず，末期に幾分対照群がす

比較も末期に及ぶに従い差は大きくなっているようで ぐれたような数値を示しているが殆んど差は認められ

ある。図3をみると，両者の差はそれ程には認められ ない。乙の乙とは図4を見れば推察出来ると思う。

ない。要するに本例では実験群の方がすぐれているよ 要するに本例では対照群が1例なので正確性を欠く

うに推察される。 が対照群が少しくすぐれているようである。

D群の成績について，表17Aをみると，実験群6匹 E群の成績を表18Aで見ると，実験群8匹の中3匹

の中2匹事故で除外し，対照群2匹の中1匹は事故で 除外，対照群2匹計7匹の成績である。両者の比較を
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表 17A D群ラッテの体重増加量の比較

1。8~ 過 日 数 及 び i自 加 率（財）
No. 備 考

最初 30 日 l~I % 60日目 % りOEl LI % ノ ！ 日目 % 忠告： 最初 % 

25 84 155 84 190 126 205 244 (216) 181 216-84 181 117日 K

26 70 137 91 (160-70) (138) 50日除舛

27 (79) 20 グ

28 76 156 105 190 150 224 195 (236) 211 236-76 211 117日 K

29 71 121 70 144 103 149 109 (168) 137 168一一71 137 117 グ

30 80 136 70 164 105 172 115 (188) 135 !88-80 !35 117 グ

A平均｜
ネ 31 「伽* 32 68 121 77 154 126 78日除外

B平均｜ 165 州 193 

図 4 D群ラ・ソテの ｛Jj¥童増加推移

J
J明
十
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表 18A B群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 び 増加率（%）
備考

最初 130日目｜ % 160日目｜ % 190日目！ % 日目l% ｜最後一最初l% 
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図 5 E右手ラヴテの 1ホ室 HJ加推移
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見ると，数字的lとは大体差異は認められない。中間の

比較では殆んど同じである。しかし図 5を見ると実験

群の1匹（No.33）が非常に発育がよく，そのために

平均値が実験群にかなり良い結果を与える ζ とになっ

ている。乙れがないと対照群の方がすぐれているかも

知れない。

結局本例は両者聞に殆んど差は認められないようで

ある。

F群の成績について表19Aを見ると，実験群8匹，

対照、群2匹計10匹についての成績である。両者の比較

では結果的に大差は認められないが，中間の30日目で

少しく対照群がすぐれているようにみえたが，その後

表 19A F群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 び t曽 力日 率（%）
No. 備 考

最初 30日目 % 60日目 % 90日目 % ！ 日目 % 最後一最初 % 

43 51 151 196 190 253 204 300 204一司51 300 90日K

44 70 150 114 180 157 200 185 200-70 185 90 // 

45 53 130 145 163 207 175 230 175一一53 230 90グ

46 66 161 144 200 203 210 218 210-66 218 90 ノゲ

47 53 154 191 201 279 225 287 225-53 287 90グ

48 64 106 65 150 134 167 161 167-64 161 90 // 

49 62 102 65 147 153 155 150 155-62 150 90グ

50 61 138 126 186 205 205 236 205-61 236 90グ

：：~： * 51 198 

オ
90日K

* 52 118 144 140 150 15 150 90 // 

~L」
図 6. F群ラ、ッテの体重Zi雪1：コ推移
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は殆んど差が認められていない。乙れを図6で見ると，

幾分実！抜群の万がよい様にも見られるが，対照群の 2

匹の成績が少しく差が開きすぎたのでζ うした成績が

出たもののように推察される。

要するに本例では両者聞に差異は認められない。

G群の成績を表20Aについて検討してみると，実験

群 8匹の下l=i2匹除外，対照群2匹計 8匹についての成

績である。両者を比較してみると，僅かながら実験群

の万が良好なようである。また中間の成績も同様であ

る。図 7でζの成棋を見ると，大体類似した成績を示

している。

要するに全般的にみて幾分実験群がすぐれているよ

表 20A G群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 ぴ 土間 カ日 率（財）
No. 備 考

最初 30日目 % 60日目 % 90日目 % 日目 % 二二最初 % 

53 65 155 138 191 192 230 254 230-61 254 90日 K

54 53 124 115 143 170 162 205 162-53 205 90 グ

55 53 148 179 178 236 208 293 208ーも3 293 90 グ

56 59 153 159 172 191 (198) (235) 198-59 (235) 88 // 

57 58 154 165 200 245 248 328 248一一58 328 90 ~グ

58 56 94 68 142 154 (180) 221 180一一56 221 88 // 

59 58 59 (60-58) (3) 37日除外

60 60 (63-60) (5) 22 グ

A平均｜

* 61 69 158 225-69 

* 62 53 110 107 150 183 182 243 182-53 243 90 グ

B平均｜ 61 

回ア 〈正群ヲ‘ソテの体重Z増加推格
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うlζ推察される。

日群の成績を表21Aで検討して見ると，実験群は 8

匹の中2匹事故で除外，対照群は 2匹，計8匹につい

ての成績である。両者を比較してみると対照群の万が

すぐれているように見られる。また中間の成績をみて

も，平均した差が認められ，対照群の万がすぐれてい

る。乙れを図8で比較してみると，余り差は認められ

ないようであるが，やはり対照群の方が全般的K良好

なように推察される。

結局，本例では対照群の方がすぐれているようであ

る。

I群の成績につき表22Aを見ると，実験群は8匹の

中1匹除外，対照、群2匹計9匹についての実験成績で

ある。両者の比較では実験群の方がすぐれている。ま

た中間の成績の比較でもかなりの差が認められるよう

である。図9で見ると大体差はないように見られるが，

対照群の例数の少ない乙とがこうした成績を示す原因

とも思われる。

( 111) 



表 21A H群ラッテの体重増加蜜の比較

経 過 日 数 及 び、 t国 力日 率（%）
No. 者

最初 30日目 ちも 60EI §I % 90日目 % 日目 % 
tヨイイF 1阜［.7.11

% l ルv、・ v、~.... 、IノJ

63 60 168 186 183 205 210 250 210-60 250 90日 K

64 69 152 120 180 161 21 l 206 211-69 206 90 グ

65 72 138 92 174 142 198 175 198-72 175 90 メグ

66 70 102-66 16日除外

67 62 192 110 200 223 244 294 244-62 294 90日 K

68 61 120 97 153 151 187 207 187-61 207 90 II 

68 64 1 1日除外

70 71 152 114 180 154 225 217 225-71 217 40日 D

* 71 司ヰ
230-66 

* 72 64 16 15 234-64 266 90日 K

図 8 H E詳ラぃノチの T本草壁土滋相推移
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表 22A E群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 ぴ 土自 力日 率（%）
No. 

最初 1308%1 % 160日目｜ 190日目｜ !120日目｜ % ｜最後一最初｜

備 考
% 今も % 

73 60 134 123 217 186 210 186-60 210 90日 K

74 68 143 110 180 165 198 191 198-60 191 90 II 

75 72 182 162 230 219 240 233 240-72 233 90 II 

76 60 148 147 189 315 210 250 210-60 250 90 II 

77 64 160 150 208 225 231 261 231-64 261 90 II 

78 70 164 134 203 190 226 223 226-70 223 90 ノグ

79 58 13日除外

80 63 162 157 217 244 250 297 250-63 297 90日 K

( 112) 



表 22A.一つづき

経 過 日 数 及 ぴ i首 力日 率（%）
No. 

最初 J30日目｜ % ｜ω日目｜ % 190日目｜ % J120日目｜ % ｜最後一最初｜ % 
備 考

* 81 
* 82 72 136 112 213 195 248 244 248-72 244 90 グ

B平均｜ 138 213 

図 9 I群ラ‘ソテの体重Z用力0t佳妙
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要するに本例では実験群の方がすぐれているように

推察される。

J群の成績について表23Aで検討して見ると，実験

群は 7匹，対照群は3匹の中1匹除外，計9匹につい

ての成績である。両者を比較して見ると大体実験群の

方が幾分すぐれているように思われる。また中間の成

表 23A J群ラッテの体重増加量の比較

経 過 日 数 及 ぴ 上自 力日 率（%）
No. 

最初｜問自｜ 160日目｜ 190日目｜ !120日目l% ｜最後一最初｜ % 
備 考

% % % 

83 73 134 84 164 125 206 182 206-73 182 90日 K

84 61 85 39 150 146 184 302 184一一61 302 90 dグ

85 65 151 132 198 205 208 220 208一位65 220 90 ノグ

86 72 195 171 226 214 253 251 253-72 251 90 II 

87 65 132 103 180 177 219 237 219-65 237 90 グ

88 63 152 141 200 217 228 262 228…－63 262 90 II 

89 65 155 138 184 183 206 217 206-65 217 90 II 

刈23日 D

* 90 64 (98) 23日除外

* 91 66 148 124 184 179 200 203 200-66 203 90日 K

* 92 60 121 102 150 150 182 203 182一一60 203 90 II 

B平均｜

績を見ても，末期Kゆく程その差が幾分大きくなって

おり，やはり実験群の万がすぐれている。 ζれを図10

でみると，乙うした成績が明らかとなり，実験群の方

が良好のように推察される。

要するに本例は実験詳の方が幾分すぐれているよう

である。

( 113) 
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最後にK~障の成績につき表24Aについて検討してみ

ると実験群6匹，対照、群2匹，計8匹についての成績

である。両者を比較して見ると実験群の万がすぐれて

いるようである。また中間の成績を比較すると30日で

は対照、群の方がすぐれているようであったが，その後

は逆に実験群の万がすぐれた数値を示している。 ζれ

を図11でみるとそんなに差がないよう Kみられるが，

実験例数の差がこうした差を生ずるもののように推察

表 24A E玉群ラッテの体重増加量の比較

経過日数及び増 加 率 附 ｜ 
No. 

% 160日目｜ % ¥90日目｜ % ¥120日目｜ % ｜最後一最初｜ % 備

者

93 61 128 110 174 185 185 203 185-61 203 90日 K

94 57 145 184 181 355 198 288 198-51 288 90 Jグ

95 52 118 127 173 233 202 288 202… 52 288 90 A’ 
96 62 161 160 180 196 200 223 200-62 223 90 // 

97 55 148 169 193 251 214 289 214-55 289 90 // 

98 60 169 182 206 243 233 288 233-60 288 90 グ

ネ 99 司*100 141 181 18 184一一6 188 90 グ

B平均｜ 23 

図 lI k群ラッテの保亘増加推移
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される。 も30日では殆んど差が認められない。 60日では僅か実

小 括 験群がすぐれて，また90日でも同様に実験群がすぐれ

以上検討した11群の実験成績を総括してみると，表 ているがその差はごく僅かである。

25K示すようである。両者を比較してみると全般的に 乙うしてみると数的には実験群が僅かながらすぐれ

は実験群の方がす乙しすぐれており，また中間の成績－／ ている ζ とが推察される。しかし，その差は殆んど認

表 25 各群ラッテの体重増加量の比較

I~叶最初｜叩目｜ % 160日目｜ % 190日目i% !120日目｜ % ｜最後一最初｜ % i匹数

A 68 134 103 155 121 175 182 175-68 165 5 

B 73 127 77 194 115 187 153 195-73 166 7 

実
c 67 115 71 134 100 158 136 172 158 172-67 158 3 

D 76 141 84 172 121 188 166 202 166 202一一78 166 4 

臨1 E 69 112 63 163 116 181 150 194 167 194-69 167 5 

F 60 137 131 177 199 193 221 193-60 221 8 
間i

G 57 138 137 171 198 204 256 204-57 256 6 

A H 66 154 119 178 173 213 225 213-66 225 6 

I 65 156 141 202 225 220 238 220-65 230 7 

J 66 143 115 186 181 215 239 215-66 239 8 

T支 57 145 155 185 243 205 263 205-57 263 6 

平 刈計 70

A 67 120 87 141 109 162 142 121 2 

B 68 129 119 167 146 196 190 216一一68 218 2 

女す c 85 126 69 157 85 163 92 179 111 179-85 111 

D 71 132 89 159 121 188 165 208 193 208-71 193 

照 E 75 125 67 168 123 186 148 199 167 199一一75 167 2 

F 55 134 145 162 197 174 219 174-55 219 2 
群 G 61 134 125 172 190 204 235 204-61 235 2 

B H 65 171 163 200 209 232 257 232-65 257 2 

I 72 138 108 192 61 213 198 213-72 213 2 

J 63 134 113 167 164 196 203 196-63 203 2 

K 61 163 169 190 213 233 202一一61 233 2 

平

｜品／681137/ I問 IJ 174~0 1162/ 11叫 1203/ 11叫 I164/ I一｜拙／｜
137 114 170 147 192 189 195 157 66/68 197 

A-B 

められないくらいで，前述のように両者の実験例数の

差が乙うした差を生じたのではないかと推察され，乙

うした考えが正しいとすれば，今回の実験成縞から幾

分実験例がすぐれているようであるが， ζれは殆んど

差のないものと解釈される。しかして本例のダニの連

続実験では動物体，特にラッテに対しては害がないよ

うに推察される。

6 連続投与ラッテの剖検所見

ダニの連続経口投与実験終了時lζラッテは処分して

剖検所見を観察したのであるが，特異な所見を観察し

( 115) 

たものは 1例もなく，た Y経口投与による誤飲から肺

の一部に出血斑を認めた程度であった。また胃，小腸，

大腸粘膜にも，粘膜の出血斑とか引赤と云うような異

状は認められなかった。病理組織学的観察も後に行な

ってみたい考えで、あるが，こうした上記のような成績

から余り変状は期待出来ないと推察される。乙れも少

数例であるが処分ラッテの腎，肝，牌などの臓器のj甲

捺標本を作り鏡検してダニを検索した実験で，ダニを

見出せなかった事からも推察される。



む すび

ダニの動物体lζ及ぼす影響を探究するために，いろ

いろ長期にわたるダニの実験を行なった結果，つぎの

ような結論を得た。

1. ダニの浮遊液の選択および生在時間

最も適したのは 5%澱粉液である。また胃液と腸液

では胃液の方がよく，酸性の方に抵抗力が5郎、傾向が

ある。

また，ダニの水溶液中の生容時間は最高13時間位で，

活動力ある状態では 8時間位までのようである。

2. ダニの経口投与後ラッテ体内での生荏状況

ダニがラッテ体内での生在例は非常に少ないが，生

害しても胃内に4時間位までに他の小腸，大腸から

は認められない。またへい死ダニは型態的に余り損傷

をうけるものは少ないようである。ダニの数量では時

間の経過と共に移行している。

3. ダニ糞中の検索成績

投与後約24時間後の糞中のダニには生存例を認めら

れなかった。また型態的にもかなり克全なものが多い

が，数量は少ない0

4. ダニの連続経口投与実験

結論的にはダニの連続投与を行なっても特に悪影響

を及ぼすζ とはないようである。即ち，実験群，対照

群の体重比較では差は認められない。また剖1余所見で

も特に異状は認められないようである。

5. ダニの発育期別でかなり抵抗力が相違するので

はないかと推察される例が，今回の実験の成績に現わ

れているようである。 ζの事実は我々の今回の誠験の

大きな失敗とも云える事と考えられる。しかし乙れを

貴重な経験として納めておきたい。

稿を終るに臨み御懇篤なると指導を賜った佐々教授

研究室諸先生，浅沼靖先生，宮島技官l乙深甚な謝意を

( 116) 

表します。
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18 肉の色素還元反応について（抄録）

大石 市n ー＊上

西田博＊仁J::r

田中 錠太郎料

田陽

村

司＊＊＊

賛＊＊＊

食品の鮮度と色素還元反応に関しては，種々検討が

試みられてきた。！j寺lζ牛乳については広く研究され，

Methylene Blue, Resazurinを中心として，その報

告も多く実用段階に入っている。牛乳の Methylene

Blueを用いた試験法としては，従来Schardinger法，

Barthel法などが試みられて来たが，現在では米国の

A.P.H.A.法が用いられている。牛乳の Methylene

Blue還元値比付いて， 春田， 中村は牛乳の保帯性i乙

対して，極めて良い指標であり，更に還元値は細菌の

菌塊による本質的な影響を受りず，牛乳中の細菌の発

育指標として，また細菌の平板｛症と比較し鋭敏性を持

っている ζ とを報告している。牛乳の Resazurinを

用いた還元誠験に付いては，Bortreeおよび Spencer,

Black, Olgas，下平らが検討し，生乳中に合まれてい

る細菌数と還元時間との間に相関関係のある事を報告

している。

牛乳以外の食品l乙付し、ては，阿部はかきの鮮度判定

K 2-3-5-Triphenyltetrazolium Chloride （以下

T.T.C.と記す）を用い，活力のあるか与は総べて色

素を還元し，しかも大腸菌群との相関関係のある事を

報告している。

鶏卵粉末の Resazurinと MethyleneBlueを用

いた還元試験lζ付いて， Iohns, Scottおよび Gilles幽

pieは細菌数と Resazurin還元の良好な相関性を報

告している。

凍結野菜の Resazurin 還元試験に付いて， Fer帽

guson, Yates, Jonesらは細菌数と Resazurin還元

値は一致しない事を報告している。

凍結食品，主としてチキンパイの Resazurin還元

詰験に付いて， Strakeと Stokesは細菌数1万以下

で， Resazurin還元時間は 8時聞を要し， 細菌数

100～500万で31時間を要する事を報告している。

肉の Resazurin還元試験記付いて Proctarおよ

び Greenlie,Strakeおよび Stoker,Well, Walker 

らは還元値と細菌数とに付いて検討し，細菌数と鮮度

* m京都立衛生研究所獣医衛生部

料 東京UIS衛生局公衆衛生部手L肉衛生課

料体松屋商品誠験室
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との相関よりも，鮮J]tと色素還元との相関関係の万が

一致する事を報告している。また Saffleは試験法

を改良して， 牛肉浸出液lζ酵母抽出液を添加して，

Resazurin反応を試み， やはり鮮度と細菌数は一致

せず，鮮度と還元反応、とl乙相関性を認めている。

以上の諸報告の如く，肉関係の色素還元試験の報告

は少ない。しかし，いずれにしても食品によって，ま

た色素の種類によって，各々還元状態を異にしている

事は明らかである。

そζで，牛肉，馬肉，豚肉，兎肉について各々鮮度

を低下せしめ，鮮度試験および色素還元反応を誌み下

記の知見を得た。

1) 新鮮な各種肉に付いて， Carbonicanhydrase, 

Peroxidase, Hydro peroxidase, Cytochrome o'xi伺

dase, Lact dehydrogenase, Molicacid dehydro-

geロase,Succinic dehydrogenase, Glucose dehy幽

drogenase, Glycerophosphate dehydrogenase 

等の諸酵素の分布状態を測定したところ Succinic

dehydrogenase, Glucose clehydrogenase, Glyc-

erophospha te dehydrogenase等の分布が著明であ

り，他の諸酵素は不明で、あった。

2) Resazurin, Methylene blue, T.T.C., B.T.C., 

等の色素を用い，各種鮮度の肉について鮮度測定およ

び還元反応を試みた。その結果， Resazurinは最も

鋭敏に反応し， MethyleneBlueが続き， T.T.C.お

よび B.T.C.は極めて反応が遅い。また色素還元値は

細菌数と相関性が低く，鮮度すなわち NH3-N量と

良く相関する事が認められた。

3) 生肉の色素還元反応には Resazurinは不適当

であり，常法lζ従った MethyleneBlueと下記に示

す酵素活性剤を添加した T.T.C.の使用が好ましい 0

4) T.T.C. R.よる試験法は，検体10%生理食塩水乳

剤 5cck対し，T.T.C.20%水溶液leeを添加し， ζの

液vCO.2Mコハク酸ソーダ水溶液lOcc,pH7. 4のl/lOM

燐酸塩緩衡液1Qcc,0.3M塩化カルシウム水溶液0.2cc, 

0.GM 草炭酸ソーダ水溶液0.2cc, 蒸留水6.8ccの混

合液 leeを添加し， 37°Cで60分間反応を行ない，観

察した場合が最も良く鮮度と相関する。



19 児童用栄養剤の品質について（二）

1 はじめに

学校で，または学校を介して児童に栄養剤を投与し

ている乙とは周知のζ とである。 ζれらの栄養剤は保

健の目的か，あるいはより積極的比体位の向上をはか

るために，かなり長い期間，つづけて投与するので，

学校給食との関係や，経済の面も合めていろいろ問題

が多いと考えられる。

われわれが都内の小学校について行なった 2自の調

査の結果，児童に投与されている栄養剤は，ほとんど

ピタミンA, Dを主としたものであった。

具体的に児童向けの栄養剤とはどんなものか。昭和

32年，ならびに36年の調査の結果では，表1にあげた

表

昭和32年の主たる児童用栄養剤

ロロロ 名
表示成分V量

VA IU 

フミ〉 ピタ A 30,000 1 ml 

リ パー A 滴 30,000 // 

日 ピタゼリ｝ 3,000 ／粒

パパ ーゼリー 2,500 // 

河合肝油｝ 1号 3,000 // 

ドロ γ プ 2号 3,500 // 

ピオ スゼリ｝ 3,000 // 

リ パ－ A 錠 3,000 ／錠

ノ＼ リ )'¥ 5,000 // 

ζ コ ｝ 2,600 ，グ

表示成分V量（1コ中）

VA VB1 VB2 vc 
lU mg mg mg 

糖衣ピオスゼリー 2,500 0.5 0.3 20 

ピタドールゼリー 2,500 0.1 

ミネラ Jレエデ γ ク 2,500 0.5 0.5 

コ二 プア ".1 ク 2,500 0.5 

ノf イタ Jレミ ン 2,500 0.5 

ハ リパヤング 3,300 0.25 

キ ヤンリ γ チ 2,000 0.4 0.4 

浅田飴V ドロサプ 2,000 1. 0 0,5 30 

＊ 東京都立衛生研究所 医薬品部

窪

山
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ようなものでいずれもビタミンAは必ず含まれている。

昭和35年に日本学校給食会が発表している年次別児

童 1人 1回当りのピタミン平均反取量一表2ーによれ

ばピタミンB1,B2はいずれも給食用のパンに強化され

ているので基準量の 130%以上を摂取しているのにく

らべてビタミンCはかろうじて基準量を，叉ピタミン

Aでは基準量の909百程度にすぎず，特i乙ピタミンAの

摂取が充分でないζとが判る。また ζれらの実際lζ食

餌から摂取されるピタミンA量の中，ピタミンAの形

でとられるのは，僅かその30～40%程度と考えられ，

その他は効率の悪いプロピタミンAであることを思い

あわせると，児童向けの栄養剤にピタミンA, D剤が

昭和36年の主たる児童用栄養剤

口仁口l パ4コ7 

表示成分V量

VA IU 

パー A 滴 30,000 1 ml 

ビ オ ス A 33,400 1 g 

パ パーゼリー 3,000 l粒

河合肝油ドロ γ プ 3,000 // 

ピオスゼリー 3,000 // 

エデ γ クドロザプ 2,500 ／コ

表示成分V量（1コ中）

VA VB1 VB2 vc 
lU mg 

パパーゼリー B 2,500 0.5 0.2 1. 5 

糖衣ピオスゼリー 2,500 0.5 o. 1 

ピタドー Jレゼリー 2.500 0.1 

ミネラJレエデ γ ク 2,500 0.5 0.5 

( 118) 



多く，学校で給食K添加するにしても，単独で投与す

るにしても，比較的単価の安いζれら薬剤の形でピタ

ω ンAをとるとはなるほどとうなずける。なお文部省

は昭和37年度から基準量を表3のように改訂したが，

ζれによれば高学年ではビタミンAは改訂した基準量

に対して約 67%に当り一層へだたりが出来る ζ とに

表 2 年次別児童1人1回当りの平均摂取量の推移

（昭和35年日本学校給食会）

区 分 31年 32年 33年 34年

VA (IU) 660 673 701 665 750 

VB1(mg) 0.81 0.85 0.84 0.80 0.6 

VB2(mg) 0. 78 0.81 0.84 0.81 0.6 

VC (mg) 18 18 18 20 20 

注：但し VAのIUは36年12月文部省改定の算出法

により換算したもの

表 3 児童1人1回当りの平均所要栄養量の基準

（文部省体育局）

昭34和年～36年 昭和 37年改訂
区分

6童～の8才場の合児 I 9児～童11の才場の合児童の場合

VA (IU) 750 750 1,000 

VB1(mg) 0.6 0.6 0.6 

VB2(mg) 0.6 0.6 0.6 

VC (mg) 20 30 40 

注：但し， 36年現在の VAのIUは37年改訂された

基準と同ーの万法で算出換算したもの

なる。

しかし，前回も指摘したように， ζの種の製剤の多

くが市場を経ずに直接メ｝カー→学校→児童という特

殊な経路で投与されるので，その品質が果して学校の

関係者や父兄の期待に沿いうるものかどうかという点

に関心を向けないわけにはゆかない。

32年にはじめて品質の検討を手がけた頃から現在ま

で，われわれは母親たちゃ学校の先生万から ζの種の

製剤の投与の是非，選定のむずかしさ，あるいはその

ために無償で試験をしてくれる機関がないものだろう

かといった ζ とでたびたび相談をうけてきた。

ζのような事情で昭和32年に都内の29の小学校で使

用されていた38点を含めて11社， 18種， 59点の試料に

ついて各成分ビタミンを定量し，その品質を検討し，

おおむね満足できる結果を得たので報告した。その際，

I部表示l乙反する不適当なものを使用していた学校に

はその成績を伝えて学校からメーカーに注意して頂く

ようにお願いした。

その後， 5年の開花どの程度の変遷があったか，特

K前回不適当であったものは大いに改善されているで

あろうと期待をもって 36年 10月から，再び前回と同

様の万法で都内4市， 10区， 21校から使用中の栄養

剤の提供をうけ， 6社， 10種， 31点の試料について品

質の検討をおζなったので前回の結果と比較して報告

する。

2 試料

2. 1 試料を提供された学校：表4の通りである。

表 4 調査に協力していただいた学校

日目 和 32 年 昭 来日 36 年
市， 区， 名

校 数 学 校 名 校 数 学 校 名

中 央 2 久松，京華 2 久松，京華

港 南桜 南桜

新 宿 2 原町，仲之
」口三、 東 3 西町，忍岡，谷中 忍岡

江 東 八名川 八名川

ロロロ JI[ 芳水 芳水

大 田 馬込第三 馬込第三

世 田 谷 東玉川

中 野 本郷 2 本郷，塔之山

t諜 馬 2 上石神井，中村

荒 Jll 尾久第六 3 尾久第六，第三瑞光，第五瑞光

足 立 3 大谷田，千寿第一，西新井第一 2 千寿第三，西新井第一
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昭 末日 32 年 昭 和 36 年
市，区，名

校 A寸"2: 校 名 校 数｜ 学 校 名

葛 飾
9 I 川木端，小，松本，上田，千堀葉切，，松金南町，， 道四上ツ 3 堀切，四ツ木，綾南

武 蔵 野 大野田

昭 島 光華

立 JI/ 市立第四

八 王 子 市立第五 市立第五

言十 1市， 13区， 29校 4市， 10区， 21校

2・2 試料の種類：試料は前回同様，ピタミンA, D 

のみの製剤と，ビタミンA, Dのほかに 1～3種の

水溶性ピタミンを合む複合剤とに別けられ，その種

類は表5の通りである。

表 5 試 料 の 種 類

昭 来日 32 年 昭和 36 年
剤 型 メーカー

学 校 日首 入 計 学 校 計

A 

水 溶性液剤 B 7 2 9 6 

E 10 2 8 
A 

B 2 3 

ゼ 斉日
c 6 3 9 5 

一 D 7 8 7 
D （ゼリードロ γ プを含む） II 

E 2 3 24 4 16 

B 

斉日 糖 衣 錠 I 2 2 

F 4 

倉台 剤（ドロ γ プ剤） G 2 2 

セ、 斉リ
c 

一 E 7 2 9 2 

複 （糖衣ゼリーを含む） F 1 10 4 

G 2 3 

よa
錠

G 2 
糖 衣

H 

I 2 8 
剤

J 2 
自白

K 

計
10 社， 1~種点 I 9 社' 17 種点 ｜ ｜ 

B～G=6社， 10種， 31点
A～Kロ 11社， 18種， 59点

3 試験成績

3・1 AD剤： AD剤についてピタえンAの定量値は

表 6の通りである。表中の数字は表示合；震に対する

定量値の%である。試料が2点以下のものはそれぞ
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剤 型

水格性液剤

ゼリー剤

糖 衣 錠

告白 斉リ

no 
表

メーカー

A 

B 

E 

B 

c 
D 

D 

E 

B 

I 

F 

G 

値
量

定
の

A 
V 

の
す升

製
の

み
の

D 
A 

fl日 来日 32 

学 校 日i号

97 

122一一103一一 93

111-99 

定一表，，tE、、、

値一量
色合

主重一一不

年

117一一114

112 

× 
4Eよ

、、ts，J
nu 

nU 

入

107一一102-91 111-97-84 

128-106-89 105 

133 

67 102一一 94

120 

153 

68 

昭和 36 年

学 校

102-92-85 

101一%

121-113ー 105 

122一一113-102 

76一一 74-70 

108一一 94

れの値を， 3点以上あるものは最高，平均，最低を

示す。 AD剤の中， E社のゼリー剤は含量不足で不

良医薬品と判定される。

する定量憶の%を示し， 0は表示l乙反してそのピタ

ミンを検出しないもの，欠字はそのピタミンを合有

する旨の表示のないものを示す。援合剤の中， E社

のゼリ｝剤はピタミンA以外の成分ピタミンが表示

違反，ないしは表示違反ならびに含量不足で不良

3. 2 複合剤：複合剤について各成分ピタミンの定量

値は表7の通りである。表中の数字は表示含量l乙対

表 7 複合剤の成分Vの定量値（亙塁盤×10〕
＼表示含量 ／ 

昭 来日 32 年

剤 型 メ｛カー 学 校 購 入

A B1 B2 c A B1 C2 c 

c 
E 113 20 。。104 32 。。
// 111 28 。。93 92 。。
I/ 93 92 。。

ゼリ ｛剤 // 93 80 。。
// 89 40 。。
I/ 80 100 。。
I/ 80 26 。。
F 107 90 

G 93 116 114 129 108 108 

/I 89 124 114 

糖 衣 錠 G 91 124 111 82 

H 107 166 

I 91 100 123 96 

J 89 38 55 61 78 70 
色合 斉リ K 94 92 100 123 
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昭和 36 年

学 校

A B1 B2 c 

105 112 100 93 

95 38 。
91 88 。

130 110 

105 128 110 



医薬品と判定される 0

4 考察

① ζの種の児童用栄養剤の品質は全般におおむね

満足で、きるものと考えられる。

② 2回の調査を通じて不良医薬品と判定されるも

のは， E, F, J 3社の製品に限られるが現在もなお

引続いて使用されているのはE社のものだけである。

③結局，昭和32年から36年Kいたる 5年の聞には

半数近い栄養剤が姿を消し，手続するものの大部分は

前回より品質の点でも適正なものであり，かつ，一層

児童のi膚好に適うよう製剤技術も改善され，苦心の跡

がうかがわれる。

前回不良品と判定されたものの中で，また全く同様

の理由で不良品とみなされる悪い成績を引続いて本し

( 122) 

ているもののある ζとは遺幡なととである。

5 おわりにζの調査に際しでかなり多くの人から，現

在の学校給食でどうしたら最も少い費用でピタミン類

を充分に与える ζ とができるだろうかというill談をう

けた。あらゆる栄養素を食餌からとる ζ とは最も理想、

とすると ζろであるが，いまの学校給食の限られた費

用でピタミンを基準量だけ完全に与える ζとは容易な

ととではないようである。 ζの調査の結果では一般に

学校で投与されている栄養剤は極めて 1部のものを除

いて，その品質は信じ得るものであるから給食にすべ

てを望み難い現状では，比較的，価格も安く，確実な

ピタミンの給源として ζれらの薬剤を使用する ζ とも

次善の策として考えてよいのではないだろうか。



20 次亜塩素酸ソーダ溶液及び

その安定化に関ナる研究

薬品の有する効力を遺憾なく発揮させるためKは，

薬品が先ず安定である ζ とが必要である。しかるに多

くの薬品中には保在中に分解し，効力の減少するもの

がかなりあるととが知られている。保在性のない薬品

の適用範聞は極めて局限合れ，早晩淘汰されてゆく運

命にある。薬品の分解，その防止法については，多く

の研究者により多種多様の研究がなされており， 1）九4)

最近に至つては薬品の溶液中の分解及び安定化の問題

を取扱うのに化学動力学的万法が適用されている 3）。

しかしながら，動力学的に算出し得るものはいまだ

一部分であり，製剤学の研究課題の重要な一部門とし

て幾多の話題を提供している。

1 次亜塩素酸ソーダ溶液の概要

次亜塩素酸ソーダ潜液（以下NaClOsoln）は，消毒

及び防臭剤，漂白剤，化学工業原料として大量κ使用

されている。

工業的Iζは，有効塩素10%以上の規格のものが製造

されているが，製造会社は， NaClOsolnが不安定で

分解による含量低下が問題であるため，消費者が製造

後直ちに使用する様にピストン輸送を行なっている。

叉，少くとも製造後一週間以内に消費すべきであると

しているの。

1.歴史

NaClO solnは， 1792年 Percylとより最初に製造

された塩化物で，殺菌剤として，叉防臭剤として好評

を博した。本液は，本質的には NaClと NaClOとの

混合物である。

1834年， Balardは， 塩素水に酸化水銀を加えて次

亜塩素酸を作り， ζれにアJレカリ，マグネシア，亜鉛

及ぴ銅の水酸化物を加えて，次亜塩素酸塩の溶液を作

った。叉 1851年， Wattsは，アルカリ塩化物の電解

による塩素，ソーダ，次亜塩素酸塩及び塩素酸塩の製

法特許を得た。

1880年前後から，欧州、｜で，アルカリ，アルカリ土類

や，マグネシアの水溶液に塩素を通して漂白液を作つ

＊ 医薬品部

湯本

橋爪

芳 ま佳＊

郎＊一上品
ノ＼

た。 NaClOsolnは，常温において， NaOHの溶液に

Clzを作用させる ζとによって生ずる。叉， Na2C03

で111~－i粉を分解する ζ とにより作られる。

此の性質を有するものは， ヲ ャ ベ Jレ液（Eaude 

Javelle），ラパラクェ液（Eaude Labarraque），ク

ロロザクス（Clorox），ダヅル (Dazzle) 等の名称の

もとに販売され， とれらの溶液は NaClOとNaClの

混合物を含有し， 共に幾分の遊離アルカリを含有す

る6）。

我閣では 1926年， （大正15年） から製造を開始し

た7）。 1915年，第一次世界大戦において，銃創の処置

についての研究結果として， Dakinは，ホウ酸で中性

化した chlorinatedsodaの消毒力に注目した。その

方法は Carrelにより一部改良が加えられ，漸次その

溶液について相当の改良が加えられたが，それらは一

般に， Carrel-Dakin’ssolution としてよく知られ

ている。

Dakin による最初の方法は， 140gの Na2C01 （叉

は400gの Na2C03・10H20）を水にとかし， 200gの

Ca (ClO) 2 ( 30～40%の有効塩素を合む）を加えてよ

く撹持する。 30分後上澄液を分離し，脱脂綿でろ過す

る。ろ液l乙ホウ酸40gを加えると，微弱アJレカリ性の

溶液が得られる。 ζの潜液は Dakinkより， 0.5～

0.6 %の NaClOを合むととが判った8）。後に Dauf-

resne その他により， NaHC03がより効果のある

alkalinity reducing agent として用いられた。乙

れは ModifiedDakin’s solution として知られてい

るもので， との調製法は， NaClO soln ( 4～ 6% 

NaClO合有）を， 5000mlの精製水と， 5%NaHCOa 

soln 40m1 を冷精製水に入れ， よく撹押する。 ζの

液20ml中に約20mgのフェノー Jレフタレイン末を

加え， 2分間ゆるく振鼓する。赤色を呈したら更に

NaClO Soln IC::. 5 % NaHC03 solnを前記の試験を

繰り返しながら，赤色を呈しなくなる迄加え， lOOml 

中ICNaClO 480mgを含む様lζ稀釈するの。 ζの液

は用時調製せねばならず，数日間保評した場合は試験
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して使用すべきである。

1925年，長谷川が NaCIOsoln の消市力について報

告した10）。

2） 性状

NaCIO solnは強力な殺菌作用を有する。 ζれは溶

液中で発生期の酸素を生じるからである。有効塩素と

いう用語は， 一般的には CIO塩の強さを表現するの

に用いられている。

NaClOは，酸化性物質の在在で次の様化分解する。

NaCIO－一一一NaCl+ (0) 

ζの発生期の酸素叉は活性酸素は遊離し，相互に反

応して 2原子が結合して酸素分子を形成するかもしれ

ない。

塩化物の溶液Iζ1原子の活性酸素を含有させた場合，

例えば，酢酸の荏在下では次のj設に lmol叉は 2原子

の塩素を遊離する。

2NaCl + CH3COOH + ( 0) 

一→Clz十 2CHaCOONO + H20 

以上の反応式から，一個の原子を持つ lmolのNa圃

CIOは，直ちに 2原子の有効塩素，叉はそれと等量の発

生期の酸素を形成する。 ζれは結果として， NaClOIと

対して有効塩素は約0.5%に相当するととを意味する。

HClOは電離度 4×10-sの弱酸である。

NaCIOは，溶液中で分解触媒の不存， pH9.5叉は

それ以上であるならば安定である。

中性及び弱酸性溶液中では， NaClO は平衡を失っ

て塩素酸塩と，塩化ナトリウムを生成する。

高温

3 NaClO一一一→ NaClOs+ 2 NaCl 
低？昆

2NaC10 －一一→ 2NaC1+ 02 

金属塩，特に Ni,Co, Cu, Fe，化合物は酸素生成

の原因となり， NaClOを NaClk変える。との反応

はアルカリ務液中では緩慢で，中性及び弱酸性溶液中

で速かK行われる。

NaClO は闘形物として次の化合物が知られている

が，何れも非常に不安定なので製造し契m~ ,11）。

NaClO (M. W. =74. 45) 

NaClO・I-IzO (M. P. 75～80°C) 

NaC10・2 －~－·H20 (M. P. 58°C) 

NaC10・5・H20(M. P. 27° C) 

NaCIO soln は C02ガスlとより分解する程不安定

であるが， 最も安定にする万法は， pH 11以上で，

Cu. Ni含量が少く， NaClO濃度のほい NaClOsoln 

を冷暗所に保在する ζ とである 12）。

3）抗菌作用

( 124) 

NaClO solnの殺菌作用は，安定な HCIOの濃度

に関係があり， pH Gでの抗菌作用は pHgでの抗

菌作用lζ比じ10倍大である。

との殺菌作月jU:, Knox et al13）によれば，細菌の

新陳代謝l乙必須の Sulfhydrylenzymを酸化して阻

害するからであるという。

相当量の有機物質の荏在においては， CJO塩の抗菌

作用は非常K低下する。とれはおそらく，活性酸素が

細菌の代りに有機物質に作用するからであると考えら

れる。従って大量の有機物質の消毒には， i脂粉lζ劣る。

Tilley14）は， NaCJOsolnが，その殺菌効果におい

てHgClzK匹敵すると報告した。

有機物質の不在において， 25,000 倍の NaClO

solnは， non”Sporulating bacteriaを殺し， 200 

倍のものは， 2時間後に非常K抵抗性の強い「ヨウ胞

子Jを死滅せしめる。しかし，血清の荏在下では，殺

菌作用は著しく減退し， 400倍溶液は，普通の生長摺

程の細菌の殺菌に2時聞を要する。

外科的用途における ζの溶液の価値は，単iζ抗薗作

用のみでなく，広範囲の骨組織の溶解力を持つ ζ とで

ある。それ故，望ましくない岩屑の除去に利用される。

不利な ζ とは，凝固血液を溶かして凝固を遅らせ，

皮1111と刺激を与える。

epidermophytosis （タムシ） の予防薬としても，

foot bathとして広く使用されている。叉，その漂白

作用に侵されない種々の容器の消毒には非常に優れて

し可。例えば，伝染病患者に使用する臨床用温度計，

ガラス容器，瀬戸物などである。

叉， antiforminの名称で，細菌学的研究に大いに

使用されている。 ζれは特iζ疾中の結核菌の確認及び

糞便中の寄生虫卵の確認に用いられ，有機物の液化に

より遠心分離が可能であり，叉他の菌も破壊させるか

らである。

4）製法

NaCJO solnの製法としては，次の万法がある。

(1) NaOH或いは， Na2C03 soln Kサラシ粉を加

える15),16) 0 

2NaOH十Ca(ClO) 2 ------2 NaClO+Ca (OH) 2 

Naz COs十Ca(Cl0)2一一」2NaC10十CaCO a 

Naz S04+Ca(Cl0)2 －~2NaC10十CaS04

洗濯屋では普通， ソーダ灰とサラシ粉の反応により，

1 %NaCIO solnを調製ーする。石灰水及びその他のカ

jレシウム塩は， CaC03 の枕澱を生成する。 ζれを上

澄液で洗去する。



ζの方法は，＂J-%NaC10 solnの調製lζは効果的で

あるが， 3%以上の的被はζの万法では， CaC03とな

る損失が多いため不利である。サラシ／（：）］ とソーダ灰と

の安定な混合物は， 1930年から“H.J. H. 15 (Highest 

I-lypochlorite有効塩素15%）として市販されている。

ζれは，低濃度の NaClOsolnの調製lζ都合がよい。

安定にするためには， Cu, Niなどの重金属を含ま

ぬ ζとであり，塩素化が pH10. 5以上で行われる ζ

とで，少量の潟利塩の添加により， 交互に Ca(OH）日

叉は， Mg(OH)2が溶液中で形成され，出、澱は金属イ

オンを分離して，溶液の安定性を高める ζ とが出来る。

（劫冷 NaOH叉は Na2C03，或いはζれらの混合

物の溶液lζChガスを吸収させる万法17）。

2Na0H十 Clz一一一~NaClO+NaCl+I-IzO

4 Na2COa+Chー→NaClO十NaCl十2NaHC03

現在では ζの方法が工業的に用いられている。 Ch

ガスは， l0°C以下で吸収させる。温度が上ると ClO

塩の代りに C103塩が生成する。間服法電解 NaOH 

solnは， そのままでは鉄分と塩分が多いため使用に

適さず，専ら水銀法電解 NaOHが用いられている。

例えば， NaOH溶液（1-+4）を冷却して 0°C以下

で全量の 1/5量の増加が認められる迄， Cb ガスを

導入する 18）。

(3) NaCl solnを低温で無隔膜電解する万法19)

NaCl水溶液を器解するときは，次式l乙示す如ιく，陽

極（白金叉は黒鉛）において Clーの放置により Clzガ

スを発生b，陰極（鉄）では水の解i誼による n＇＋の放

電により H2ガスを発生し， l OH－ばNν と NaOH

を生成する。

2c1-+2e一一一一、Ch

2H+-2e一一一＿，..I-Iz

OH-+Na＋一一一~NaOH

もし，電極間lζ！日！肢を用し吋山市解する(I苦は， i容液の

拡散，或いは発生期の Hzガスによる液の撹持により，

NaOHと Chが会合し，恰も

2NaOH十Cb一一一－~N aClO +Na Cl+ I-IzO 

NaOH i乙Cbガスを導入する際lζ起る如く NaCIOが

生成する。

電解によって，かく生成した NaClOは， 酸化剤でf

あるから，陰極における発生期の水素で容易に還元さ

れて NaClK復帰する。

NaC10+2 (H）一一＿_,_NaCl十日20

ζれら電解生成物の陰極還元防止剤として，

Na2Cr201・2H20を電解液中花 2g/l程度添加する ζと

により，還元を殆んど抑える ζとが出来る。 NaClOは，
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Cu, Ni, Mn, Coの様な重金属塩類により，接触的に

分解するから，＇ j;[1極の接続出t導線等の金属が沼解液

r+ iに混入しない様H二注意する。との万法lとより，約 2

%の NaClOsolnが得られるが， ζの万法は，繊維

工場等で自家消費のために利用されている。しかし経

済的に良い方法ではない。

3.5%～ 5%の有効塩素を合む NaClOsolnのsod-

ium phosphate tribasic dodecahydrate飽和溶液

は， Diversolの名称で， との数年来市販されている

が， ζの物質は非常に安定であるという問。

NaClO solnは，温度あるいは長時間保存によって，

NaClOの合量低下を来たし，とれは特K NaClOが

高濃度の場合iζ著しく，利用上の障害となっている。

NaClO solnの酸化分解Kは，不純物である重金属

類や， pHの影響が大きく，との分解防止法について

は， 2, 3の特許があるのみで21），酸化分解や，その

安定性に及ぼす物質の効果については報告が殆んど見

受けられなかった。著者らは，分解防止のために安定

剤の探索を行ったと ζろ， 2, 3の知見を得たので報

告する。

2 実験方法

1）調製

NaClOの製法（劫の NaOHsoln t乙0°C以下で Ch

ガスを吸収させて作り， l試薬はすべて特級を用いた。

2）定量法
試料 1～ 2mlを精密に量り，水30mlを加え， KI

2g及び CH3COOI-IlOml を加え，遊離するむを

O. lN-Na2S203 solnで滴定する。

（指示薬，デンプン誠液）

0. lN-Na2S203 1町1口 3.546mg Cl 

3) pHの測定

NaClO lOOOppm soln kついて，ガラス電極 pH

メーター（東亜電波製 HM-51t~）で測定した。 （測

定温度.20°士20C)

4）石炭酸係数の求め万

(1）試験方法は，厚生省編纂衛生検査指針によって

行った。即ち培地は，前培養，後培養とも次の処万の

ブイヨンを用いる。

肉エキス

照内ペブトン

食 塩

5.0g 

10. Og 

5.0g 

蒸溜水を加えて lOOOml 

以上を混ぜ，宗tiVIJして溶かし， NaOHi＇容液で pH6.8

K修正，再び充分煮沸する。冷後，ろ紙で透明になる

迄ろ過し，ろ液をlQmlずつ！こ｜二l試験管に分注， 高圧滅



菌する。

(2）供誠菌種は，チフス菌積287を用いた。

(3) 標準石炭酸溶液は， 日局石炭酸を二回蒸溜した

ものを用いて，正確に 5%水溶液を作り，臭素滴定法

で含量を測定してなお正確を期した。

(4）作用温度は常に 20°土0.5°Cの恒温楠で行い，

消毒薬と菌培養との混合液から一定時間毎に 1白金耳

宛とって後培養し， 37°C 48時間後ブイヨンの濁りで

菌の生死を判定する。作用時間は， 2.5分， 5分， 10分，

15分である。

(5）作用時間5分では菌は死滅せず， 10分で死滅す

る消毒薬の最大稀釈倍数と，同じ結果を得る石炭酸の

最大稀釈倍数との比を石炭酸係数とする。

5）試料の調製と保荏条件

NaOH溶液で pHを調製した NaCIOsoln或い

は各種の安定剤を添加した NaCIO soln lOOmlず

表

示吐~Jo 日｜ 3 5 

8.0 100% 。 。 。
8.7 // 7.9 1. 1 。
9.0 // 12. 1 5. 7 o. 74 

9.5 // 92. 8 84.5 62.6 

10.0 // 96.5 91. 6 88.6 

10.3 // 98. 1 96.3 95. 7 

10.6 // 99.8 98.3 94.0 

11. 0 // 99. 1 97.5 96.5 

11. 3 // 99.8 99.8 95.4 

11. 7 // 98.4 98.0 94.2 

つを， lOOml入りの共栓試薬瓶（茶褐色）花入れて密

栓し，室温（33.5～25°C) 及び37°Cもふ卵器中に保

在した。なお，用いた薬品は， NaCIOsolnの酸化分

解には，不純物で、ある重金属類や，液性の影響が大き

いので，薬品の選択，使用に際し， ζれらの点に注意

した。

3 実験結果と考察

1) NaCIO solnの安定性に及ぼす pHの影響

NaCIO Solnの安定性と pHとの関係を， 経時的

に測定し，残葎率を示したのが表1である pH9以下

では瞬間的に分解し， pH9.5では不安定， pH10. 0で

はやや不安定， pH10. 3 ではやや安定， pH 10. 6～ 

11.0では安定であるが， pH11.3以上ではかえって

不安定の傾向を示す。

叉， NaCIOの合最低下に伴い pHが低下する傾向

が見られる。

10 15 20 25 30 ｜持｜
。 。 。 。 。 7.4 

。 。 。 。 。 7.8 

。 。 。 。 。 8.5 

47.3 41. 8 35.0 33.8 28. I 9.3 

84.5 81. 5 78.6 74. I 68.5 9. 7 

88.8 86. 7 85.5 82.3 81. 5 9.9 

93.2 92.8 92.0 90.8 87.3 IO. I 

93.8 93.2 91. 2 89.9 87.6 IO. 7 

94. 1 93.4 91. 7 89.3 85.7 10. 9 

92.8 91. 9 91. 5 88.2 84.6 11. 3 

試料はすべて 10W /V% NaCIO solnを用い，数字は NaCIOの残在率を示す。

保子条件： 25°C

2) Aeration による安定度試験

図 1

100 d 茶福包
コjレノてン

( 126) 

図の様な装置を用いて NaCIOsoln 中K空気を送

入しながら，一定時間毎lζ試料を採取して残在率を測

定した結果が表2である。

NaCIO solnは aerationによる影響が大で， 3時

間30分後における残在率は，約 689五である。

表 2

時間 II0分 l30分 190分 i1時 j210分

間叶仲5卜o.s I 76. sい1

試料は， 10w/v%NaCIO pH 10. 9を用いた。

測定温度 25°C

3）各種の溶液中での NaClOsolnの安定性と pH

との関係



各種の溶液中での NaCIOsolnの安定性とpHを表

3‘ 4, 5 Iと示す。

安定剤として ζの外にもsodiumthiosulfate, thio-

urea, urea, propyleneglycol”alginateを用し、たが，

thiourea及び ureaは， NaCIOにより発熱泡測して

分解し， ζれ以外の化合物は，見るべき安定効果を示

さなかった。

界面活性剤については，との外lとも sodiunalkyl-

napthalene sulfate, sodium alkylallyl sulfate, 

表 3

主仁~！~＿~J
C. M. C. 0.05 % 100% 

対 昭 // 

Gelatin 0.05% // 

C. M. C. I/ // 

E. D. T. A.-2Na // // 

Gohsenol幽GL-05 // // 

Gohsenol”GM-14 // // 

Gohsenol-NL”0.45グ // 

対 間 // 

C. M. C. 0.05% // 

Gohsenol開GM-14 グ // 

対 照 // 

備考

安定剤

10. 7 99.8 

10. 8 99.9 

11. 0 99. l 

// 99.8 

// 100 

// 100 

// 99.9 

// 99.0 

// 99. I 

11. 3 !00 

// 98.4 

// 99.8 

44 
97.3 

98.2 

96.5 

97.0 

93. 7 

95.6 

98. 7 

97.5 

一
97. 5 

98.9 

98. 0 

99.8 

つL
1 

193. 4 

9 8 

92.8 

92.6 

93.3 

91. 2 

94.2 

92. 7 

94. I 

94.8 

94.3 

93.8 

C. M. C. : sodium carboxymethylcellulose 

かnaphthaleneSulfonic acidとformaldehyde結

合物の NH4-salt,sorbitan distearate, Amphitol・

86. B. （花王製品）， polyoxyethylene alkylallyl 

ether を用いたが， 耐ア jレカリ性が51~~ ＂＼ため， 使用

不能であった。

表 3は， lOW/V% NaClO soln IL対して C.M.C.

gelatin. Gohsenol.が安定効果を示しているの

(I) 10w /v% NaClO soln 1001111 IC.対し， C.M.C.

0.05%を添加した場合， pH10. 7では，対照の30日後

にu

93.2 

91. 0 

92.6 

91. 9 

91. 5 

90.2 

93.4 

92.0 

92.9 

93.7 

92.8 

92.7 

i 
つρ

92.6 

89.6 

90. 7 

91. 2 

90.8 

88.7 

92.4 

91. 6 

89.9 

92.5 

92.0 

89. 7 

戸hυ

ハu
qu 

90.3 87. 1 

86. I 88.8 

88.2 87.8 

89. I 85.8 

88.5 85. 6 

87.5 85. I 

88.9 86.2 

87.4 85. 7 

85.9 84.2 

88.4 86.6 

円U
／む

85.5 

81. 4 

85.8 

84.2 

83.5 

83.3 

84.4 

83.9 

82.6 

戸HU
ワJ

82.6 

78. 7 

82. 7 

79.9 

78.5 

78.8 

81. 6 

78. 7 

78.2 
～一一一一～1－一一一日目

84. 7 79. 1 

89.5 87. 2 18 8 78.8 

86.5 83.3 8 2 78. I 

nu 
nu 
i 

78. 7 

74.6 

78.4 

76.8 

74. 1 

75.8 

77.0 

75.6 

一
73.8 

76.2 

76.0 

74. 6' 
i 

円ぺu
i 

75.4 

72.3 

ア6.1 

74.6 

72.9 

73.2 

74.7 

72.9 

71. I 

74.0 

73.6 

70.4 

Qノ
只u

7 .0 

68. 1 

72.8 

70.2 

68.3 

69.3 

72. 5 

68.4 

67.4 

69.6 

68.9 

66.5 

l 
no 

69.0 

65.8 

69.9 

67. 7 

65.5 

68. I 

69.2 

67.9 

65. 3 

68. 7 

68.9 

64.2 

日

lO. 1 

10.3 

10.7 

10. 8 

// 

// 

// 

// 

// 

11. 2 

11. 1 

一
11. 2 

試料は 10w/v%NaCIO solnを用いた。

保評条件：室温 33.5～25°C

E. D. T. A.-2Na. : ethylene diamine tetraacetic acid disodium salts. 

Gohsenol・ GM-14 ：一日本合成化学工業（株）製品
polyvinylalcohol－鹸化度－86～89%一重合度約 1400 

Gohsenol ・ NL-045：ー グ グ 98.5以上 450 

Gohsenol ・ G L-05：ーググ 86～89 500 

の残主f~~86.1%に対して90. 3%, pH 11. Oでは， 85.9

%に対し89.1%, pH 11. 3では， 86.5%に対して88.4

%の残夜率を示している。

(2) gelatin, polyvinylalcohol共K，酸化分解を抑

制する作用を持っており， polyvinyalcoholの中では

特K Gohsenol・GM-14が他lζ比し， 安定効果を示し

ている。

(3) E. D. T. A.の効果は，残仔率花関しては殆ん

ど認められない22）。

(4) ζれらの化合物が，安定剤として働く理由は，

微量の安定なコロイド効果と，重金属イオンを不活性

化して， NaCIOsoln K対する酸化作用を失わせる点

( 127) 

にあると考えられる。

表4は， Metolose,Demol C, Quatamin 24P, 

Electro-stripper SR, Gohsenol, C.M.C, Emasol 

-4130, Emano日 3113の添加が分解を抑制し， 特lζ

Metolose SM-100, Emanon 3113, Quatamin 24P, 

Electro-stripper-SR, Gohsenol GL心5,C.M.C，が

NaClO solnをよく安定化している。

(1) Emulgen 120, Emanon 3113 を添加した

NaClO soln は著しい沈澱を生じ， Emulgen 420, 

Electro-stripper SR, Electro嗣stripper♂Jを添加し

た場合は，僅かに沈澱の生成が認められる。

(2) C.M.C. 0. 1 %添加では，安定効果を示している



が， 0.3%添加では，逆RlO日後より分解争促進し，

表 4

30日後において完全に NaCIOが分解されている。

ーよ」l 数｜叶引~ト＋＋H 日 I 61 ¥ 1s ¥ 1回 I121岡「一一～～＼＼＼！三l数
安定剤 ＼＼＼＼  

Metolose SM-100 o. 1 % 100% 10. 8 98.7 98. 1 97.6 95.0 93. 7 91. 1 90.5 87.8 87.6 83. 7 78.6 10. 4 

Metolose 60圃SH岨50 // // 10.6 99.8 98.4 97.3 95. l 94.3 91. 2 89.9 86.6 86.5 82.9 78. l 10. 2 

Emar 0 // // // 99.598.996.895.590.489.1 85.2 83.0 81.8 77.6 74.9 10.4 

Demol C // // // 88.7 98.0 97. I 94.4 91. 7 88.9 84.5 83.2 83. I 79.8 76.8 10.4 

Emulgen 120 // // // 99.6 98.3 94.4 89.2 。。。 。 。 。 。
Emulgen 420 // // // 99. 7 99.2 98. l 95.8 92.2 89.6 87.3 86.0 85.7 81. 4 77. 1 10.3 

Emasol 4130 // // // 99.4 98. 1 97.6 94.9 93. l 90.7 88. l 86. 7 86. l 82. 7 76. 7 10. 3 

Emanon 3113 // // // 99.3 98.4 97.8 96. I 95.4 92.2 89.4 87. I 86. 7 82.9 79.2 10.2 

Quatamin 24-P // // // 99.8 99. I 98. I 96.8 95.6 91. 2 90.5 88.4 87.5 83. I 79.0 10.4 

Electrostripper-SR グ // // 100 99.4 98.8 96.5 94. I 92.8 90. 7 89.6 89.0 84.9 78.5 10.2 

Electrostri pper”N // // // 97.797.497.092.689.186.3 84.8 83.2 82.2 79.4 73.9 10.4 

Gohsenol GL欄05 // // // 98. 1 97. 7 96.8 95.3 93.3 91. 3 88. 3 85.5 84.4 82.8 78. I 10.2 

C. M. C. // // // 99.6 98.9 96.9 94.7 93.2 89. 1 87.2 84.8 84.6 80. 1 75.0 10.3 

C. M. C. 0.3% // // 100 99.4 94.2 13.8 。。。 。 。 。 。
Amphitol 24-B 0.1% // // 99.3 98.4 90.4 86.2 84.2 80.9 78. I 68.4 61. 5 10.4 

対 照｜｜グ iグ＼100198. 2196. 1193. o¥89. 1187. 6184. 8182. 9181. 3176. 8 ¥ 71. 7 ¥ 10. 4 

備考：安定剤 試料は 7.8 w/v% NaClO solnRついて

Metolose SM・100.：米国 DowChemical Co.製品。 行った。保幸子条件：室温.33. 5～25°C 

分子中（cmethoxyl心CI-1327. 5～31. 5ガを合有する中性の非イオン性セルロース・

エーテルである。

100は20°cにおける 2%水溶液の絶対・粘度の範囲80～120cpsを示す。

Metolose 60”SH・50：分子中氏 methoxyl心CI-Is28～30%の外に更にpropylenglycolether置換7～12劣

を行った中性の非イオン性セルロース e エーテノレで、ある。 50は20°cKおける2%水溶

液の絶対粘度の範囲40～60cps.を示す。

Emar 0. 花王石鹸（株）製品

：純分 100% sodium lauryl sulfate （アニオン）

Demol C : // 1009五 α”methylnaphthalene sulfonic acidと formaldehyde縮合物の

sodium salt. （アニオン）

Em ulgen 120 : グ 100% polyoxyethylene lauryl ether （手pイオン）

Emulgen 420 : グ 100% polyoxyethylene alkylphenol ether （非イオン）

Emasol 4130 : グ 100% polyoxyethylene sorbitan mono （非イオン）

Emanon 3113 : グ 100% polyoxyethylene glycol monostearate （非イオン）

Quatamin 24・P : // 27% tetraalkylammonium chloride （カチオン）

Electrostripper-SR : グ 100% polyoxyethylene alkylamine （カチオン）

Electrostripper-N : グ 100% alkylphosphate （カチオン）

Amphitol 24・B ： グ 100% betain型の ampholyticsurfactant 

現在実用化されている濃度について残在率を測定した

実験成績を表5iζ示す。

(1) Metolose SM”100, Quatamin 24聞P,Gohsenol-

GM-14. 及び C.M.C.は何れも対照に比し安定効果

を示した。

(2) NaClOの含量が低濃度の場合は， pH，貯法等

に注意すれば安定性が高まる。

（訪 NaCIOsolnの代用消毒薬としての検定，及び

( 128) 

封織は，現在国立予防衛生研究所で行っているが，

NaClOが4%以上の範囲で， 20°Cと37°Cで60日間

の経時変化を測定して検定を行っている。 20°c,60日

間の保容の結果，細菌学的検定も共K，著しい合最の

低下叉は効力の低下を示さなければ，大体，代用消毒

薬として適合するものとしている。

その点，対照でも含量の問題は充分で、あると考えら

れるが，実際児応用する場合には，安定剤を添加した



表 5

「品「＼土？ト日附叶 10 I却｜四 I 40 i印 I 75 I 100 j 120 I桔
Metolose SM-100 o. I% 100% 10. '7 99. 1 98. 7 96.5 95.4 93.6 92.4 91. 8 89. 1 87. 7 10. 5 

Quatamin 24-P o. 1 % // 10.8 99.3 98. 7 97.4 96.5 94. 3 93.8 92. 1 90.3 88.4 10.5 

Gohsenol GM-14 o. I% // 11. 0 98.8 97. 5 96.9 94.8 93.9 91. 8 90.2 88. 7 86. 6 10. 8 

C. M. C. 0.1% // 11. 1 98.9 98.2 96. 1 94.3 93. 1 92. 1 90. 3 89.0 87. 1 11. 0 

対 日召 // 10.6 98.9 96.2 92.8 91. 6 90.5 88. 3 86.5 81. 8 78.3 10. 3 

女す 照 // 10.9 99. 1 97.9 95.4 93.3 91. 7 91. 3 89.5 83.6 81. 2 10.5 

対 j照 // 11. 2 99.3 98.0 95.2 93. 7 92.9 91. 7 90.6 88.8 84.6 10.9 

試料は 6w /v% NaCIO solnを用いた。

保容条件：室温 33.5～25°C

万が，効力が優れていると思う。

4）市販代用消毒薬 NaCIOsoln の安定性試験

市販 NaCIOsoln 5種について残在率を測定した実験

成績が表 6'7である。

N. F. XIの規格では， NaCIOsolnの検定基準と

して， 4～ 6%の含量規定がある。

表 6

それによれば，室温放置30日後においても， NaClO

として 4～ 6%の合景色保持しているものが好ましく，

なお37°C放置30日後においても， NaCIOとして 4～

6%の合量を保持している ζ とが最も望ま 1しいと考え

る。

両＼」？＼瓦瓦＼竺卜日｜噌付 3 I 5 I , o I 15 I 20 I 30 I引 40 I 61 Iγ5 [ 1田

l 100 
% % % % ヲ五 % % % 弘

10.5 99. 7 98.8 93.0 89.9 10.3 88. 7 87. 1 85.3 82.4 

2 // 11. 4 99. 7 99.3 97. 96. 2 96.2 95.2 11. 2 91 .. 6 90. 7 89.4 88. 1 

3 // 11. 6 99.4 98.9 98.0 94.9 94.5 93. 3 11. 3 89.8 89. 5 87. 7 84.8 

4 // 10. 5 99.8 99.3 97.9 96.4 95.2 98.3 10. 4 90.2 90. 1 87.5 85.3 

5 // 10.6 99.6 98.9 97.8 95.4 95.0 9ヰ.2 10.3 90. 1 89. 7 88.9 87.6 

室温放置（33.5～25°C) 

表 7

瓦工~支 0 日 5 10 15 20 30 

% タ6 弘 % % 弘
100 93.3 88.0 83.8 80.5 67.2 

2 // 97.0 92. 7 91. 6 89. 1 77. 9 

3 // 95.4 89.5 87.2 84.2 72.4 

4 // 95. 7 90.8 88.2 85.4 73.5 

5 II 95.2 90. 7 88.4 85. 7 76.4 

37°C放置

5）石炭酸係数の測定 4 総 括

NaCIOの含量が大体同じで， pHを異にする NaCIO 化学的に不安定な NaCIOsoln について， 一般薬

soln について，石炭酸係数を求めたのが表8である。 剤の安定化に用いられる化合物とは，概念的に異る化

NaClO solnの合量が同じでも， pHが中性側の万 合物吾用いて，各積の溶液中で、の安定度を比較した。

が石炭酸係数の値が大きい。 ζれは，発生期の酸系の (1) C.M.C., Metolose, gelatin, polyvinylalcohol, 

生成が， pHIとより著しい影響を受け易いためである。 Denol C, Quatamin 24幽P,Electrostripper SR, 

( 129) 



表 8

薬品名山一112501 5 I 10 115 

自 製
I : 150 ＋ 

I : 200 十

I : 250 十 十

I : 300 ＋ 十 ＋ 
pH I!. 4 

I : 350 十 十 十 十

90 

石炭酸
I : JOO 十

石 炭 酸 係 数 II 250/90=2. 8 

薬品名以叶 2.s?Jj sトo卜5

自 製
I : 200 十

1 : 250 十

2 I : 300 十 十 一
1 : 350 ＋ 十 ＋ 一

pH 10.s 1 : 400 ＋ ＋ ＋ ＋ 

90 ＋ ＋ 

石炭酸 一
1 : 100 十 十 ＋ 

石 炭 酸 係 薬 II 
300/90=3. 2 

Emasol 4130は， lOw/v% NaCIO solnをよく安定

化した。

(2) NaCJO solnの安定剤として有効な上記の安定

剤は，重金属類の不活性化，安定なコロイド効果，耐

ァJレカリ性で酸化作用に強い界面活性剤ιよる表面張

力の低下等が， NaCIOK対する安定作用に大きな役割

を果しているものと考えられるの

（劫無機化合物による NaCIOsoln の安定化につ

いては，実験を行わなかったが，重金属，殊I乙Ni++,

Fe+++ lζ対して， Metolose, C. M. C.は安定効果を

示した。

(4) NaCIO solnの至適 pHは， 10.6～11.3付近

である。

本実験に際し，各種試料を提供された各会社l乙謝意

を表し，実験l乙協力された日大薬学科川崎嘉子君およ

び石炭酸係数について御協力を賜った当所食品部北村

博士K厚く感謝致します。
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化粧品原料規格の設定に関する研究（ I ) 
酸化チタン中の鉛の試験法について
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加

を加え，るつぼを取り出したのち液が透明（のになるま

で加熱する。つぎに硫酸（10%）でブロムブェノール，

ブ、jレーを指示薬として pH3.0～3.4（乙調整する。 ζれ

に硫酸銅溶液（0.16%) 5 mlを加え硫化水素ガスで

飽和したのち JISP 3801ろ紙（化学分析用）の 6種

9cmのもので＼ろ過し沈澱は硫酸ナトリウム溶液（ 3

%）で洗浄する。→以下（A), (B）につづく。

A）沈澱はろ紙とともに磁製皿にうつし，ろ紙で元

のビーカーをふいてそのろ紙も同じく磁製皿にうっ

し，できるた守け低温で、灰化（7）したのち，約500。ccめに
加熱する。冷後ζれに硝酸（コンク） 1 mlCのおよび，

水 3mlを加え煮沸しないいの程度に加温溶解し，冷後

メスフラスコ100mHこうっし，標線まで水を加える。

乙の中からPbとして10～20rを含む量をとり，ジチ

ゾンベン、ノ、－）レ法lζより鉛を定量する。

B）出澱はろ紙とともに， もとのビーカーに移し，

硝酸（コンク） 20rnlC11＞および~20～30rnlの水を加え煮

沸して（12）沈澱を溶j呼し， ζれをメスフラスコ lOOrnl

i乙移しョ水で探線までうすめる。乙の中から Pbとし

て10～201’を含む量をとり，ジチゾンベンゾ－）レ法に

より鉛を定量する。

2）硝酸可溶性鉛の定量方法（叫

誌料1.Ogを正確にはかり，ビーカー300rnlf乙移し，

硝酸（l+l)20rnl加え室温で30分間連続かくはん（14)

したのらメスフラスコ 50mlk洗い移し，水で標線ま

でうすめる。上澄液〔15）又はろ液から， Pbとして10～

20rを含む量をとり，ジチゾンベン、ノ、－）レ法により硝

酸可溶性鉛を定量する。

酸化チタンは粉白粉，ファンデーション，クリーム，

口紅，てんか粉等の化粧品原料として広く使用され，

その他衛生化学の対象としては玩具の塗料にも用いら

れている。

しかし本品の性質・上，鉛等の有害性金！認を高濃度lζ

含有するおそれがあり， ときによって ζれを原料とし

た製品の品質を大きく左右する乙とにもなるのでその

管理は重要で、ある。

今度酸化チタン中の鉛誠験法（案，後出）が化粧品

原料規格委員会lとおいて提出され，各委員はj司ーの誠

料について本原案に従い検討した。

その結果わたくしどもで得た成績は，定量試験法と

してはかならずしも満足すべきものではなく，限度誌

験として応用でるる乙とを認めたが，一般に酸化チタ

ン中の鉛の誌験は酸化チタンの有する強い吸着性のた

めに通常考えられているよりもはるかに困難な仕事で

ある ζ とを認め，その特異な性状はあまり知られてい

ないように思われるので，検討経過と原案に対する意

見を加えて報告する。

なお現在公定試験法として日j詰第2部1）の酸化チタ

ンの項に鉛定量法が収載されているが，弗化水素酸処

理を行なっている関係から白金血を必要としている。

原料規格案の万はある程度の普遍性を目的としたもの

のようである。

試験成

i ）試料lζ対する試験成績

4極の試料1～A （アナターセ、、型）' 1～R (Jtノデノレ

型）， 2～ R (JレチJレ型）について，前記の［全鉛の定

出費

試験 方 法

1) 全鉛の定量（原文のま＇：；，.＇ tこだし脚註の番号は

後記， 「誌験結果および考察」の現における説明上付

記した。）

話料1.0gを正確にはかり，磁製るつぼ301111にうつ

い重硫酸カリウム（2)lOgCs〕gを加えて熔融（りする。

冷後るつぼと共lζ（4)3001111のピーカーにうつし，クエ

ン酸アンモン溶液（G) (40%) 201111および熱水 1001111

(132) 
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量A法とB法j並びl乙「硝酸可溶性鉛の定量法jの3

方法によりそれぞれ5回反復実施して得た成績をそれ

ぞれ表 I，表 2，表 3I乙示す。

表 1 全鉛定量法のA法 m
 

位単

2 I 3 I 4 σ 

~＝ ~ I ~： ~I ~~j :: :I ~~：！ ~~j ~： :I ，~： ~ 
表 2 全鉛定量法のB法 （単位ppm)

表 3 硝酸可溶性鉛の定量法 （単位ppm)
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以上の各結果は同一誠料に対し問ーの方法を用いて

試験した場合において，多少の差はあってもいずれも

大きなばらつきがある。その結果の優劣については後

述するとして，比較的ぱらつきの少い値を得た読料を

用いて添加誌験を行なった。

ii）添加誌験成績

全鉛定量法A, B法化関しては試料の 1-Rを，ま

た硝酸可溶性鉛定量法においては 1-Aを用いて，そ

の1g iζ硝酸鉛をPbとして20r, 40r, 60r, BOr, 100 

r. 200γおよび~ilOOr をそれぞれ添加し，問様l乙操作し

た。その結果を表4，表5，表6i乙示す。

表 4（添加試験）全鉛定量法のA法

ド品ぜ
2 3 平回収均率

測定（値γ）I回収（量r)I回収（財率） 測定（値r)I回収（量r) ¥ l買収（財率） 測定（値r)I回収（量r) 11買収（%率） 
回収率

（%） σ 

20 18.0 。 01 2.5 12. 5 14. 3 。 。 4. 1 。
40 20. 3 2.3 5.5 19. 2 !. 2 3.0 28.4 10.4 26.0 11. 5 12.6 

60 32.5 14.5 24. 1 24.4 6.4 10. 6 42. 3 24. 3 46. 5 27.0 18.2 

80 38.6 20.6 25. 7 53. 1 35. 1 44.0 29.9 11. 9 15.0 28.2 14.3 

100 43.5 25.5 25. 5 52.8 34.8 34.8 55.6 37.6 37.6 32.3 6. 3 

200 92.3 74.3 37. 1 62.5 44.5 22.2 74.8 56.8 28.4 29.2 7.9 

400 136. 1 116. 6 29. 1 152.6 134.2 33. 7 140. 4 122.4 30.6 31. I 3.3 

表の中で回収量とは表 1で、得た試料1-Rの平均測定値 18.0rを添加誠料の測定値から減じたものである。

表 5（添加試験） 全鉛定量法のB法

I~ 
2 3 

回平収（拓均率） 
測定（値r)I @I収（量r)I回収（%率） 測定（値r)I回収（量r)I回収（%率） 測定（値r)I回収（量r)I回収（財率） 

回収率

σ 

20 16.3 。 。 20.5 。 。 16.6 。 。 。 。
40 20.2 。 。 23.5 2.4 6.0 23.8 2. 7 6. 7 4.3 20.8 

60 40.5 19. 4 32.6 38.6 17.5 27.5 28.8 7. 7 12. 8 24.2 10. 2 

80 39.0 17.9 22.4 33.2 12. I 15. 1 43.5 22. 4 18.0 18.4 3.6 

100 48.8 27. 7 27. 7 62.4 41. 3 41. 3 34. 5 13.4 13.4 27.4 13. 9 

200 58.3 67. 2 33. 6 91. 3 70.2 35.0 76.2 55. I 27. 1 32.0 3.8 

400 121. 5 100. 4 25.0 143.5 122.4 30.6 196.2 175. I 43. 8 33. 1 9.6 

一一一
表の1!::iで回収監とは表2で得たH式料1-Rの平均測定f1白21.1γを添加誠料の測定伯から減じたものである。
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表 6（添加試験）硝酸可溶性鉛定量法

＼添川＼（γ量）号~車験o I 測定（値γ）I回収：（量γ＇） I回収｛%率） 測定（他γ）I ＠］収2（量r)I回収（財率） 

3 
平回収（財均率） 

測定（値r)I回収（量γ）｜｜回収（%率） 
回収率

σ 

20 。 。 15.6 5.6 28.0 11. 8 1. 8 9.0 12. 3 11. 2 

40 7. 。 。 17.6 7.6 19.0 18.4 8.4 21. 0 13.3 6. 7 

60 19. 9.9 15. 1 36.6 26.6 44.2 23.8 13.8 23.0 27.4 15.0 

80 20.0 10.0 12.5 49.5 39.5 49.3 40.8 30.8 38.5 33.4 19.0 

100 22.0 12.0 12.G 63.0 53.0 53.0 28.0 18.0 18. 0 27. 7 22. 1 

200 34.0 24.0 12.0 68.2 58.2 29. 1 70.3 60.3 30. 1 23.7 6.0 

400 45.0 25.0 6.3 89.0 79.0 19. 7 92.2 82.2 20.5 15.5 7.9 

試平そと均験のの回おNσ収oよ率びご

一 一一
8.3 34.6 21. 8 21. 9 

4.9 14.0 9.4 8.3 6 

表3 で得た誠料 1-A~c:.対する平均値IO.Orを添加試料の測定値から減じたものを問収量とする。

＊試験 No1 は硝酸（1+1)20mlを加え，室温で

かくはんしたのちメスフラスコ 50mlk洗い移し水で

標線までうすめた後そのまま 2昼夜放置したもの，他

の2, 3は放置することなく直ちにろ過して誌験を行

なった。

実験結果

各話料K対する試験成績について

前記3方法について各試料に対する試験成績を比較

すると全鉛定量法のA法とB法（以下単にA法， B法

という）とでは 1-A, 1-R につき A法で測定値平

均 31.4γ， 18.0γ， B法で 63.0γ，21.lr を得てお

り，いずれもB法の方が高い値を示し，同時に標準偏

差も BY:去の方が大きいが，乙れに反し2-A, 2 R 

については測定値平均も標準偏差もA法の万がB法よ

り大きい植を示している。

いま 2-A, 2-RについてA, B法を t検定によ

って，測定値と分散の関係を比較すると危険率10%と

しても t=0.39く1.8, t =1. 02く1.8で全く有意の差

を示さなかった。

硝酸可溶性鉛定量法（以下C法と称する）によると

きは，いずれも A, B法に比して標準偏差は大差がな

いかわりに測定値平均については低いことが認められ

る。

事実， 2-A,2-R についてA法と比較すると危険

率 5%としてそれぞれt=3. 72>2.1, t =4. 57>2.1 

で明らかに有意の差を有する。

後述するようにA法， B法はともに各単位操作の数

が多くラまた操作条件も複雑であり，そのなかでもA

法はさらにその要素が多いため常識的にはA法の万が

( 134) 

低い値を示す傾向があるものと考えられる。しかし二

酸化チタンのみを試料としていたので、は各万法による

測定値のばらつきの大小などを適確に比較することが

困難で、あるため，添加誌験を行ない，その結果につい

て検討した。

即ちA法， B法ならびにC法とも表4, 5, 6の通

り20r程度の微量の添加量では酸化チタン中にはじめ

から含有している Pbの各方法による測定値を差し引

くと，ときにより回収率0%になることがある。

40rでも多少の例外はあっても ζの傾向があるから

一般的には低含有量の Pbは検出されにくいζ とが分

る。しかし各添加量ごとの回収率平均%（たとえば表

4では 4.1～31. 1の7つの舗の平均）を各方法ごとに

比較すると， A法とB法では無添加の場合と同様に危

険率10%で t=0. 27く1.8において全く有意の差を示

さなかった。

乙のA法と C法（同時KB法とC法ともいえる）に差

がでないζ との理由としては表6にあげたC法による

試験 Noごとの回収率平均をみると明らかなように，

No.1の8.3%に対し No.2とNo.3は34.6と21.8%を

示しており，全体としてのばらつきの大きな原因とな

っていると考えられる。しかし実際児はC法の No.1

No.2, No.3をそれぞれ単独IC.A法と比較しでもNo.1

のみ危険率 5%で t口 3.43>2.1の有意差でA法より

も低い回収率を示すといえるが， No.2, No.3はA法

による回収率と全く有意の差のないことを認めた。

とζろで No.1は硝酸抽出の際，二酸化チタンとの

分離を直ちK行なわず， 2昼夜放置後分離，試験を行

なったもので＼二酸化チタンによる Pbの吸着と溶出

とが平衡に達したときは，むしろ吸着量の方が大きい



ζ とを示している。

そのかわり標準偏差としては 4.9であって直ちにろ

過した No2, No 3の 14.0,9.4よりはるかに小さ

し、。

事実C法の1と2, 1と3とを比較するとそれぞれ

危険率5%において t=9. 39>2. 1, t=3. 5>2. 1で有

意の差を示しており， Cの1は No.2,3よりも回収

率が低い。 ζのろ過時間と吸着，ぱらつきの問題はj：目

五に矛盾する事柄だけに， C法の一つの欠点として指

適できるかもしれない。

考 察

と操作上の問題について以上のA,

B, Cの各万法による最大の誤差原因は，酸化チタン

が， Pbv乙対して， 極めて大きな吸着性を有している

ことである。乙の乙とは最も操作の単純な，硝酸抽出

をもってする C法において， 添加誠験で 400rPb/lg

酸化チタンの回収率平均が， 15.5%である ζ とからみ

ても明らかである。したがって操作上の時間，温度、

酸化チタンの植類によって吸着量に多少の変動がある

としても，酸化チタンの単位重量あたりの吸着容量は，

厳密Kは実測していないが，かなり大きなものと考え

られる。そして酸化チタンK吸着された鉛は，ヅチゾ

ンとは殆ど反応しないζ とが認められている。このよ

うに酸化チタンの鉛に対する吸着にもとづく誤差原因

は， C法のような抽出法では抽出時の！時間，温度のほ

かにろ過操作中酸化チタンの微量の漏えい（事実jレチ

ル型の2-Rの粒子は微細で東洋ろ紙5Cの目を通過

する）としておこり，またA法， B法では重硫酸カリ

ウムとの熔融反応l乙際して未分解の二酸化チタンとし

て，また後の操作中水溶液となった硫酸チタンの加水

分解にもとづく不溶性チタン化合物の析出（この場合

はメタチタン酸鉛としての吸着が考えられる） として

おこり得ると考えられる。

そζで次l乙各操作上の事項について特に考慮される

べき点について述べる。 （なお以下の番号は前記誠験

法の脚註番号によった）

全鉛の定量法の A法

(1）重硫酸カリウム KHSOaは熱せられると I-:{zO

を放出してピロ硫酸カリウムになる。この時まず著し

く発泡して強い刺戟性の蒸発物（おそらく無水硫酸）

を放散しながら粘桐な液体となり，酸化チタンを共荏

させると共に融解して，その大部分はやがて黄色の液

体となる。
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しかしζの際，るつぼ内陸の周辺に飛散付着した誠

料は熔融されないま〉残在しやすく，後lζクエン酸ア

ンモニウム溶液に透明に溶解される乙とが困難になる。

これを出来るだけさけるためには，はじめに霊硫酸

カリウムを融解し，発泡飛散する乙とが止んで、から，

酸化チタンの試料を注意して添加する ζ とがよいと思

われる。また熔融温度の規定はないが，マッフル炉を

使用するガスバーナーによる融解は温度の均一性が得

られにくいので電気炉による加熱を行なったが， 550°

Cで2昼夜放置しても熔融される ζ となく，少なくと

もう 800。C程度の処理は必要なものと推定される。

（もっとも ζの場合は蒸発物による炉の損傷は十分考

えられるが）

（劫霊硫酸カリウムの代初ζ，ピロ硫酸カリウム

（一級品）を使用したが，やはり発泡による飛散はさ

けられず，特にすぐれた点、は認められなかった。

(3）重硫酸カリウムの量

mgの重硫酸カリウムの添加では未反応の酸化チタ

ンが残りやすく，少なくとも13～15gを加える必要が

ある。

（劫熔融物の処理

熔融物は十分放冷後るつぼの底部をたたくと回結し

た塊として，るつぼからきれいに剥離されるから，乙

れをピーカーに移しるつぼ内l乙付着している熔融物を

完全にとるため水を少量加えてガラス棒でかき落せば

簡単にとれるから，るつぼCとピーカーに入れる必要

はない。

（日 クエン酸アンモニウム

水I乙不溶性の硫酸鉛，硫酸チタンを水溶性の錯塩と

するために使用するクエン酸アンモニウムは他の錯塩

生成物よりまさっているようである。たとえば酢酸ナ

トリウム溶液では水溶性となったチタン溶液から煮沸

する乙とによって不溶性のチタンの析出にもとづく白

濁をまねく。 NaAcは熱時メタチタン酸を沈澱する2)

(TiCl4十4NaAc十3I-hO = 4N a Cl+ 4HAc十日2Ti03)

乙の反応はまず Ti(Ac)4を生じこれが加水分解をう

けて H2TiOaを生ずる ζ とにもとづく。

(6）“液が透明になるまで”

同ーの試料に対して，重硫酸カリウムとの熔融処理

の際，均ーに熔融されて反応が完結していると認めら

れるものでも，クエン酸アンモニウム溶液を加えて加

熱すると，溶解したものの一部が再び不溶性となる ζ

とがしばしば観察され，ひとたびこの状態になったも

のは， l時間をかりて加熱しても，もはや溶解することは

ない。また前記（1）の項において述べたように，未反応



の酸化チタンが残っているため，わずかで、はあるが白

濁しており，完全化透明となる ζ とはほとんどない。

ζれら不溶物は前述の如く Pbの吸着による定量誤

差の原因となる乙とが認められているが，同一試料開

でも，加熱時の白沈を生じる時と，そうでない時があ

るζ とから考えて，やはりはじめの熔融条件によっ

て，左右されるものだと思われる。

成書めによると硫酸チタンといわれるものには

1. Titanium (JII) Sulfate Tb (S04) 3 

2. Titanium (IV) Sulfate Ti (S04) 2 

3. Titanyl Sulfate (Titanium oxysulfate) 

TiOS04 

の3種が代表的なものとされているが，それぞ、れH20,

あるいはH2S04の付加によって，極めて複雑な具性体

の生成が知られており，溶状をはじめとする性状もか

なり相異する。

軍硫酸カリウムとの処理では一応2.のTitanium

(IV) Sulfate Ti (SQ4) 2の生成が考えられるが，乙れ

もTi(S04）・9H20,Ti(S04）・4H20,Ti (SQ4)2・3H20の異

性体が報告されている。 1.の Titanium(ill) Sulfate 

は酸化チタンを硫酸と共に加熱すると徐々に生成し，

青色の結晶性粉末として知られている。

事実重硫酸カリウムとの熔融に際して，ときにより

青色をわずかにおび、る乙とがあるのを観察している。

3.の TitanylSulfate は冷水には溶解する温時容易

に加水分解を受け易く，叉580°Cの加熱で、は2Ti02S03

K分解し，乙れより高温では酸化チタンになる ζ とが

明らかにされている。 TitanylSalfateも酸化チタン

と硫酸との加熱反応で生成する乙とから，本誠験法の

条件で一部分本物質が出来ることも否定出来ない。従

つであるいは，クエン酸アンモニウム溶液中における

白濁の一つの原因となっている ζ とも考えられる。

また酸化チタンと金属酸化物，水酸物，炭酸塩，そ

の他の塩と熔融すると各種のチタン酸塩のできること

が知られている。すなわち， MetatitanateMzTi03, 

Orthotitanate M4Ti04, Highly acid Titanate 

MzTh011である。

硫酸チタン Ti(S01) 2は一般に加水分解を乙うむり

やすく，その時の水解が不完全ならば，さきの Titanyl

Sulfateを生ずるが，十分加水分解がお乙ると不溶性

のチタン酸塩を洗澱しやすい4）。

Pbの殴着は LeadTi tan ateの生成による ζ とも

あるかもしれない。また重硫酸カリウムと熔融しても

反応しにくいものとして TitaniumSilicate TiSiz 

の合有も考えられる。
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A 法

(7), (8）「できるだけ低温で灰化したのち，約500。c
k加熱するj ろ紙を乾燥したのちの意味とおもわれる

が，実際問題として450°c付近が灰化に要する最低温

度であり， 550°c付近が望ましいとおもわれる。また

こ乙に温度規定をあげるのなら，むしろ 1）の熔融温

度も規定する万がよいとおもう。

(9) 「硝酸 lmlおよび水3mlJ

硝酸可溶性鉛の項においては硝酸（ 1+1)20mlを

用いている ζ と花対し， ζζでは何故硝酸の量を lml

としなければならなし1かが疑問である。

硝酸（1+1) 101111程度を用いた万が容易で、ある。

(10) 「煮沸しない程度に」

特lζ発泡飛散する ζともないから，特lζ乙の項はい

らないと思う。かえって軽く煮沸した万がよいと思わ

れる。

B 法

的） 「硝酸20mlおよび20～301111の水J

9）との関速において硝酸（ 1十 1)40mlとすべきで

あろうと考えられる。

(12) 「煮沸して沈澱を溶解しj

10）との関連において10）では煮沸しない程度にとあ

り， ζζ では煮沸している意味が不明である。

硝酸可溶性鉛

(13) 硝酸可溶性鉛の定量方法

硝酸可溶性鉛とは何をさすものか明確で、ないので，

硝酸抽出法としてはどうか。

(1~ 「室温で30分間連続かくはんJ

J侍に検討してはいないが，夏季と冬季などの温度差

による抽出率の変動も考慮されているので出来れば恒

温っきのマグネチックスターラーを用~＇かくはん速度

も一応一定lζ保つζ とにより誤差を少くできると思わ

~1, る。

同 「上澄液またはろ液からJ

ここでメスフラスコ K酸化チタンと共に抽出液を洗

い移してしまっているが，前述のとおり，直ちに上澄

液またはろ液を採取して測定した場合と一定時間経過

後に採取したものとでは，酸化チタンによる再吸着が

行なわれるからはじめにかくはん時間を30分化限定し

ている ζ とはほとんど無意味になる。

結 論

酸化チタン中の鉛の試験法（案） 3種について検討

し，その誤差の要因を考察し，硝酸抽出による万法は

抽出条件を一定にして行なえば，限度話験として簡易



K使用し得る乙とが認められた。
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追 記

その後原案中の硝酸抽出による万法によって，新た

な酸化チタン誠料数種について鉛を定量したと ζろ，

主に次の2つの点に留意する必要性が認められた。

即ち，第u乙「30分間連続かくはん」はかならず振

とう器を用うるべきである。たとえば横振り型では振

とう回数120間／mjn，振巾 lQcmで30分間行なえば抽

出はほとんど完全K平衝に達し，かなり再現性のある

結果が得られる。

第 2I乙アナターゼラ jレチノレ型の如何にかかわらず詩

( 137) 

料lζよってはかならずしも鉛に対する吸着力が等しく

ないから，鉛の絶対量を求めるためには別にPb"・の一

定量をrlit1~1-1乙添加し誠料と同柏討ζj栄作して回収率を求

めて補正する。

ζの場合第1項の操作は当然な条件として受け入れ

られるとしても，第2項の場合lζは多少問題がないわ

けでもない。つまり添加試験によって，かりに 100%

士10%の回収率が得られる場合はよいが，試料によっ

て50%の回収率しか得られなかった場合である。

元来本試験法案は抽出条件からみても唯一回の抽出

を行なっているにすぎなし1から，当然ある抽出条件に

おける酸化チタンと溶液聞の吸着能と溶出部との平衝

に達した点を求めている乙とになる。従って本試験法

は試料中鉛の絶対量を定量できるものではなく，あく

まで一つの規格試験としての意義を有するものであろ

う。 ζのζ とから絶対量を測定する手段としての添加

試験は前記のように著しく回収率が低い場合K，ζれ

を考慮すきべかどうかは規格誌験の解釈の立場として，

今後に残された問題と考えられる。



22 化粧品の特殊成分試験法の設定に関する研究〔V〕

ヘヤトニツク中ピロカノレピンの分隊同定訟について〔抄録〕

田 村

原 田

Pilocarpine (Pilo）は従来から止淳などの目的でヘ

ヤトニック中に 100～500mg%の濃度で添加する処方

例が多いが，その毒性と長期間常用する化粧品の特性

の上から，使用が禁止されている。ヘヤトニック中の

Piloの分離同定はその処方成分Kよって乳化とか呈

色の阻害などがおζ り必ずしも満足すべき結果が得ら

れない。 Piloのイオン交換による分離はほとんど知ら

れていないが，わたくしたちは特にDowex1, H型

(x-1) 50～100メッシ ι を用いる ζ とによって高い

再現性で確認し得る乙とを見い出したので報告する。

即ち 80%EtOHK浸演した樹脂カラム 1×5cmを調

製する。ヘヤトニックは通常50～80%のEtO百を合有

するが，直接その20mlをカラムに流す。（流出速度30

～40滴／min），次に EtOH，水で順次洗い，ついでN-

HCl 50mlを流し， HCl流出液を濃縮後，蒸発乾回し

て HClを除き残留物を水2mlK溶解して誠験溶液と

する。次lと本試験溶液u高について lz-soln等のアル

カロイド出澱試薬（ I），また2滴について J.P.四収

載の Piloの確認試験一酸性の条件で KzCr207,I-Iz02 

を用いる反応を行なったが感度が低いため，中性で呈

色させる U.S.P. VIの同反応にほゾ準拠して行なった

（立）。また別にニトロプjレシッドと H202を用いる

＊東京都立衛生研究所 化粧療品部

材日本化粧品工業連合会

健夫＊

裕文＊

戸谷

加 藤

哲也＊

曜子料

Ekkertの反応（Pharm.Zentralhalle, 66, 36, 1925) 

を実施した（JII）。そして試験溶液 0.Olmlについて，ろ

紙クロマト（PC) を行ない白金ヨウ化カリウムで発色

した。 Piloの N-HCIsolnの紫外部吸収は Amax 

222～223mμ でその吸収度からイオン交換による回収

率を求めると 90%以上を示すがx-2では 60%程度lζ

低下し，Crosslinkingの小さい方が非水溶媒に近い状

態でも交換速度を速かにし，且つ脱着を容易にする ζ

とが認められた。以上の分離同定試験に従い界面活性

剤，グリセリン，香料，その他多くの特殊成分が添加

された試供品，市販品，自製のもの7種について Pilo冊

目Clを添加して確認限度を検討したと ζろ，話料中の

mg%として（工）3. 12, (IT) 3. 12, (JII) 12. 5であり（PC)

では25の値が得られたがし、ずれも Piloの処方の重か

らみても十分な感度である ζ とを認めた。なお（PC)

はHOAc: BuOH : FizO (5 : 1 : 4）の諮媒でRf0. 45を

示し Pyridoxinとかさなるが， Quinineとは分離さ

れ，（Me)2CO : CHCh : H20 : NH40H (30 : 5 : 4 : 

0. 2）では PiloのRfは0.95を示し Pyridoxinと分

離される。 Canthariclin等は影響しない。

本報は第17回日本薬学大会で報告し，衛生化学iζ投

稿中である。
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23 呈色反応に関する系統的研究〔I〕

Rhodamine B による主として無機 S化会物および NO’3 の

新呈色反応について〔抄録〕

戸 谷

田村

呈色反応は一般にその簡易性の故に定性，定量分析

の手段として衛生裁判化学，臨床生化学あるいは工

業分析など極めて広い分野において用いられている。

しかし反応によっては各分野托おいて独立して慣用さ

れてきたためか，類似の呈色機構と推定される反応に

も異なった人名反応で呼ばれる場合があり，またわず

かな操作上の差異から感度低下をまねいている例も少

くない。そしてある物質に対する固有の呈色とされて

いる反応でも疑わしいものがある。筆者らは衛生行政

の試験担当者としてその試験結果が特に重要な意義zを

有する乙とから，鋭敏度と特異性の改良，呈色機構の

解明とさらに新しい呈色反応を見出すべく本研究を開

始した。さきにわたくしたちは TIの Malachite

Green による比色定量にあたり， CNS',NOa', CIO/, 

などが酸性のもとで TIと同様に酢酸アミル屑に転溶

するため障害となる乙とを報告した。 （戸谷，原田：

第16回日本薬学大会a 本年報玄亜）。 本反応lζ関し従

来知られている ζ とは RhodamineB による Sb5＋の

景色反応に際し S20a”などと有色洗澱を生ずる ζ と

が Welcher (Organic Analytical Reagents IV 

1948）に述べられている他民S02との反応が知られて

いる程度である。今回は主として無機S化合物および

NO’3 について検討し， 数種の化合物に対する簡易な

確認、反応として利用出来，またCNS’についても簡易な

哲也＊

健夫＊

原 田

加藤

裕文＊

曜子＊＊

比色定量が可能なζ とが推定されたので、報告する。即

ち詩験潜液lmlKN-1-IzSQ4 2滴，0.004M Rhodamine 

B Hcl溶液O.lmlを加えるとS20a",CNS', NO’3は洗

澱するがSOa”， S20s”は洗澱しない。 ζれに酢酸アミ

Jレ（1)0. 5mlを加えてふりまぜるとき CNS＇などが在在

すれば上層は赤色ないし赤紫色を呈する。本条件での

確認限度はS20a”500μg,SOa”（S02として） 100μg, 

CNS’10μg, NOa' 15μgである。乙のうち S20a’＼

CNS', NOa’の（1）転溶物のクロマトグラム，可視部吸

収（555～560mμ）には差が認められないが，赤外部

吸収lζは多少の差がみとめられ，かつ沈澱生成物の水，

有機溶媒lζ対する溶状は明らかに異なるところから一

種の付加反応と認められ， 事実 JobのモJレ比法およ

び単離物質の元素分析から各結合比を明らかにした。

しかし SOa”に対する（1）転溶物の可視部吸収はその濃

度比比例しない。 CNS’の定量は石炭ガス工業， CN’

fこば乙喫煙との関連で意義がある。人の唾液，

尿について本反応を誠み陽性となる ζ とを見出したが，

CNS＇にもとづくものか否かまだ精査していない。

本報は第17回日本薬学大会で報告し，薬学雑誌に投

稿中である。

＊東京都立衛生研究所 佑粧療品部

＊＊日本化粧品工業連合会
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24 虫色反応に関ナる系統的研究（ ][ ) 

Ammonium Co bal to thiocyanate による Cocaineならびに

3困 Dimethy lamino凶 I, 1-bis (2・thienyl）同1回 1butene 

の一葉！？比色定量yj：~について（抄録）

Cocaine （工）の比色定量には加水分解して得た

MeOHをHCHOtζ酸化して行なうか（J.A. 0. A. C. 

31 781 (1948））酸性色素を付加後疎水溶媒に転溶させ

る方法などがあるが，精度，特異性の点、で劣り 3心i-

me thy lamino-1, 1・bis(2”thienyl)-1-lbuteneいわゆ

るOhton (TI）に至つてはほとんど知られていない。わ

たくしたちは AmmonimnCobalto幽thiocyanate

(CTC) を（工）または（宜）の溶液に加え CHClsと

ふりまぜるとき CHCls層が青色を示し，主要な麻薬

の中では（工）と（TI）にのみ特異的で， Morphine,Co-

deineなどその多くの Alkaloidは陰性である乙とを

見出した。そして本呈色反応は ζれら物質の微量の確

認反応として用い得る一方，比色定霊法としても簡易

且つ再現性よく行なえる乙とを認めたので、報告する。

ElPちCTCは60%NH4CNS, 20%CoClz soln (2. 5 

: 1）を漉合調製する。確認には試験溶液lmHcCTC

lmlを加え CHClsO.5mlを加えてふりまぜる。確認

限度は（工）30r (TI) 500γ である。比色定量化は試験溶

液lOmHc::.CTC3. 5mlを加え 1分間ふりませきCHCls屑

を分取し620mμ付近の吸光度を求めるとき，おおよそ

（工）は 100～700mg, (TI）は 9～25mgiζ直線性が認

められる。本呈色反応は HCl酸性でもほとんど影響

はなく，また数時間は安定である。いままでにCTCは

＊東京都立衛生研究所 化粧療品部
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BrownらによってPolyoxyethylene型活性剤の定量

に，（Analyst,80,755 (1955）），また青木氏はNa2C03

Alkali性で CHCls抽出後化発色させて Methylpro-

pa mineあるいは逆性石般の定量（薬剤部長会年報12,

97 (1953），薬剤学 16, 11 (1956））に使用し本呈色が

ある種の第3，第4級アミンないしは alkylamino 

alkyl基の反応による ζ とを推定しているが，Tropan

環の 2の Acetyl基， 3の Benzoyl基をもった（工）

のみは強く呈色するが，両方の基がはず、れたEcgonine

をはじめ， 2の位置のみ methylene 基になった

Tropacocaineは呈色が弱く，また（1）の 3位置のBen幽

zoyl基のはずれた Methy lecgonine もほとんど陰

性である。しかしいすごれも中央reN”CH3基が寄在す

るζ とには変りがない。したがって本呈色機構は青木

氏の推定された単なる官能基によるものだけでは説明

出来ず，その物質の極性が大きく関与する ζ とがj住定

された。

なおCTCは他の麻薬類と CHCb k不溶性の青色

物質をあたえ，クロマトグラフ上の発色試薬として臼

金ヨウ素カリウム，Dragendor百試薬にかわるものと

考えられる。

本報は第17回日本薬学大会で報告し，薬学雑誌に投

稿r*1である。
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25 1962年他誌に発表した研究業績

1. 善養寺浩，中上千富美，辺野善正夫：

腸内細菌の薬剤耐性lζ関する研究

(16) 東京都内居住者から分離された多剤耐性

大腸菌について

日本細菌学雑誌， 16,1015～1016 (1961) 

2. 善養寺浩，寺山武：

ブドウ球菌コアグラーゼの抗原性と型別に関す

る研究

メデアサークJレ， No.27, 14～27(1962) 

3. 善養寺浩：

細菌培地，最近の進歩

薬局の領域， 11, (2), 9～15 (1962) 

4. 桑原章吾，善養寺浩，林田敏夫：

コレラ菌の分離培地について

日本医事新報， No.1979, 14～17 (1962) 

5. Zen”Yoji, H., Terayama, T., Benoki, M. and 

Kuwahara, S.: 

Studies on Staphylococcal Coagulase 

(3) Further studies on the antigenic specifi-

city and typing of staphylococcal coagulase 

and distribution of anticoagulases in normal 

human sera 

Jap. J. Microbiol., 6, 59～69(1962) 

6. 善養寺浩：

病原性好塩菌によると推定された 4剖検例につ

いて

モダンメデア， 8,241～247 (1962) 

7. 普養寺浩：

食中毒一最近の傾向と今後の対策一

衛生教育クツレープ， No.62, 2～ 4 (1962) 

8. 善養寺浩，西条頼広：

新しい梅毒血清反応

メデアサークル， No.37, 1～9 (1962) 

9. 

コレラ及びパラコレラの細菌学

メデアサークル， No.28, 7～16 (1962) 

10. Okudaira, M., and Zen”Yoji, H .. et al: 

Food poisoning caused by pathogenic 

halophilic bacteria 

Acta Path. Japonica, 12. 299～304 (1962) 
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11. 善養寺j告，坂井千三，寺山武，工藤泰雄，一言

広，辺野喜正夫：

いわゆる病原性好塩菌の病原性に関する研究

日本公衆衛生雑誌， 9 (9), 115 (1962) 

12. 坂井千三，塚原秋，斉藤クラ，善養寺浩：

ふん便内病原性好塩菌の保寄液i乙関する研究

日本公衆衛生雑誌， 9 ' (9) ' 115 (1962) 

13. 善養寺浩：

病原性好塩菌の感染機序について

日本細菌学雑誌 17,970 (1962) 

14. 善養寺浩，寺山武，一言広，辺野喜正夫：

ブドウ球菌コアグラーゼの精製について

日本細菌学雑誌， 17,530～531 (1962) 

15. 善養寺浩，西条頼広，平良富美子：

新しい梅毒血清反応， RPCFと VDRL

－硝子板法およびワ民諸方法の比較研究一

東京都職員業務研究会報告 No.30, 190～193 

(1962) 

16. 大西清則，花井国夫，木村敦，小JIl和栄，善養

寺浩，西条頼広，平良富美子：

保健所の性病（培養・無毒 Reiter株蛋白を抗

原として用いた新梅毒血清補体結合反応の特異性

について）

東京都職員業務研究会報告， No.30, 209 (1962) 

17. 奥平雅彦，乾道夫，中村尚道，吉村三郎（東京

都監察医務院）

辺野喜正夫，根樟尚光，岩崎謙二，村上一，坂

井富士子，薮内清，柏木義勝（東京都立衛住研究

j折）：

インフルエンザの病理－1962年初頭に流行した

インフルエンザA2型ウイルス感染による死亡例

の剖検所見を中心として

日本病理学会館8回定期特別総会演説（昭和37年

11月9日（金）～10日（土）神田学士会館）

［追って，論文は病理学会誌に掲載される］

18. 五島孜郎，関博麿（衛生研究所栄養部）

速水決（国立栄養研究所）：

Na-Phytateの投与と放射性Srの排出につい

て

栄養と食糧学会誌（投稿中）



19. 五島孜郎： 月刊薬事 5月号（1962)

食品の放射能汚染と Ca 24. 辺野喜正夫，坂井千三，寺山武，善養寺浩，歌

日本公衆衛生雑誌（投稿中） 代吉雄：

20. 道口正雄，岡田郁之助： 昭和36年度都内に発生した病原性好塩閣による

照射小麦グJレテンのポーラログラフ的研究 食中毒の疫学について

工業化学雑誌， 65,1837 (1962) 日本伝染病学会雑誌， 36, (4), 166 (1962) 

21. 田村健夫，山添律子（衛生研究所化粧療品部） 25. 辺野喜正夫：

安田守雄（北大医学部）： ブドウ球菌食中毒（シンポジウム）

汗のグJレクロン酸に関する研究（続報） 日本伝染病学会雑誌， 36, （劫， 244(1962) 

第8回クツレクロン酸シンポジウム報告集 26. 辺野喜正夫：

22. 田村健夫，山添律子（衛生研究所化粧療品部） 抗体保有の観点から見たインフ Jレエンザ流行の

川城巌（国立衛生誤験所）： 早期発見

ターJレ色素の体内変化に関する研究（第1報） 日本伝染病学会雑誌， 36,(6), 254 (1962) 

ナフトールエローSの家兎における体内変化 27. 辺野喜正夫：

食品衛生学雑誌 3,352 (1962) ブドウ球菌食中毒

23. 田村健夫： 診断と治療， 50,（剖， 22(1962) 

柑橘類，特lζレモンの美容への利用について
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